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　　　プロローグ　モンスターインストラクター







　──怪かい物ぶつに味方なんていない。

　高校一年の学年末。真しん成じよう寺じ遥はる奈なは、そのどうしようもない現実を思い知った。




　始まりは町で唯ゆい一いつの教会の、若い神父が倒たおれた事件だ。

　医者の話では原因不明。だが極度の衰すい弱じやくが見られるとのことだった。

　それから町中の男達が次々に倒れ始めた。毎日のように病院へ運び込まれ、入院していく男達。診しん察さつした医者は皆みな、口を揃そろえて「原因不明の衰弱」と語ったらしい。

　元々話題に乏とぼしい田舎いなかだ。神父に始まった男達の急病の噂うわさは異様な速度で広まっていった。原因不明というのがまたネタになりやすかったのか、面おも白しろおかしく尾おひれまでついて。

「男達の急病は新種のウイルスのせいである」「いや彼らが口にしていた農作物に何か不良があった」「いやいや男達が倒れたのはすべて仮け病びようらしい」

　そのように原因を憶おく測そくする噂の中には、こんなものもあった。

　曰いわく──悪あく魔まの仕し業わざである。

　高こう齢れい者が多い田舎いなかだからか、そういうオカルトじみた話を本気で信じる者がいた。

　馬ば鹿かげている。悪魔なんているわけない。噂うわさを聞いた遥はる奈なは失礼ながらそう思っていた。

　その翌日──遥奈は、悪魔になっていた。

　朝起きてから鏡を見て、驚きよう愕がくした。

　自じ慢まんだった黒くろ髪かみは、不自然に鮮あざやかな桜色に。

　母親譲ゆずりの白い肌はだは、人間としてはありえない群青色に。

　さらには腰こしに蝙こう蝠もりみたいな翼つばさが生え、尾び骨こつあたりからは黒い尻尾しつぽが伸のびていた。

　何かの間ま違ちがいだ。鏡に映る自分の姿に、遥奈は恐きよう怖ふした。

　もしかして町で起こっている事件は無意識の内に自分が引き起こしていたのかと。

　自身に対する疑ぎ心しん暗あん鬼きに苛さいなまれ、遥奈はその日の学校を休んだ。食事も取らずに丸一日布ふ団とんの中で震ふるえ続けた。

　──このことは絶対にばれてはいけない。

　最近では悪魔の仕業だという噂が先せん鋭えい化して『悪魔は見つけ次し第だい、退治する』と躍やつ起きになっている者も増えているからだ。

　だが、そんな遥奈の抵てい抗こうは長く続かなかった。

　悪魔になったのは数日中にばれてしまった。

　自宅に押し寄せる怒いかり狂くるった町の人々。

　変装して家から何とか逃にげ出し、町を彷徨さまよう。

　学校の友人を頼たよって訪ねたら、顔を合わせた途と端たんに悲鳴を上げられた。

　町中を必死に逃げ回っているうちに、こんな話も聞いた。

「真しん成じよう寺じの奥さんが、怪かい物ぶつの専門家を呼んでくれた」

　怪物の専門家を呼んだ理由なんて明白だ。この町で退治されるべき怪物は一人しかいない。

　たまらなくショックだった。母親にすら見捨てられた事実なんて知りたくなかった。

　誰だれも信じられず、孤こ独どくと悲しみが心を蝕むしばんでいく。

　そんな中でも、遥奈は居場所を求めて逃げ続けた。

　逃げて、逃げて、誰かに見つかっては罵ば声せいを浴びせられ、追いかけ回され、また逃げて、必死に逃げ回って──




「やっと追い詰つめたわ、この怪物ッ！」

　そうして遥奈は、とうとう逃げ場を失った。

　時刻は深夜。場所は最初に神父が倒たおれた教会。その聖堂内は長い間掃そう除じが行き届いていないのか、礼拝用の長なが椅い子すや床ゆかには埃ほこりが溜たまり、空気が淀よどんでいる。

　そんな聖堂の祭さい壇だん前に、遥奈はうずくまっていた。

　出入口は町の人々が固めて逃にげ道みちを塞ふさいでいた。男達が倒たおれているためか、ほとんどが女性だ。その手にはバットやゴルフクラブなどを武器として携たずさえている。

「ちょっと……早く捕つかまえないと、また逃げるわよ」

「専門家の人が来るまで待ちなさい」

「そうよ。ヘタに手を出して、襲おそいかかってきたら……」

　そんなことしない。だって自分は悪あく魔まなんかじゃない。危害なんて加えない。

　女達が話している内容に遥はる奈ながそう言おうとした、その時だった。

「皆みなさん、聞いてください」

　静かな声で告げる者がいた。修道服を着た綺き麗れいな女性だ。確か一ヶ月ほど前にこの教会に赴ふ任にんしてきたシスターだと遥奈は記き憶おくしていた。

「彼女の身み柄がらは私達で拘こう束そくしましょう。専門家がいらしたら、すぐに引き渡わたせるように」

「でも、拘束したくらいで……だってあの子は悪魔なのよ」

「心配ありません。この教会のシスターとして、私が責任を持って彼女を見張ります」

「……わかりました、シスター」

　シスターの提案に、女達が手にしていた得え物ものを構え直す。

「違ちがう、わたしは……わたしは何も、してません……ッ！」

　注意深く距きよ離りを詰つめてくる彼女達に、遥奈は泣きそうな声で訴うつたえた。

「お願い……誰だれか、わたしを……っ」

　信じてください、とは嗚咽おえつのせいで口にできなかった。

　遥奈の言葉は決して届かない。それを悟さとった瞬しゆん間かん、彼女の頰ほおには悲痛の涙なみだが伝う。

　その直後。遥奈の目前に、音もなく人影が着地した。

「────」

　突とつ然ぜん自分と人々の間に降り立った人ひと影かげに、遥奈は言葉を失った。

　人影は頭上から現れた。おそらく採光用の天てん窓まどから侵しん入にゆうしたのだろう。その人影は着地の姿勢からゆっくりと立ち上がり、うずくまる遥奈と正面から向き合う形になる。

　奇き妙みような雰ふん囲い気きの青年だった。

　見た目は十代後半。濁にごった灰色の髪かみ。背は平均よりやや低めと小こ柄がらな印象を受ける。

　何より特とく徴ちよう的なのは、横に細長いレンズの眼鏡をカチューシャ代わりにしていることだ。前髪をかき上げるわけではなく、ただ頭の上に載のせるように。さらに彼が着ているのは高級ブランドスーツで、その上にまた高そうなオレンジ色のコートを羽織っていた。

　青年は遥奈から目を逸そらすと、何かを仰あおぎ見るように視線を上げて──




「っくしょん！　あっくしゅん！　埃ほこりっぽいなここ!?　は、は……はっぶしゅんッ！」

　着地の弾はずみで舞まい上がった埃に、くしゃみを連発するのだった。




「あっ、俺のスーツが埃ほこりだらけに!?　誰だれだこの教会の管理人は!?　掃そう除じをサボりやがって、クリーニング代を請せい求きゆうしてやるからな！」

　青年がばたばたと忙せわしなくスーツの汚よごれを払はらう。

　その緊きん張ちよう感かんが皆かい無むのコミカルな動きは、場のシリアスな雰ふん囲い気きを見事にぶち壊こわしていた。

「…………」

　何だ、この空気が読めない奴やつは？

　聖堂内にいる遥はる奈なを含ふくめた誰もが、彼に対して同時に思った。

「あの……貴方あなたは？」

　その疑問を代表するようにシスターが口にする。

　すると青年の動きがピタリと止まった。そのままくるりと振ふり返り、自分が注目を浴びていると知ると、急に背筋を伸のばして姿勢を正す。

「失礼、見苦しいところをお見せしました。それと乱暴な手段で現れたことをお詫わびします。出入口は皆みなさんが塞ふさいでいたものですから」

　一呼吸の間を置いて、青年は続ける。

「私は辰たつ巳み宗そう一いち。モンスターインストラクターをしております」

「い、インストラクター？」
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「ええ、そうです。インストラクターの略りやく称しようのイントラにかけて『モントラ』などと呼ばれる場合もありますね」

　辰たつ巳み宗そう一いちと名乗った青年の言葉に、遥はる奈な達は混乱した。

　つまり彼こそが遥奈の母が呼んだ怪かい物ぶつの専門家なのだろう。

　だが同時に、宗一は己おのれをインストラクターと称しようした。

　怪物の専門家という名から『怪物を倒たおす者』を想像していたが……インストラクターという響ひびきから、どうもそのイメージが浮かばなかったのだ。

「まあ詳しよう細さいは省きますが、この町に災さい厄やくをもたらした悪あく魔まを見つけ出すために来ました」

「悪魔なら貴方あなたの後ろにいます」

「後ろ？」

　シスターの助言に、宗一が遥奈に振ふり向いてきた。

　数秒ほど視線が合う。その値ね踏ぶみするような目に、だが遥奈は不思議と恐きよう怖ふしなかった。むしろこんな状じよう況きようだというのに、逆に安心感すら抱いだいてしまった。

　何な故ぜなら宗一の目には、町の人々みたいな敵意が感じられなかったのだ。

「ああいえ、彼女ではありませんね」

　再びシスターの方を向いた彼の言葉に、誰だれもが息を吞のんだ。

　数秒呆あつ気けに取られていたシスターも、はっとして口を開く。

「何言っているのですか、一目見れば彼女が悪魔なことくらい……」

「ええ、確かに一目見れば悪魔ですね。しかし彼女ではない」

「そんなはずありません！」

　シスターが痺しびれを切らして大声を上げると、宗一が鬱うつ陶とうしそうに片かた眉まゆを上げる。

「……先ほどから気になっていたのですが、貴女あなたは？」

「私はこの教会のシスターです」

「なるほど、これは失礼しました。一目でわかることを聞いてしまって申し訳ない」

　宗一が修道服をなめ回すように見ると、シスターが顔を顰しかめながら一歩後あと退ずさる。

　不快感を露あらわにした彼女に、宗一はせせら笑いを浮かべた。

「僭せん越えつながらシスター、神に仕える者ならば責任転てん嫁かなんて止やめませんか」

「は？」

「だって町の男達が倒たおれたのは、貴女が原因でしょ？」

　殊こと更さら重要そうでもなく、あっさりと告げた宗一に、シンと場が静まり返った。

「い、いきなり何を……」

「貴女はこの教会のシスターですよね？」

　シスターの困こん惑わくをよそに、宗一が礼拝用の長なが椅い子すに歩み寄る。

　その背もたれを人差し指でなぞり、付着した埃ほこりを親指と擦こすり合わせて落とす。

「聖堂内は何ともまあ埃ほこりまみれだ。ここの神父が倒たおれたのは聞き及およんでいますが、だとすると毎日の掃そう除じは貴女あなたの仕事では？」

「それは……最近少し忙いそがしくて」

「修道女というのは神への祈いのりと毎日の労働以外やることがない人種ですよ？　そんな者が掃除をサボりますかね」

「……」

「ところでシスター、お名前は？」

　黙だまりこくったシスターに、宗そう一いちが追い打ちをかけるように尋たずねる。

「先ほど『貴女は？』と聞いた時は名前を尋ねたつもりでした。修道服を着ていればシスターであることくらいわかりますからね」

「私の、私の名前は……」

「あら、ご自分の名前をご存じでない？　希け有うな方ですね……では後ろの奥様方、シスターのお名前を知っていれば教えていただけますか？」

　宗一が町の女性らに視線を向ける。

　だが彼女達は答えない。いや『答えられない』といった様子だった。ぽっかりと抜ぬけた記き憶おくの欠片かけら。そのありえない空白に、誰だれもが違い和わ感を覚えて眉まゆを顰ひそめる。

「──この世界には魅了チヤームという魔ま法ほうがあります」

　彼女らの様子に満足した宗一が語り始める。最も早はやシスターも彼の言葉に異議を唱えない。別に強制されたわけでもないのに、誰もが彼の言葉を黙って聞き入っていた。

　まるで静せい聴ちようを余よ儀ぎなくされる講演会。

　彼はその空気を強ごう引いんに、あるいは巧たくみに、話術だけで形成していた。

「魅了チヤームとは対象を否いや応おうなく幻げん惑わくする強力な魔法ですが、唯ゆい一いつの弱点として強力すぎることが挙げられます。頭が足りていない者が用いると『まあ幻惑内容を詳くわしく決めなくてもいっか、どうせ術はかかるんだし』と思うわけです。例えば──」

　そこで宗一は一ひと際きわ酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「化けた後の名前など決めなくても、その者をシスターだと信じ込ませてしまうとか」

「ッ」

「人間に化けるならもっとうまくやるんだな。そんなキンちゃんの仮装大賞以下の変装では、俺を騙だませない」

　張り詰つめた沈ちん黙もく。聖堂にいる誰もが疑心に満ちた目をうつむくシスターに向けている。

「……ふ、ふふはは、あはははは、あはははははッ！」

　すると、彼女の口から甲かん高だかい嬌きよう笑しようが漏もれ出た。

「あーあ、せっかくいい餌えさ場ばだったのに……余計なことしてくれたわねぇ？」

　瞬しゆん間かん、シスターがゴンッと床ゆかを踏ふみ抜く勢いで頭上に跳ちよう躍やくした。

　一同が啞あ然ぜんとして飛び上がった彼女を見上げる中、シスターは空中に静止する。

　重力を無視した現象に、何な故ぜ、と誰だれもが驚おどろく。

　だがその疑問はシスターの姿を見れば、自然と解消された。

　彼女が纏まとう修道服を突つき破って飛び出している──黒い翼と尾。

　自分のと酷こく似じしたそれらを目にして、遥はる奈なが目を見張った。

「やはりサキュバスだったか」

　困こん惑わくが渦うず巻まく中、宗そう一いちだけが冷静に呟つぶやいた。

「真しん成じよう寺じの娘むすめを排はい除じよしようとした理由は『自分の取り分が減るから』といったところか……ありきたりな本性の表し方といい、物の見事に三流だな」

　つまらなそうに吐はき捨ててから、彼は町の女性達に笑え顔がおを向ける。

「町の男が倒たおれた原因は、彼女が夜な夜な精を吸すい尽つくしていたからでしょう。よかったですねぇ奥様方、もう少しで旦だん那な達が腹上死するところでしたよ？」

「な、何てはしたない……」

「すみませーん、俗ぞくっぽい言葉を使ってしまいました。医学的表現では性交死でしたね」

「「「…………」」」

　ニヤニヤしながら嫌いや味みっぽく言う宗一に、誰もが絶句した。

　正しい表現に訂てい正せいしたのに、イメージが酷ひどくなっている現象を遥奈は初めて見た。

「私の餌えさ場ばを荒あらしておいて、無視はないんじゃない？」

　サキュバスの言葉に、宗一が再び頭上を仰あおぎ見る。彼の顔はすでに笑っていなく……ともすればうざがってすらいた。まるで夏場の蚊かを発見してしまったかのような目だ。

「そもそも貴方あなたの目的は何なのよ」

　サキュバスの問いに対して、彼は静かに口を開く。

「娘を助ける方法が知りたいと、ある母親に依い頼らいされた」

「──ぁ」

「だが電話口で説明するには面めん倒どうだったからな。わざわざ実技講演しに来たわけだが……」

　それを聞いた遥奈が、思わず声を漏もらしてしまった。

　同時に、ある事実を悟さとった。

　怪かい物ぶつに味方なんていない。それがどうしようもない現実だ。




「いい機会だ。二度と人間社会で悪さが出来ないよう、俺が自ら調教指導してやろう」




　──しかし、だからこそ。

　そのどうしようもない現実をどうにかする術すべを知り尽つくし、教授する者がいるのだと。













　　　一話　恋に恋するプリンセス







　これはとても厄やつ介かいな案件だ。

　その問題に直面した辰たつ巳み宗そう一いちはかなり危機感を覚えていた。

　果たして彼がどんな問題を抱かかえているのか。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うと……、




　今年で十八歳になるというのに、身長が一七〇センチに届いていない。




　日本男性の平均身長は一七〇強。宗一はそれにミリどころかセンチ単位で足りていない。しかも成長期はすでに終しゆう盤ばんに差さし掛かかっている。

　これは非常にまずい。あってはならない事態だ。というか、あってほしくない。

　だからこそ彼はこの問題を解決するために一計を案ずるのだった。

「……宗一さん、何してるんですか？」

「見てわかんねーのか、鉄棒にぶら下がってるんだよ」

「それは見てわかりますけど……どうして逆さまに？」

「ぶら下がってるうちに腕うでが疲つかれた。だから足を使ってみたんだが、これが意外と楽だった」

　土曜の朝。場所は東京郊こう外がいに位置する住宅街。そこに豪ごう邸ていと呼べるだけの大きさを誇ほこる自宅兼けん仕事場の《辰巳モンストラクター事務所》がある。

　そんな洋館の私室で、宗一は鉄棒（通つう販はんで購こう入にゆうした）に蝙こう蝠もり状態になっていた。しかも何な故ぜかカチューシャ代わりの眼鏡が頭から落ちていない。

　タロットカードよろしく逆さ吊づりの男が部屋にいれば誰だれだって驚おどろくだろう。

　彼の私室にノックなしで突とつ撃げきしてきたその少女も驚きを隠かくせないようだった。

　可愛かわいらしい少女だった。

　薄うすいピンク色をした髪かみに、母親譲ゆずりの真っ白な肌はだ。表情がころころ変わる小動物っぽい愛らしさがあり、同時に聡そう明めいで淑しとやかな風ふ情ぜいが滲にじみ出ているあたり育ちのよさが窺うかがえた。

　そして何より、スタイルがいい。

　背せ丈たけは宗一よりやや低いが、手足はすらりとしている。さらにリブ生き地じセーターの胸むな元もとはぱつんぱつんに張っており、その豊かな曲線をより強調していた。

　その少女──真しん成じよう寺じ遥はる奈なは困り顔で首を傾かしげた。

「……そもそも、どうして鉄棒にぶら下がってるんですか？」

「さっきからお前は知りたがりだな。まあいい、そんなに知りたいなら教えてやる」

　宗そう一いちが逆さ吊づりのまま、尊大な調子で語り出した。

「これは友達から聞いた話だが、人は何かにぶら下がってるだけで身長が伸のびるらしい。長時間重力に引かれた状態でいると背骨の椎つい間かん板ばんという軟なん骨こつ組織が伸びるそうだ。椎間板はふつう二十三個ある。一つの椎間板が一ミリ伸びるだけで二センチ以上の上じよう昇しようが見込める」

「つまり……背が低いことを気にしてるんですね」

　遥はる奈なに穏おだやかな苦笑を浮かべられ、宗一がむっと眉み間けんにシワを寄せる。

「低いってほどじゃない。平均に少し足りてないだけだから、カテゴリー的に中の下だ」

「……高いか低いかに二分すれば低いってことですよね」

「二分するな。物事を少数に分類するとロクなことがない。血液型診しん断だんが最たる例だ」

　人間の性格が四つに分けられてたまるか。

「そもそも血液型とはＡＢＯ式に分ければ四種類ってだけで、他ほかにもＲｈ式やダフィー式など様々な分類方法があり、広い観点で見れば明らかに四つ以上の血液型が」

「わ、わかりました、二分しませんっ。二分しませんから血液型の話はそのくらいで……」

「わかればいい」

　宗一が説明を中断すると、遥奈がやや疲つかれた表情で言う。

「そんなに気にしなくてもいいと思いますけど……」

「そういうわけにはいかない。俺はインストラクターだぞ」

　いまいち理解していない遥奈に、彼は説明を続けた。

「俺の客は客でありながら生徒でもある。だが平均身長に届いてない小こ男おとこを指導員として仰あおげる生徒がどれだけいる？　表面上は敬うかもしれんが、内心でなめられたら元も子もない」

「そういうものですか？」

「そういうもんだ。指導者たるもの最低限の威い厳げんを保てなければ指導に影えい響きようが出る」

　そうでなくとも宗一はモンスターインストラクターだ。

　宗一の顧こ客きやくはほぼモンスターである。ただでさえ人間というだけでなめられるケースが多いのに、これ以上スムーズな指導を妨さまたげる要素を増やしたくない。

「そのためには背せ丈たけがなきゃ始まらん。誰だれだって指導員とするなら背が低い小こ僧ぞうよりも、身長一八〇センチオーバーの爽さわやかイケメンか屈くつ強きようなナイスミドルがいいに決まってる」

「わ、わたしはそういう人よりも……そ、宗一さんの方がいいです」

　と、遥奈が急にそわそわし始めた。

　その頰ほおを薄うつすらと桃もも色に染めて、チラチラと宗一の様子を窺うかがってくる。

「確かに宗一さんは口も性格も目付きも悪いし、普ふ段だんは横おう柄へいなのに背が低いことを気にしてて意外とナイーブな人ですけど……それでもわたしは宗一さんがいいかなって」

「……言っちゃなんだけどさ。お前が一番俺のことをなめてるだろ」

「い、いえ、そんなことないです！　わたしは今のままの宗一さんを尊敬してます」

「尊敬してる上司の部屋をノックなしで突とつ撃げきしてくるとは思えないがな」

　言いつつ、よっこらしょ、と宗そう一いちは鉄棒から下りる。

「で、何の用だ」

「あ、そうでした。宗一さんにお客さんが来てます」

「客？　こんな休日の朝っぱらから？」

　遥はる奈なが短く頷うなずいた。

「ふぅん……依い頼らい内容は？」

　宗一の問いに、遥奈は簡潔に事の内容を告げる。

「聞いた限りだと、恋愛相談みたいでした」
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　モンスターインストラクターである宗一の仕事内容は様々だが、要約すると二つになる。

　一つ、モンスターに人間の常識や知識を教える。

　一つ、逆に人間にモンスターの常識や知識を教える。

　この現代にはモンスターが人間社会の陰かげに潜ひそんで暮らしている。

　といっても、何も人間に危害を加えようとしているとは限らない。

　大多数の人間がそれなりの善性を持っているように、モンスターだってすべてが悪というわけではない。彼らに対して悪のイメージを抱いだいてしまうのは、一部の伝承に残っている奴やつらが極ごく悪あくだったからにすぎない。

　例えば『織お田だ信のぶ長ながは第だい六ろく天てん魔ま王おうとか呼ばれているし焼やき討うちしまくるほどの悪だったんだから、人間はすべて悪だね』と言われたら、誰だれだって「それは違ちがう」と唱えるだろう。

　モンスターだって同じことだ。彼らはただ平へい穏おんに暮らしたいだけの者が多い。だから公おおやけにはその存在を現さず、人間文明の陰に潜んで生きているのだ。

　だがいくら身を潜めようが、その存在がバレる時はバレる。

　そんな時にモンスターと人間の軋あつ轢れきを解消するための、あるいは予防するためのモンスターインストラクターだ。

　極力人間社会に混乱を生じさせないよう、モンスターに対して振ふる舞まい方を教える。

　もしモンスターの存在を知った人間がいたら、その者に然しかるべき知識や対応を教える。

　すべては人間とモンスターが共存するため。

　それがモントラである辰たつ巳み宗一の大切な仕事である。




「……だからといって恋愛相談はねーだろ」

　ぼやきながら宗一は自室から出て、一階の応接間へと向かっていた。現在彼が歩いている二階の廊ろう下かには高級そうな絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。

　いつも思うが、この無む駄だにでかい事務所はどうにかならないのか。

　いくら先代から継ついだとはいえ、この豪ごう邸ていの維い持じ費や固定資産税はバカにならない。結果として、宗そう一いちはその金を得るために報ほう酬しゆうを高く要求しなければならなくなる。

　……本当はそれ以上の指導料をふんだくっているケースが大半だが、心の奥底で惰だ眠みんを貪むさぼっている良心を誤ご魔ま化かすためにそういうことにしている。

　だからこそ、だ。

「何でそんな女子高生のお悩なやみ解決みたいな仕事をやらなきゃならねーんだ」

「人間の価値観を教えるのがモントラの仕事じゃないですか。なら恋愛もその一つです」

　宗一の愚ぐ痴ちに、隣となりを歩く遥はる奈なが優やさしくなだめてきた。

　思わず顔を顰しかめる。その口くち振ぶりから彼女が今回の仕事にノリノリだと察したのだ。

「はぁ……クォーターサキュバスはこれだから」

　遥奈はサキュバスの血が流れている。母方の祖母が純血のサキュバスらしい。

　それだけ人間の血が混ざっていれば本来なら人間と何ら変わらない。

　だが二ヶ月前に事件が起きた。悪意あるサキュバスが遥奈の町にいつき、力を蓄たくわえたのだ。

　そして町中に充みち満みちたそのサキュバスの魔力と共鳴してしまい、遥奈の中に眠ねむるサキュバスの血が覚かく醒せいしたのである。

　そんな彼女から宗一はとある仕事を頼たのまれている。ただ前述したとおり彼の指導料は割高だ。それを即そつ金きんで払はらえるほどの資金力は、まだ女子高生の遥奈にあるはずない。

　結果、彼女を住み込みで雇やとって金は働いて払ってもらっているのだが……、

「お前は色いろ恋こい沙ざ汰たと聞けば興味津しん々しんだな。やっぱ血の影えい響きようかね」

「そ、そんな……わたしは年中えっちなことを考えているわけじゃありません！」

「色恋沙汰＝えっちなことって結びつけるのは、すでにとんでもねー思考だろ」

　このサキュバスを雇ってからというもの、こんな会話を日常的に交かわすようになった。

　普ふ段だんは純じゆん粋すいかつお淑しとやか。しかしたまにバグったように変な発言をぶっ放す。

　さらに元々は艶つややかだった黒くろ髪かみはピンク色から戻もどらない。あと今では大分落ち着いてきたがちょっと興奮すると肌はだが青くなり、悪魔特有の翼つばさと尻尾しつぽが飛び出すのである。

「宗一さん、聞いてますかっ!?　わたしはそんな淫いん乱らんな子じゃありませんよ！」

　遥奈が己おのれの純潔を証明しようと必死だった。まあ逆効果感が否いなめないが。

　元々は恋愛に疎うとい娘むすめだと聞いている。顔が真っ赤なのも怒おこっているのではなく、サキュバスの血の影響で変な発言をしてしまう自分が恥はずかしいのだろう。

「聞いてるから少し落ち着け。魔力が乱れてる、青肌になるぞ」

「で、でも宗一さんにだけはそう思われたくなくて……」

「思ってないから安心しろ」

「本当ですか？」

「ああ。淫いん乱らんじゃなくて、妄もう想そう癖へきがあるムッツリピンクだと思ってるからな」

「……何かニュアンス的に淫乱よりも下方修正されたように聞こえますけど？」

「空そら耳みみだろ」

　宗そう一いちがばっさり切り捨てると、遥はる奈なは若じやつ干かん涙なみだ混じりで項垂うなだれた。

「話を戻もどすが、そもそもその客は俺を雇やとえるほどの資金力があるのか？」

「わかりません。でも見た限りではお金持ちっぽかったです」

「はん、どうだか」

　恋愛相談なんて依い頼らいしてくる者がこちらの提示する金を払はらえるとは到とう底てい思えない。

　そう予想して憂ゆう鬱うつになった頃ころ、ちょうどエントランスホールに着いた。

　そのままホール中央の正面階段から一階へ下りていて、ふと気付いた。

　エントランスから応接間に直通するドア。その前に一人の女性が立っている。

「おはようございます、宗一様」

　階段を下りる宗一に対して、その女性は恭うやうやしく一礼した。

　見た目は二十代の半ばで、黒ワンピースに純白のエプロンをつけている。頭は実にそれらしいヘッドドレスで飾かざっていた。

　つまるところメイドさんだ──頭に狼おおかみの耳がついていて、スカートから犬のボルゾイみたいな尻尾しつぽが飛び出している点を除けば、どこにでもいるメイドさんだ。

「おはようございます、モーラさん」

　その女性、モーラに対して宗一も挨あい拶さつを返す。

　彼女は《キキーモラ》という幻げん獣じゆう種だ。働き者の願いを叶かなえると伝わっていて、今はこの事務所でメイドをしている。

「モーラさん、客は？」

「はい。応接間にお待たせしております」

　モーラの丁てい寧ねいな返答に頷うなずき、宗一は応接間に続くドアを開けた。

「お待たせしました。私が当事務所の所長、辰たつ巳み宗一です」

　接客用の態度に変えながら応接間に入る。遥奈とモーラもその後に続いてきた。

　そこは普ふ段だんはリビングとして使い、来客時は応接間とする洋室だ。

　来客は二人。一人は来客用のソファーに、もう一人は座っている者の背後に控ひかえている。

「──其方そなたが噂うわさのモントラか」

　部屋に入ってきた宗一達に気付いて、ソファーに座っていた方の客が立ち上がる。

　美しい女性だった。柔やわらかそうな金きん髪ぱつに整った顔立ち。さらに人間のそれより長く尖った耳をしていた。

　服装は高貴さを漂ただよわせた見事なドレス。その煌きらびやかな格好の中で殊こと更さらに目を引くのは──彼女の頭にある絢けん爛らんたる装そう飾しよくを施ほどこされたクラウンだ。

「ッ!?」

　そんな彼女を見た瞬しゆん間かん、ビシッと宗そう一いちが石像のごとく固まった。

「む、どうかしたのか？」

　その女性は、沈ちん黙もくしたまま動かない宗一を案じてきた。

　それでも反応しない宗一に美女の背後に控ひかえていたもう一人の客──執しつ事じ服を着た初老の男が厳しい目付きになった。

「貴様、イデア様が尋たずねているというのに……」

「セブラ、よい」

「しかし」

「余は指導を仰あおぎに来た身。だというのに其方は彼に無礼を働き、余に恥はじをかかせるのか」

「はっ、申し訳ありません。出すぎた真ま似ねをいたしました」

　そんな初老の執事と金きん髪ぱつ美女のやり取りが目に入る。

「セブラの非礼、余から謝罪する。幼少期から余の世話役でな、父上以上に余の身を案ずるが故ゆえに過保護な奴やつなのだ。気を悪くしないでくれ」

「……いえ、滅めつ相そうもない」

　狼ろう狽ばいしながらも何とか返答する。美人と執事の上下関係を目まの当あたりにして、宗一の嫌いやな予感がどんどん真実味を帯びてきた。

　──この耳みみ長なが女おんな、どっかで見たことある。

　宗一の知識が正しければ彼女は……、

「あといきなりで失礼なのですが、お客様のお名前を拝はい聴ちようしても？」

　無む駄だに恭うやうやしい彼の問いに、金髪美女は「ああ」と頷うなずいた。




「申し遅おくれた。余はヴァンルーラ王国・第二王女、イデア・ロマンスゲートだ」




　その尊大な名乗りに、卒そつ倒とうするのを何とか堪こらえた。

　ヴァンルーラ王国。人が踏ふみ入ることができないエルフの領地。

　つまり宗一の前にいるのは──エルフの王女様だった。
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「かねてより我が王と元げん老ろう院いんの間には大きな軋あつ轢れきがありました」

　とりあえず事情説明ということで執事のセブラが語る。

　現在、宗一はイデアと向かい合って座っていた。彼の隣となりには遥はる奈なが腰こしを下ろし、モーラとセブラはそれぞれの主の背後に控ひかえている、という立ち位置だ。

「我が王は有能でした。民たみ草くさに慕したわれ、政まつりごとでは歴代の王の中でも最も才さい俊しゆんと名高い。しかしそれでは王の執しつ政せいをサポートする元げん老ろう院いんは形だけとなり、歯は痒がゆい思いをしていたでしょう」

「な、なるほど……」

　セブラの説明に、宗そう一いちが最小限の受け答えをする。

　失言が怖こわいのだ。相手は王族。ヘタな発言をすれば即そく打ち首だってありえる。

「そんな折に王が病に臥ふされました。宮きゆう廷ていの医師によると、もう長くないとのこと。この機を逃のがすまいと元老院が動き出すのも無理からぬことです」

「で、では王政を乗っ取ろうと？」

「はい。元老院は表では一時的に王の政を代行し、水面下では様々な策さく謀ぼうを巡めぐらせました。そしてついに彼らが勝負をかけて事を起こしたのは先日のことです。彼らは第一王女──イデア様の姉あね上うえに毒を盛り、暗殺を謀はかりました」

「い、いきなり物ぶつ騒そうな話になりましたね？」

「すでにご結婚なされ、新たな王の呼び声が高かった第一王女の婿むこ殿どのがいらしたからです。婿殿も同じく暗殺を謀られ、お二ふた方かたとも一命は取り留めましたが……とてもではありませんが王政を担になえるような状態ではあらせられません」

「……」

「時を同じくして、イデア様にご縁えん談だんが持ち込まれました。相手は元老院の息がかかった貴族でございます。彼らはその貴族をイデア様に婿として迎むかえさせ、ヴァンルーラ王国を傀かい儡らい政権として牛耳るつもりなのです。しかしイデア様は──」

「セブラ。そこからは余が話す。それが礼れい儀ぎというものだ」

　イデアが制すると、セブラは恭うやうやしく一礼した。

「余には心に決めた男がいる。それも人間だ」

「ほ、ほう？　つまり元老院がセッティングした縁談には乗らない、と？」

「そうだ。相手が種族の違ちがう人間ということで今まではこの想おもいを秘ひめていた。だが姉上が元老院の手にかかってしまった時、余は決心した」

　イデアが胸に手を当てて語る。その口調はまるで甘い恋心を打ち明けるようだった。

「その男を余の婿にしたいと。彼を我がヴァンルーラ王国の新たな王として迎えたいと」

「…………」

「だが余は満足に宮廷から出たこともなければ、当然恋の作法も知らない。そんな時、タツミの噂うわさを聞いた。何でも若いながら凄すご腕うでのモンスターインストラクターだそうだな」

「い、いえ、それは尾おひれがついているというか、何というか……」

「謙けん遜そんするな。『彼かの者ものに教えを請こえば、必ず今の自分を変えられる』──其方そなたについて余はそう聞いているが？」

　しどろもどろな宗そう一いちを見て、イデアは逆に機き嫌げんをよくしていた。

　おそらくこの王女はかなり気きっ風ぷがいい。宗一の噂うわさを聞いてその腕うでを疑っていない。むしろすでに信しん頼らいしきってさえいる。

「ヴァンルーラの第二王女としてお願いしたい。どうか余に人間の恋愛作法を指導していただけないか」

　するとイデアが居住まいを正し、深々と頭を下げてきた。

　エルフの王族が自ら赴おもむいての依い頼らい。その事実に宗一の顔面が蒼そう白はくになった。いやイデアの名を聞いてからずっと蒼白なのだが、今はもう死人のような土色である。

　……もうダメだ。このプレッシャーに耐たえきれない。

「……申し訳ありません、少し席を外してもよろしいでしょうか？」

「む、すまない。もしや体調を崩くずしているのか？　先ほどから顔色が優すぐれないが」

「いえ、そういうわけでは……すぐ戻もどって来ますので」

　宗一はソファーから立ち上がり、遥はる奈なに向けてチョイチョイと手招きする。

　付いてこいという意図が伝わったらしく、遥奈もイデア達に頭を下げてから立ち上がった。

　そのまま二人でエントランスホールに出て、ドアを閉める。

「……なぁぁにぃぃが恋愛相談だ!?　一国の政治や陰いん謀ぼうが関かかわってる、めちゃくちゃヘヴィな案件じゃないか!?」

　瞬しゆん間かん、宗一の不満が爆ばく発はつした。

　いきなりの大声に遥奈がビクゥッと怯おびえる。

「で、でも結婚とか言っていたから、恋愛の話なのかなって」

　何をどうすれば、あの内容が恋愛相談なんてお気楽なもんだと思えるのか。

「宗一さん、ずっと様子が変でしたけど、やっぱり偉えらい人なんですか？」

「聞いてなかったのか、エルフの王族だ」

　宗一が忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「人間が干かん渉しようできない領地を時代遅おくれの封建制度で統治してる。言ってしまえばよくある魔ま法ほうの国だ」

「ま、魔法の国？　そんなところがあるんですか？」

「現代の人間の文明は科学技術が恐おそろしく発達してるが、魔法技術はからっきし、むしろ退化しているからな。魔法で隠かくされた土地は発見できない。彼女の王国もその一つだ」

　そんなヴァンルーラ王国の王女の縁えん談だん。人間との恋愛を成じよう就じゆさせたいという頼たのみ。

　様々な陰謀が張り巡めぐらされているこの案件に、一いつ介かいのモントラが関わっていいのか？

　宗一は己おのれの頭をフル回転させて、起こりうる可能性をすべて考察する。

「この仕事、断るぞ」

　数秒間考えに考え抜ぬいて出た結論は、当然ノーだった。

「えっ、どうして？」

「お前はさっきの話を聞いてなかったのか!?　暗殺とか謀ぼう略りやくとか言ってただろ！　彼女達をよく思っていない元げん老ろう院いんが、今回の件を嗅かぎ付けたらどうなると思う？」

「えっと……わたし達の仕事を妨ぼう害がいしてくるとか？」

「それだけならまだいい。ヘタしたら暗殺者を差し向けられる」

「そ、そんな大げさな」

「いつの時代も王権にまつわることは単純ながら大げさなんだよ。一国を支配したいという権力者達の欲望が渦うず巻き、それに国全体が翻ほん弄ろうされる」

　そんな俗ぞく人じん共の思おも惑わくに巻き込まれてたまるか。

　そもそも宗そう一いちはモンスターインストラクターだ。エルフやドワーフなど亜あ人じん種しゆの依い頼らいは例外を除いて請うけ負う筋合いはない。

「とにかくこの仕事は断る、いいな？」

「……まあ宗一さんがそう言うなら」

「何でえらく不満そうなんだ」

　遥はる奈なが宗一から視線を逸そらして、決まりが悪そうに体を揺ゆらす。

「だって異界のお姫ひめ様が人間の男の人に恋してるなんて、ちょっとロマンチックだったから……何とか力になってあげたいなって思ってたんです」

「お前は夢を見すぎだ。現実にそんなロマンチックな恋愛はない」

　にべもなく言い捨てて、宗一は応接間に戻もどるためにドアを開ける。

「すいません、お待たせしました」

　つかつかと席に戻る宗一。その後に意気消しよう沈ちんしている遥奈が続く。

「構わない。其方そなたの体調が悪いのであれば手短にすまそう」

　席に座った宗一達に、イデアは柔やわらかい笑えみを浮かべた。

「それでは早さつ速そく、依頼を受けてもらった際の報ほう酬しゆうの話をしたいのだが……」

「いえ、報酬うんぬんの前に一つ大事なお話がありまして」

　宗一の発言にイデアが首を傾かしげ、遥奈がやや残念そうに表情を曇くもらせる。

　そんな二人の反応に構わず、宗一はもっともらしく話し出す。

「確かく認にんしてみたところスケジュールに空きがなくて。まことに遺い憾かんですが今回の依頼は──」

「辰たつ巳み殿どの」

　その時だ。今まで物言わずイデアの背後に控ひかえていたセブラが急に割り込んできた。

　彼はソファーをぐるりと迂う回かいして、テーブルの横に立つ。

「こちらが、私共が払はらえる報酬でございます」

　そして手にしていたケースを、ドンッとテーブルの上に置いた。

　こういう交こう渉しようの場でよく用いられるアタッシュケースだ。今までソファーの陰かげに隠かくれていたそれを見た瞬しゆん間かん、宗そう一いちの目がこれでもかと見開かれる。

「手付け金と成功報ほう酬しゆうの先さき払ばらい。合わせて日本円で五千万あります」

　ご、五千万……!?　と出かかった声を宗一達は何とか飲み込んだ。

　五千万ということはあれか。このケースいっぱいに諭ゆ吉きちが入っているのか。

「しかし辰たつ巳み殿どののお言葉から察するに、もしかしてお断りされてしまうのでしょうか？」

　やや不安そうにお伺うかがいを立てるセブラ。とても演技っぽい仕草だが、宗一の視線はケースに釘くぎ付づけだったので、そのわざとらしさにはこれっぽっちも気付かない。

「──いえ滅めつ相そうもない。もちろん快くお引き受けいたしましょう！」

「えぇっ!?」

　掌てのひらを返した宗一の快かい諾だくに、遥はる奈なが驚おどろきの声を上げた。

　そんな彼女を無視して、宗一は実に爽さわやかな営業スマイルを浮かべる。

「いやぁ、エルフのお姫ひめ様が人間の男に恋をするなんてロマンチックじゃありませんか」

「そ、それ、わたしが言ったのに……」

　遥奈の抗こう議ぎをまたもや無視して、宗一はうんうんと己おのれの感動を表すように頷うなずく。

「それで、さしあたって相手の男を知りたいのですが。あ、顔写真とかあります？」

「ある。セブラ」

「かしこまりました。こちらでございます」

　イデアにうながされたセブラが懐ふところから一枚の写真を取り出した。

　宗一は軽く礼を言って、その写真を受け取る。

「その……余にはもったいないほど素す晴ばらしい男で……そのような美しい男とお付き合いしたいというのは、身みの程ほどをわきまえていないかもしれないが……」

　さすがに自分が恋する相手を見られるのは恥はずかしいのか、イデアの尊大な態度がなりを潜ひそめて、長い耳の先まで真っ赤にしていた。

　どれどれと宗一は写真を見やる。王族すら謙けん遜そんさせる男とは果たしてどんな男か、と。

　とりあえず──顔の面積が広かった。

　生まれもっての骨格ではなく、頰ほおにふっくらと贅ぜい肉にくがついている。顔と首の境さかい目めもわからない。バストアップですらこの調子だ。たぶん体全体の体積も相当なものだろう。

　さらに、ふっくらとした肉面の中央にある顔パーツが実に厳いかめしい。

　鋭するどいクセに光を失った瞳ひとみに、不ふ機き嫌げんそうに引き結ばれた口元。それはまるで人生に希望を失ったような鬱うつ々うつとした表情だった。

「あの、宗一さん」

　と、隣となりから写真を覗のぞき込んでいた遥奈が小声で話しかけてきた。

「失礼かもしれませんが、この人……美しいですか？」

「いや、不ふ動どう明みよう王おうとおかめ納なつ豆とうのマークを足して二で割ったような顔にしか見えん」
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　一ひと目め惚ぼれだったらしい。

　王が病気で倒たおれた後、親の余命宣告などで心労を重ねていたイデアは、療りよう養よう目的で日本に旅行に来たそうだ。姉が暗殺を謀はかられる前のことだという。

　当然お供を数人連れてきたそうだが、ちょっとした手て違ちがいではぐれてしまった。

　これにはイデアも困り果てた。何せ滅めつ多たに城から出ない箱入り王女だ。出先で王政に悩なやまされないようにと、エルフ領以外を旅行先に選んだのが裏目に出た。

　護衛もいない。土地勘かんもない。電車の乗り方すらわからない。

　そうして迷子特有の不安と孤こ独どくを抱いだいていたイデアに声をかけたのが、例の青年だった。

　一目見た瞬しゆん間かん、恋をしたという。

　男と少し話しているうちに、イデアの護衛が彼女を見つけて合流した。イデアからすれば外見がタイプの男だったこともあり、それはもう我が身を救った王子様に思えたらしい。

　……しかし実をいうとその男、別に迷子のイデアを助けようとしたわけではない。

　何な故ぜなら男がイデアに声をかけた時の第一声は、

『うおっ！　い、イベントもない平日の昼間なのに、く、く、クオリティ高いコスプレですね。そのドレス本物っぽいし……い、一枚、撮とらせてもらっても？』

　もちろんイデアが迷子になっていたのはお察しの通り秋あき葉は原ばらである。




「つまりあのエルフの王女はブサイク好き、いわゆる『Ｂ専』だ」

「そんな身みも蓋ふたもない言い方をしなくても……」

　翌日の日曜日。宗そう一いちは遥はる奈なと二人で外出していた。エルフの王女、イデアが恋しているという男を調べるためだ。

　といっても、宗一が自ら調べることはあまりなかった。

　何せあの執しつ事じがほとんどの情報を集めていたからである。

　名前は太おお田た部べ健けん吾ご、二十三歳。

　高校を出て大学に進学するも、ほどなくして中退。その後は就職活動もせずに引きこもりニートまっしぐら。現在は上京した時に借りた高級マンションの一室で一人暮らし中。

　何でも太田部の父親はとある大手自動車メーカーの重役らしく、引きこもりニートになっている息子むすこに何不自由なく暮らせる金を、毎月仕送りしているのだとか。

「それにしてもエルフの王女にあんな趣しゆ味みがあったとはなぁ。これはあれだな、別に失敗してもいい気がしてきたな」

　太田部が住んでいるというマンションへ向かいながら宗一が呟つぶやく。

　彼が歩いているのは都心から少し離はなれた、再開発目覚ましい地区だ。

　駅から近いし、なるほどいい立地条件だ。街全体が活気に満ちている。今回の報ほう酬しゆうでここらのマンションの一室を、別事務所として買ってもいいかもしれない。

「ダメですよ。宗そう一いちさんが引き受けたんですから、最後まで真ま面じ目めにやらないと」

　宗一の呟つぶやきに、隣となりを歩く遥はる奈ながめっと叱しかってくる。

「でもさ、Ｂ専の王女だぜ？　太おお田た部べとうまくいかなかったとしても、どうせその辺のオークと結婚するだろ、あのエルフ」

「そ、そんな陵りよう辱じよく系の薄うすい本みたいな結末、わたしは嫌いやですよっ！」

「陵辱って決めつけんな。Ｂ専なんだから純愛するかもしれないだろ」

「オークを心から好きになるって……か、完かん堕おちしちゃうってことですか!?」

「お前はあれなの？　俺の発言をエロい方面に解かい釈しやくしないと死んじゃう病気なの？」

　というか、と宗一は遥奈を指差した。

「遥奈。何でお前はそんなにファッショナブルな格好なんだ」

　今日の遥奈は薄うす手でのキャミソールにカーディガン。下はフレアミニのスカートに、やや厚底のロングブーツだ。普ふ段だんの私服より、少しだけコーディネートに凝こっている。

　それを指し摘てきされた遥奈が焦あせったように頰ほおを赤らめた。

「だって宗一さんと二人で外出するからオシャレしとこうかなって……」

「どうして休日のお出かけ気分なんだ。仕事で来てるんだぞ」

「わ、わかってますよ」

「わかってない！　一番重要なことをまるでわかっていない！」

　宗一は指差す先を彼女の足あし下もとへと移す。

「俺と外出する時は靴くつ底ぞこ三センチ以上のブーツは履はくなって言ってるだろ！　身長が並んじゃうでしょーが！」

「……一番重要なのがそこなんですね」

　そんな下らない言い合いをしているうちに目的地へと到とう着ちやくした。

　ゆうに五十階はありそうな高層マンションだ。正面出入口は当然オートロック。ニートのくせにえらく立派なとこに住んでるな、と宗一が顔を顰しかめる。

「さ、敵てき陣じんに突とつ入にゆうするぞ。お得意の魔ま法ほうを準備しとけ」

「敵陣って、そんな物ぶつ騒そうな」

「恋愛はいつだって戦争だ。討うち取るのが相手の首からハートに変わっただけにすぎん」

「そんな恋愛は嫌いやです……それに魔法の準備ってどうしてですか？」

「もう目的を忘れたのか。太田部の性格をリサーチするためだ」

　宗一がにやりと口元を歪ゆがめる。

「相手の好みを把は握あくしなきゃ、王女様にどんな恋愛指導をすればいいかわからないからな」
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　とりあえず宗そう一いち達はマンションの住人が出てくるのを待った。運がいいことに五分ほどで一人の若奥様が内側がわからオートロックの自動ドアを開けて外出していった。

　その隙すきを見計らって、ドアが閉まる前にさも住人のフリをしてマンションに入る。

　玄げん関かん脇わきに警備員室があって、常じよう駐ちゆうしている警備員が人の出入りを監かん視ししていたが、特に宗一達を引き留めなかった。明らかな職務怠たい慢まんだが、今回はそれに救われた形になる。

　まあたとえ引き留められたとしても、こちらには秘策があるのだが。

「いやぁ久しぶりだね、太おお田た部べ君！」

　そうしてやってきた高層マンションの十二階、一二〇五号室。

　呼よび鈴りんを鳴らし、出てきた太田部健けん吾ごに宗一は超ちよう親しげに挨あい拶さつした。

　太田部は一いつ瞬しゆん不ふ審しんそうな顔をしたが、すぐに爽さわやかな笑え顔がおを浮かべ返してくる──その際に彼の目が虚うつろになり、正気を失っていたが。

「やあ久しぶり！　えっと……誰だれだっけ？」

「立たち木きだよ。こっちは新しん城じよう」

「し、新城です。お、お久しぶりです」

　当たり前のように偽ぎ名めいを使う宗一に、遥はる奈なはやや戸と惑まどいながらも話を合わせる。

　というか彼女は人見知りする子供みたいに宗一の陰かげに隠かくれている。四分の一がサキュバスのくせに男への免めん疫えきがないのだ。

　そんな矛む盾じゆんを露あらわにしている彼女をスルーして、宗一は実に爽やかな笑みを作った。

「それでね、太田部君。俺達はこの近くに来る用事があったから、顔を見せようと思って寄ってみたんだ。上がってもいい？」

「もちろんさ。友達だもんね」

　どうぞ、と太田部に促うながされ、宗一達はお邪じや魔まする運びとなった。

　もちろん宗一達と太田部は初対面だ。友達でもなければ久しぶりでも何でもない。それがこうしてフレンドリーになっているのには、ちゃんとした理由がある。

「しっかし、いつ見ても魅了チヤームは便利だなぁ。楽ちん楽ちん」

　太田部の横幅はばが広い背中を眺ながめながら宗一が上じよう機き嫌げんに呟つぶやいた。

　これは遥奈のサキュバスとしての力、《魅了チヤーム》のおかげだ。

　彼女を雇やとって一ヶ月あまり。遥奈は宗一の指導でこの魔法を真っ先に覚えた……といっても未み熟じゆくなので、効果時間は三十分ほどと短いが。

　だが効果そのものは絶大の一ひと言ことだ。

　現に太田部はこうして赤の他人である宗一達を長年の友人と思い込んでいる。

「俺も何とか使えるようになりたいな。仕事がはかどりそうだ」

「え？　宗そう一いちさん、できないんですか？」

「……できるのを当然みたいに言われると腹立つな」

「い、いえ！　そういう意味じゃなくて！　魅了チヤームの使い方は宗一さんに教えてもらったのでてっきり……それに宗一さんって何でもできそうな人に見えるから」

「その評価は満まん更ざらでもないが、お前は俺のことをよくわかってないようだな」

　いいか、と宗一が前置きをする。

「若いながら凄すご腕うでと称しようされ、大手企業の顧こ問もん契けい約やくも数多く、モントラとしては天才の一言に尽つきる俺だが、残念ながら唯ゆい一いつの欠点として魔法の素質がまったくない！」

「……欠点を説明しているのに、そこまで自信満々なのはある意味凄いですね」

「どうしても必要に迫せまられる時は錬れん金きん術じゆつで作った魔法薬で補うのが大半だな。ドーピングなしで使える魔法は一つしかない」

「それってどんなのですか？」

「遠くの物を摑つかんで引き寄せる魔法」

「……すっごく地味ですね」

「地味言うな。これはこれで便利なんだぞ、テレビのリモコンを取る時とか」

　言いつつ、宗一は太おお田た部べの自宅を観察する。

　３ＬＤＫと一人暮らしには広い間取りだった。親が金持ちというのは本当らしい。

　意外なことに掃そう除じは行き届いており、汚よごれている感じはしない。

　太田部の自室兼けん寝しん室しつはリビングを通って一番奥の部屋だった。

　ここもまた意外とこざっぱりしている。八畳じようくらいの広さにベッドが一つ。自作らしいデスクトップパソコンを置いた勉強机があり、壁かべの一面が本ほん棚だなになっていた。

「さ、何しようか。ゲームでもする？」

　にこにこした太田部が振ふり返ってくる。友達（？）と遊ぶのが楽しみで仕方ないらしい。

「あー、それよりも俺達、喉のどが渇かわいちゃってさ」

　宗一が再び爽さわやかな笑え顔がおを浮かべる。

「冷たい飲み物が欲しいな。具体的には駅前のコンビニのコーラが飲みたい」

「駅前の……コンビニ……コーラ……」

「ああ、あそこのコンビニのコーラじゃなきゃダメだ。買ってきてくれるよな？」

「もちろんさ。友達だもんね」

　待っててね、と太田部は机上にあった財さい布ふを握にぎり、ダッシュで退室していった。

「……本当に魅了チヤームは凄すさまじいな。パシリまで自由自在とは」

「……宗一さん、ナチュラルに酷ひどいことしますね」

「これで時間を稼かせげるだろ。さ、それじゃ探すぞ」

　言うなり、宗そう一いちは床ゆかに這はい蹲つくばった。その体勢でベッドの下を覗のぞく。

　お目当ての物は……あった。段ボールが一つ。たぶんあの中に入っている。

　その段ボールを引っ張り出している宗一に、遥はる奈なが首を傾かしげる。

「探すって何を？」

「エロ本を」

「え、エロ……!?」

　遥奈が言葉を詰つまらせ、顔を真っ赤にする。

「女性の好みを分ぶん析せきする。イデアへの指導をスムーズにするためだ」

「ま、まあ宗一さんの指示ならやりますけど」

「ちゃんと探せよ。狙ねらい目めの隠かくし場所は──」

「ベッドの下と、机の一番下の引き出し奥。辞書カバーに入れてカムフラージュしてるかも。あと一人暮らしなら本ほん棚だなに直接並べていることもありますね」

「……何で委い細さい承知してんだ、お前」

「わ、わかりません。何かそんな気がしただけで……たぶん乙女おとめの勘かん？」

「そんな乙女の勘はない。強しいて言うならサキュバスの勘だろ」

　そう答えながら宗一は段ボールを開ける。

　その中にあった本を一つ一つ見ていく。載のっている女性のタイプや内容、どんなシチュエーションなのかを頭に叩たたき入れ、太おお田た部べの好みの女を予測する。

　……しかし、これはなかなかいい代しろ物ものだ。掘ほり出だし物ものといっても過か言ごんではない。

　いやいや仕事だから食い入るように見ているだけで決してやましいことはない。

　だがあれだ。何というか……お宝を見つけた時、冒険者は一体どうするだろうか？

　もちろん頂ちよう戴だいするはずだ。どう見ても犯罪だが、これは冒険者の性さがに従っているだけで責められる行動ではな──

「何だか、車の本が多いです」

「ふぇあぅ!?　く、車の本!?」

「ど、どうしたんですか、いきなり変な声出して」

　バッ！　と懐ふところにしまいかけた宝物を段ボールに戻もどす。

　遥奈の声に救われた。危なかった、と宗一が胸を撫なで下ろす。冒険者を自然に犯罪へと導くとは……この宝物、呪のろわれてやがる。

「どうもしない。車の本が何だって？」

「あのですね、え、えっちな本……を探していたら本棚に車の本が多いことに気付いて」

「親が車関連の会社で働いてるんだ。その息子むすこが車を趣しゆ味みにしてても不思議じゃないだろ」

「でも趣味とはちょっと違ちがう気がするんです。専門書みたいなのもいっぱいあるので。だから車の勉強でもしているのかな、と」

　遥はる奈なの着眼点に、ふむと頷うなずく。

　その時だ。バターンッと騒そう音おんを立てて部屋のドアが開いた。

「買ってきたよ！」

「デブのくせに足速いな!?」

　戻もどってきた太おお田た部べに、宗そう一いちが思わず突つっ込んだ。

　ここから駅前まで歩いて往復二十分。走っても五分はかかるだろう。

　それなのにコンビニで買い物をする時間を合わせても五分弱しか経たっていない。

「も、もしかして俺達のために急いでくれたのか？」

「もちろん、さ。友達だもん……ね」

　こひゅーこひゅーと荒あらい呼吸で太田部が答える。全身は汗あせだく。たぶんレジ袋ぶくろ内のコーラも走った衝しよう撃げきでシェイクされまくってパンパンになっているだろう。

　ああ、こいつ友達のために頑がん張ばって空回りしちゃうタイプだ。

　さすがの宗一も良心の呵か責しやくに苛さいなまれ、内心で太田部に謝罪した。

「太田部さんは車の勉強をしてるんですか？」

　遥奈が尋たずねると、太田部はコーラを出しながら「あぁ、うん」とバツが悪そうに答える。

「来年から父さんの会社の下した請うけ業者のところで働くことになったんだ」

「ほう？」

　そう返答する太田部の目を見て、宗一が意外そうに返した。

「僕みたいな何の取とり柄えもない奴やつをコネで入社させてくれるって言うんだ。そこまでしてくれたのを知って、散々迷めい惑わくかけたのが急に申し訳なく思ってさ」

「だから、働き始めたら迷惑をかけたくないと？」

「うん。親のすねをかじって生きてきたんだから虫のいい話だってわかってるけど……人生をやり直して、親孝行がしたい」

　そう語る太田部の顔には罪悪感が表れていた。

「だから勉強だけはしとこうと思って」

　だがそれと同時に、笑え顔がおもあった。今の彼の目には前向きな意志が宿っている。とてもではないがあの写真の引きこもりニートと同一人物には思えないほどに。

　それから宗一達は他愛たわいのない世間話をし、魅了チヤームが切れそうな頃ころを見計らって太田部の部屋を辞した。

　エレベーターで一階まで下りて、エントランスホールまで来たところで宗一が呟つぶやく。

「どうせ根性がねじ曲がった奴やつかと思ってたが、なかなかいい奴だったな」

「前半のあんまりな評価は頷うなずきづらいのですが……はい、親おや御ごさんのために頑張ろうとしてますから。いい人だと思います」

「それもあるが……何よりエロの趣しゆ味みが二次元、しかも人外ものを好んでいた。まったくもって俺に都合のいい奴やつだ！」

「宗そう一いちさんが言ういい人って、そういう意味だったんですか!?」

　宗一の言い分に、さすがの遥はる奈なも声を荒あららげた。

「太おお田た部べの部屋にあった本は大体チェックしたからな。俺の分ぶん析せきに狂くるいはない」

「い、いつの間に」

「特に『ある日突とつ然ぜん、女が自宅にやってくる』というシチュエーションを好んでた。相手の女は悪あく魔まや獣じゆう人じんなど多種多様、当然エルフものもあった。というかそれが一番多かった」

　宗一は己おのれの強運にほくそ笑えむ。

　何せイデアはエルフの王女様。こんなに都合のいい展開があっていいのだろうか。

「イデアはすでに太田部の好みのドストライク。まあ最終手段として洗脳レベルの指導調教で太田部好みの女に変えてやるつもりだったが、その必要もなくなったようだな」

「必要なくなってよかった……本当に、本当によかった」

　最悪な未来を回かい避ひできたことに、遥奈が心の底から安あん堵どしていた。

　そんな彼女を程ほどよくスルーして、宗一は上じよう機き嫌げんに歩き出す。

「あとはあの王女に恋愛の仕方を教えるだけ！　こりゃあ今回の仕事は楽勝ですなぁ！」

　言いつつ、チラリと横目で警備員室を確かく認にんする。どうやら外出中のようで警備員の姿はない。ならば人目をはばかる必要もないだろうと、軽かろやかなスキップまでしだした。

　そのまま宗一は「ごっせんっまん！　ごっせんっまん！」と口ずさみながら、遥奈よりも先に自動ドアから外に出る。

　直後。宗一の横合いから白しら刃はが襲おそいかかってきた。
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　左右の死角からの鋭するどい同時攻こう撃げき。

　その二に閃せんは、宗一の首を刎はねようと狙ねらい違たがわぬ軌き跡せきを描えがく。

「────」

　が、宗一はそれを予期していたかのように身を屈かがめて回かい避ひした。

「ッ!?」

　完かん璧ぺきなタイミングの奇き襲しゆうが空から振ぶり、襲しゆう撃げき者達の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　数は左右に一人ずつ計二人。得え物ものは短たん剣けん。

　瞬時に状じよう況きようを確かく認にんし、まず右側がわの奴へ鋭するどい足あし払ばらいを放つ。

　隙すきを突つかれた襲撃者は簡単にバランスを崩くずした。さらにこちらの蹴けり足あしを相手の首筋へ軽く添そえる。足首を直角に曲げたまま固定し、フックのように引っかけた。

「せいッ」

　そのまま勢いよく体を捻ひねり、襲しゆう撃げき者の頭を巻き込むように地面へ叩たたき落とす。

「がっ……!?」

　襲撃者が苦く悶もんの声を上げて沈ちん黙もくした。

　さらに宗そう一いちは残りの一人へ振ふり向き様に蹴けりを突つき出した。だが手て応ごたえはない。渾こん身しんの一撃は、相手が頭上へ大きく飛び上がったことで空振りに終わった。

　跳ちよう躍やく高十メートルにも及およぶ人間離ばなれした脚きやく力りよく。

　と、襲撃者は宗一の斜ななめ頭上の空中で静止した。

　飛行の魔ま法ほう。それを宗一が悟さとるのと同時に、襲撃者はその手をこちらへ向けてかざす。

　瞬しゆん間かん、襲撃者の周囲に幾いく重えもの魔法陣じんが展開した。どうやら近接戦を諦あきらめて、こちらの手の届かない上空から攻撃魔法で仕留める算段らしい。

　一つ敵に誤算があったとするなら──宗一の手はその高さまで届くということだ。

「俺を見下ろすとはいい度胸だな」

　忌いま々いましげに吐はき捨てた瞬間、宗一の左手が赤黒い光を纏まとった。

　毒々しい光を放つその手を、上空の襲撃者に向けて突き出すと──同色の光で形成された怪物の手が噴ふん出しゆつした。

　人の胴どう体たいを丸ごと摑つかめるほど大きな掌てのひら。

　その魔手は光の帯で宗一の手と繫つながっており、上空の標的へ襲おそいかかる。
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「ッ!?」

　さすがに予想外だったのだろう。襲しゆう撃げき者は為なす術すべもなく魔ま手しゆに上半身を鷲わし摑づかみにされた。

「ッラァ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に腕うでを引き寄せる。

　魔手に摑まれた襲撃者はその動きに引かれて落下し、激しく地に叩たたき付けられた。

　襲撃者はピクリとも動かない。それを確かく認にんして、宗そう一いちは魔法を解く。

　すると襲撃者の体を摑んでいた魔手が、淡あわい光の粒つぶとなって空気中に霧む散さんした。

「ふむ」

　宗一が軽く頷うなずいて、カチューシャ代わりの眼鏡の位置を確かめる。あれだけ激しく動いたというのに頭から落ちるどころかまったくズレていない。最も早はや謎なぞの吸着力を発揮しているが、念のため断っておこう。これはただの眼鏡であってタネも仕し掛かけもない。

「そ、宗一さん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　その時、遥はる奈なが背後から駆かけ寄ってきた。

　どうやら突とつ然ぜんの襲撃に驚おどろいて固まっていたらしい。

「……お前ね。たとえ不測の事態だったとしても、もうちょっと柔じゆう軟なんに対処できないの？」

「そ、それよりさっき宗一さんの手がバアァッって光って、ビカビカァバシュンッてでっかい手が出ていましたけど、あれは何でしょうか!?」

「むしろその前衛的な表現こそ何なんだ」

　まあその口くち振ぶりから察するに、宗一が使った魔法のことを言っているのだろう。そういえば遥奈の前で使うのは初めてだった。

「さっき説明しただろ。遠くの物を摑んで引き寄せる魔法だよ」

「あんなおどろおどろしい魔法だったんですか!?　も、もっと穏おだやかものだとばかり……」

「だから言ったじゃん、便利だって」

　言いつつ、宗一が気絶している襲撃者の一人に歩み寄り、その傍かたわらにしゃがみ込む。

　ターバンを巻き、口元を布で覆おおって素す顔がおがわからないようにしている。その布を外してみると襲撃者の耳は長く伸のびたエルフのものだった。

　さらに胸むな元もとを探さぐるとネックレスを発見した。首から下げられたその宝石には、かなり純度の高い魔力が込められている。

「白昼堂々しかけてくると思ったら、人ひと払ばらいの護ご石せきか。随ずい分ぶんといい物を持ってる」

　どうりで警備員室に警備員がいないわけだ。こういうマンションの警備は、常時一人は持ち場にいるはず。だがさっき確認した時、誰だれもいなかったのに違い和わ感を覚えたのだ。

　と、隣となりで宗一の作業を見ていた遥奈が首を傾かしげる。

「高価な物なんですか」

「日本円に換かん金きんすれば、これ一つでクルーザーが買えるな」

「そ、そんなに？」

「そんなに。少なくともただの一いつ般ぱん人が持てる代しろ物ものじゃない。装備もいいし種族もエルフ。おそらく元げん老ろう院いんの差し金だろ」

　ヴァンルーラ王国の政権を握にぎるために暗あん躍やくする元老院。その刺し客かくだというのなら高価な魔ま法ほう具ぐを持っているのも、宗そう一いち達を襲おそってきたのも合が点てんがいく。

　だがそれにしても……と彼は胸中に生まれた引っかかりについて静かに思考する。

「どうしますか、やはりイデアさん達に知らせますか」

　遥はる奈なが落ち着いた声こわ音ねで、今後の方針について尋たずねてくる。

　さすが曲がりなりにも一ヶ月の間、宗一の助手をしていただけある。この状じよう況きようにおいて即そく座ざに冷静さを取り戻もどせるのは褒ほめられるべきことだ。

「……いや報告はしない」

　考察を終えた宗一が立ち上がりながら言うと、遥奈がわずかに目を丸くした。

「少し気になることがある。それをこいつらから聞き出すのが先だ」

　宗一が説明すると、遥奈はそれ以上疑問を差し挟はさまなかった。むしろ自分の出番を悟さとったのか、やけに乗り気な様子である。

「じゃあ、わたしはこの人達に魅了チヤームをかければいいんですね」

「ああ。かけたら帰っていいぞ」

「えっ、どうして!?」

　出で鼻ばなを挫くじく宗一の発言に、遥奈が愕がく然ぜんとしていた。

「今日の仕事は太おお田た部べの性せい癖へきを調べること。これ以上働かせたら残業代を出さなきゃならん」

「そ、そんなのわたしは気にしませんよ？　サビ残大好きです」

「高二からその調子だと将来が大変だぞ」

　そう告げても、遥奈はチラチラと上うわ目め遣づかいを送ってきて魅了チヤームをかけようともしない。

　その兄に甘えるような仕草に、ため息混じりで肩かたを落とす。

「何でそんなに帰りたくないんだ」

「だって宗一さんが何を聞き出すのか、ちょっと気になるから」

「お前が気にすることじゃない。さ、ちゃっちゃとかけて先に帰りなさい」

　あまりにドライな返答に遥奈が一いつ瞬しゆん固まってから、これ見よがしにむくれる。

「……むぅ、わかりました」

　遥奈が襲しゆう撃げき者達の傍かたわらに屈かがみ込む。

　すると彼女の手から桃もも色の光を放つ魔法陣じんが現れ、襲撃者達にかざした。

　そうやって魅了チヤームをかけている間、遥奈はずっと頰ほおを膨ふくらませていた。

　魔法をかけ終わった遥奈がすっくと立ち上がり、すたすたと歩き出す……と、彼女は一度だけ振ふり返ると「宗一さんのけち」と捨すて台詞ぜりふを残し、早足で去っていった。

　彼女の背中が見えなくなるまで待って、宗そう一いちがため息をつく。

「……あれはお土産みやげを買ってかないと、しばらくむくれるな」

　さて、と未いまだ意識を失っている襲しゆう撃げき者のエルフ二人を見下ろす。

　制限時間は三十分。さくっと尋じん問もんを終わらせるため、まず顔を引っぱたいて起こすところから始めなければならない。
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　真しん成じよう寺じ遥はる奈なは事務所から徒歩十分圏けん内の女子校に通っている。

　その日の放課後、彼女は事前に宗一から告げられていた集合場所へと赴おもむいた。

　そこは事務所から数駅ほど離はなれた駅前のオープンカフェだ。

　どこか高級そうで落ち着いた雰ふん囲い気きが漂ただよっており、客はオシャレな私服の大学生やスーツ姿のビジネスマンばかりだ。学校帰りに直接来たため制服姿の遥奈は「自分は場ば違ちがいなんじゃないか」とやや恥はずかしくなる。

　そんな中で遥奈は宗一を探さがす。彼はテラス席の端はしにいた。観葉植物の陰かげになっていて、あまり目立たないテーブルだ。

「すみません宗一さん、待ちましたか？」

　笑え顔がおを浮かべながら歩み寄り、その正面に座る。

　と、宗一はやや苛いら立だたしげに腕うで時計を見やった。

「ああ、待った。予定より五分遅おそい」

「……こういう時って普ふ通つうは『今来たところ』とか返しませんか？」

「何でお前がデート気分だ。今日、初デートするのは王女と太おお田た部べだろ」

　宗一がとあるテーブルを指差す。

　遥奈が見やると、そこに洋服に身を包んだイデアがいた。

　クリーム色のブラウスに青いロングスカート。長かったはずの耳は何な故ぜか人間のそれと変わらないものになっており、片耳に小さなイヤリングをつけている。パッと見、金きん髪ぱつの綺き麗れいなお姉さんといった身なりだ。誰だれも彼女をエルフの王女だと思わないだろう。

「わぁ……イデアさん、綺麗ですね」

「彼女はエルフの例に漏もれず美人だからな。普通の格好をすれば逆に元々の資質が際きわ立だつ」

「あの服は宗一さんが選んだんですか？」

「そうだ」

　色々と性格に問題がある宗一だが、やはりモントラとしての腕は抜ばつ群ぐんだ。

　まず太田部とイデアを不自然でない形で再会させ、まるで運命の出会いかのように演出。

　それからあっという間にお互たがいを恋愛相手と意識させるように手を打ち……そしてデートにすら行く恋仲まで発展させた。

　その状じよう況きようを作り上げるまで、わずか数日。男性と付き合った経験がない純じゆん朴ぼく乙女おとめ真しん成じよう寺じ遥はる奈なは、恋愛とはここまで早足に進むのかと驚おどろいたくらいだ。

『肝かん心じんなのはスタートダッシュだ。相手に冷静さを取り戻もどさせてはならない。恋のことで頭をいっぱいにさせるんだ』

　身も蓋ふたもない言い方だったが、現状を鑑かんがみれば彼の指導は正しかったのだろう。

　──彼に教えを請こえば、必ず今の自分を変えられる。

　その噂うわさに違たがわぬ実力を見せたということなのか。

「これをつけろ」

　と、宗そう一いちがスーツの内ポケットから小型の機械を取り出した。

　渡わたされたのは耳にかけるタイプの小さなインカムだった。遥奈が言われたとおりにそれを耳につけると、宗一はもう一つ同じ物を取り出して自分もつけていた。

「何ですか、これ」

「テレパシーに使う機器だ」

「て、テレパシー？」

「イデアがつけているイヤリングと通信ができる。イデアは伝えたいことを考えれば声となってこのインカムに届き、俺達の声は思念波となってイデアの頭に直接聞こえる」

「……さらっと言ってますけど、これノーベル賞ものじゃないですか？」

「魔ま法ほう技術を使ってるからノーベル賞には選ばれん。それにまだ試作品だ。お互たがいの送受信範はん囲いが十数メートルしかない」

　ほわーと感心している遥奈を尻しり目めに、宗一がインカムのスイッチを入れる。

「イデア様、聞こえますか。聞こえていたら頭の中で返事をしてみてください」

　宗一が小声で話しかけると、遠くの席にいるイデアがわずかに身じろぐ。それを見て、遥奈も慌あわててスイッチを入れた。

『よく聞こえる。素す晴ばらしいな、タツミはこのような魔法具も作れるのか』

「ありがとうございます。これで我々がデートでの振ふる舞まいをリアルタイムで指導します。何かありましたら頭の中で我々に聞いてください。声に出すと太おお田た部べにバレてしまうので」

『承知した』

　説明はされていたものの、二人のやり取りに遥奈は驚いていた。

　確かにインカムからはイデアの声が聞こえる。しかし彼女の様子を見ていても、その口が動いていない。テレパシーというのは本当だったようだ。

「遥奈。俺は途と中ちゆうで何回か席を外すかもしれない。その時はお前が王女に指示を出せ」

　イデアとの交信を終えた宗一が言う。

「え？　どこに行くんですか」

「お前は気にしなくていい」

　ぶっきらぼうに言う宗そう一いちに、遥はる奈なは焦あせりを覚える。

「で、でもわたし、デートの作法なんて知りません」

「何とかしろ。初デートの印象で今後のすべてが決まるといっても過か言ごんではない」

「なら宗一さんが付きっきりでやれば……」

「しっ。来たぞ」

　遥奈の反論を宗一が制した。太おお田た部べがやってきたのだ。彼はテラス席をきょろきょろと見回すと、イデアを発見してそのテーブルに向かった。

「ご、ごめん、ちょっと遅おくれちゃって。ま、待ったかな？」

　太田部の申し訳なさそうな謝罪が聞こえてきた。そんな彼にイデアがぎくしゃくと口を開けるが、彼女もまた緊きん張ちようしているのか言葉が浮かばないようだ。

『た、タツミ、何と返せばいいのだ』

「ふむ。確かに約束より二分遅おそい……イデア様。『ああ、待った』と答えてください」

　イデアの問いに、宗一が腕うで時計を見やってから即そく座ざに指示を出した。

「あ、ああ。待ったぞ」

「そ、そっか……ごめんね」

　太田部がやや落ち込んだのを見て、遥奈が焦あせる。これで本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、と。

「続けて『待たせた分、今日はいっぱい付き合ってもらう』と笑え顔がおを浮かべてください」

　すると宗一が即座に次の指示を出した。

　イデアはややぎこちないが、彼女らしい屈くつ託たくのない笑みを浮かべる。

「余を待たせたのだ。今日はいっぱい付き合ってもらうからな」

「あ……う、うんっ。じゃあ早さつ速そく行こうか？」

　イデアの笑みにつられて、しょぼくれていた太田部も笑顔になった。そうして彼女らはいい雰ふん囲い気きのまま店を出てデートへと向かった。

『タツミ、感謝する。助かった』

　イデアから通信が入る。その声こわ音ねは心の底から安あん堵どしている。

「こういう時は落としてから上げるのが常じよう套とう手段です。相手の遅ち刻こくをただ許すよりもギャップを作った方が印象はよくなりますから。覚えておいてください」

『承知した』

　短いやり取りを終えて宗一も席を立ち、レシートを手に取る。

　その鮮あざやかな手しゆ腕わんに遥奈は呆ぼう然ぜんとしてしまった。それから慌あわてて宗一の後についていく。彼はイデア達が退店していったのを見計らって、レジで自分のコーヒー代の会計をしていた。

「そ、宗一さん」

「何だ」

　振ふり向いてきた宗そう一いちに、遥はる奈ながぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「──五分も待たせちゃった分、今日はいっぱい宗一さんにお付き合いしますっ」

「何言ってんだ。仕事だから当然だろ」

　会計を終えた宗一がすたすたと早足でイデア達を追う。

　そんな彼の後をとぼとぼとした足取りでついていく。彼の言葉通りにやったのに何な故ぜかうまくいかなくて、しょぼくれる遥奈だった。
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　イデアと太おお田た部べは駅周辺にあるショッピングセンターへと赴おもむいた。

　目的はイデアの服を買うことだったが、二人は目を惹ひかれた店に寄ってはお互たがいに好きなものを見て回っていた。当初あったぎこちなさは幾いく分ぶんか取れ、自然な笑え顔がおになっている。

「ちょっと用がある。イデア達を見張ってろ」

　そんな彼女らを陰かげから見守る中で、宗一は当初の言葉通り度たび々たびその場から立ち去った。

　だが幸いなことに、遥奈の指示が必要な場面はなかった。

　何故ならイデアが純じゆん粋すいにデートを楽しんでいたからだ。

　恋愛の作法などまるで知らない遥奈にとって、指示がいらないのは助かるのだが……完かん璧ぺきに二人の世界に入ってしまっているイデア達を見ていると、何かこう、妬やけてしまう。

「初デートなのに買い物だけでいいんですか？　普ふ通つうなら映画とか遊園地とかでは？」

　何度目かの離り脱だつから戻もどってきた宗一に、遥奈がそう尋たずねる。

　イデア達にとっては初めてのデート。だというのに平日の夕方から、しかも買い物をするだけというのに遥奈が違い和わ感を覚える。

「これだから恋愛経験のない奴やつは。あまりにありがちな思い違ちがいをしてて頭が痛いな」

「うっ……べ、別に経験がなくたっていいって思ってますもん！」

　うーっと顔を真っ赤にしながら遥奈がむくれる。

「だ、だってわたしの初めてを上げる人はもう決めてるんです！　初デートもファーストキスも、ファーストオープンも！」

「待て。純情なのはいいが、最後に加えたその新春初売りセールみたいな単語は何だ」

「そ、それはっ！　その──股またを」

「あーもう説明しなくていい。そして黙だまって俺の指導を聞け」

　いいか、と宗一が前置きする。

「初デートで長時間相手を拘こう束そくするのは愚ぐ策さくだ。長く一いつ緒しよにいる間に必ず退たい屈くつな時間が生まれるからな。例えば遊園地ならアトラクションの待ち時間、映画館なら観みに行った映画がもしつまらなかったら二時間も退屈が続く」

　そこまで一気に説明して、宗そう一いちが一息つく。

「デートとは楽しい時間の共有だ。だから最初のうちは『つまらない時間』ができないように軽く食事をしたり、ショッピングをしたりと短く楽しい時間を積み重ねていくんだよ」

　だからこそ平日の夕方からデートなんだ、と宗一が言う。

　そのどこか場慣れしていそうな発言に、遥はる奈ながそわそわしだす。

「……宗一さんって、もしかして恋愛経験が豊富なんですか？」

「いや、残念ながら俺の周りには女っ気がない」

「あ、あると思いますよ！　結構身近に！　それこそ今すぐ隣となりにも──」

「む？　……ちょっと行ってくる。引き続き二人を監かん視ししててくれ」

　自分を指差している遥奈に目もくれず、宗一がそそくさとその場を離はなれた。

　アピールをあっさりとスルーされて取り残された彼女はしばらく呆ぼう然ぜんとする。

「……はぁ」

　ため息と共にがっくりと肩かたを落とす。彼が話を聞いてくれないのはいつものことだが……それ以上に遥奈はモヤモヤしていた。

　だって彼は何度も離り脱だつする理由を話してくれないのだ。こうも秘密主義を貫つらぬかれると面おも白しろくない。それこそ宗一がいない間、ずっとイデア達を見張っているのは退たい屈くつそのものだ。

「むぅ……理由くらい教えてくれてもいいのに」

　不満を口にしながら、イデアと太おお田た部べの監視を続ける。

　彼女達は当初の目的であるファッションエリアへ行き、二人で四し苦く八はつ苦くしながらもイデアの服を一いつ緒しよに選んでいた。その服選びに慣れていない感じが逆に微笑ほほえましい。

　買い物をすませ、ショッピングセンターを出る頃ころには日がとっぷり暮れていた。そのまま二人は雑ざつ踏とうを駅前まで並んで歩く。

　初デートも終わりを迎むかえ、二人は駅口で立ち止まった。

「……」

「……」

　だが彼らは駅に入ろうとしなかった。

　名残なごり惜おしさを表すように無言で向かい合う二人。そのいかにもな甘あま酸ずっぱい空気を出している彼女らを遥奈が「うわぁ……恋っぽい」と植しよく栽さいの陰かげに隠かくれて眺ながめていると、

『す、すまない。こういう時、余は何をすればいいのだろうか』

「えっ!?　あ、その……」

　恐おそれていた事態が訪おとずれてしまった。宗一はいない。こんな時、遥奈から指示を出すように言われているが、咄とつ嗟さのことで何を指示していいかまったく思い浮かばない。

　考えろ考えろ、と遥奈が知ち恵えを絞しぼり出す。

　初デートの終わり。別れを惜しむ二人。そういう時に恋人同士は一体何をするのか。

　──例えば遥はる奈なが彼と……あの上司といい雰ふん囲い気きになったら、自分は何がしたい？

「キスをしましょう」

　想像した瞬しゆん間かん、自分でも驚おどろくほどはっきり口にしていた。

『き、キス……それは接せつ吻ぷんということか!?』

　動転したイデアの心の声に、遥奈ははっとした。

　まずい。いつも無意識でしてしまう変な発言をしてしまった。

「ご、ごめんなさいイデアさん、今のなし……」

『ふ、ふむ。少し恥はずかしいが……やってみるっ！』

「え？」

　よしっ！　とイデアが意気込む。

　さながら西洋の騎き士しを思わせる凛りんとした態度で、彼女は太おお田た部べの目を見る。

「け、ケンゴっ」

「え？　な、何……ふむぐっ!?」

　彼女達の唇くちびるが触ふれ合った。イデアが太田部の顔を両手で押さえ、その唇を奪うばったのだ。

「はむ……う、ん……っ」

　それは長く情熱的なキスだった。我を忘れて求愛するイデアに、太田部は、されるがままだ。

　駅口を行き来する通行人達は彼女らを見てぎょっとしていた。控ひかえめな表現でいえば恰かつ幅ぷくがいい男と絶世の美女が見せつけるように熱ねつ烈れつなキスをしているのだ。驚くのも無理はない。

「あわ、わ……っ！」

　一方遥奈はそんな二人を遠とお目めに困こん惑わくしているのだった。自分が招いてしまった事態にどうしていいかわらかず、耳の先まで真っ赤にしている。

『つ、次は……何をすればっ!?』

「次!?」

　キス中のイデアに助けを求められ、遥奈が取り乱す。

　次って何だ。キスに続きなんてあるのか。

　考えろ。自分なら何をする？　彼と……あの眼鏡カチューシャの上司と、もしまかり間ま違ちがって我を忘れるほどのキスをしちゃったりなんかしたら自分は──

「舌を入れましょう」

　妄もう想そうからノータイムで言ってしまった。

『しょ、承知した！』

　指示を聞いたイデアも実行までノータイムだった。

　清すが々すがしいほどの潔いさぎよさ。太田部とのキスに夢中で思考力が落ちているとしか思えない。

「はむっ！　うむ、ケンゴ……あっ、んちゅ」

「はま……い、イデふむっ!?」

　際限なく舌を絡からめ合う二人。目をとろんと細め、熱い吐と息いきを漏もらす。いつの間にかお互たがいをその腕うでで力一いつ杯ぱい抱だき締しめて、何度も何度もキスを交かわしていた。

　しかも。

『……あぁ、ケンゴとキスをしてる……こんなに激しく、こんなに……あふっ』

「はうっ!?」

　テレパシー用のインカムからはイデアの思考がダダ漏れなのだ。

　宗そう一いちは何てものを彼女に渡わたしたのだ、と遥はる奈なは顔を真っ赤に染め上げる。

『け、ケンゴの舌が……熱くて太いのが、余の中に……中をかき回して、るっ！』

「あわわ、わわわっ!?」

『気持ち、いっ……足が震ふるえて立ってられ、激しっ……ケンゴ、もっと、もっとぉ！』

「きゃー！　きゃーきゃーっ！」

　最も早はや顔だけに留とどまらず全身が茹ゆで上がるんじゃないかと思うほど熱くなる。

　よくよく考えればインカムは外せばいいし、キスしている二人から目を逸そらせばいいだけなのだが……二人の姿に当てられた遥奈はそんな考えに至れなかった。

　目が離はなせない。見てはいけないものを見ている背徳感に苛さいなまれながらも、遥奈の目はそのキスシーンに釘くぎ付づけ、耳はイデアの艶つやっぽい思考を一いち言ごん一いつ句く聞き逃のがすまいとしていた。

「け、ケンゴ」
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「イデ、ア」

　やがて二人の唇くちびるが離はなれ、焦しよう点てんが合っていないかのようにお互たがいを見つめ合う。

　そんな彼女らを見ていて、遥はる奈なですら頭がぼーっとしてきた。

「──わたしも、宗一さんと……あんなふうに」

　想像してしまう。ダメだとわかっていても、その映像を思い浮かべてしまう。

「ぁ、んっ」

　瞬しゆん間かん、とくんっと心臓が脈打つ。今までの恥はずかしさから来る熱さではなく、胸の奥にじんわりと滲にじむ温かさ。それは遥奈の思考力を根こそぎ奪うばっていく。

　その熱に誘さそわれるまま、遥奈は自らの手で腹部を撫なで──さらにその下へ、

「ふむ。どうやら間に合ったようだな」

「ふにゃんッ!?」

　突とつ如じよ隣となりに現れた宗そう一いちに、遥奈の夢ゆめ心ごこ地ちな頭は一気に冴さえ渡わたった。

「ばっ、大声を出すな！　太おお田た部べにバレるだろ！」

「ふむぐっ!?」

　宗一の手で口を塞ふさがれ、遥奈がうめき声を上げる。

　突然のことで驚おどろく彼女をよそに、宗一はインカムにアドバイスを出す。

「イデア様。今、太田部と別れるところですね？　では次のデートの約束をしてください。詳しよう細さいな日程は決めなくて結構。ただ『次も会いたい』旨むねを笑え顔がおで伝えましょう」

　宗一が今までの流れなど知らず、冷静に指示を出した。インカムの送受信範はん囲いは十数メートル。今回彼が離り脱だつした時はその範囲外にいて、遥奈達の会話を聞いていなかったようだ。

『しょ、承知……した』

　あんなことがあったにもかかわらず、イデアは律りち儀ぎにも宗一の指示を実行しようとする。

　彼女はふにゃっとだらしなく笑む。まだキスをした気持ちよさが残っているのか、その顔はうっとりしていた。

「け、ケンゴ……今度また、会ってくれるか」

「……う、うん、もちろんだよ」

　息も絶え絶えな彼女の申し出に、太田部が裏返った声で何とか答えていた。

　そんな二人の様子を見て、宗一が『？』と眉まゆを寄せた。

「何であの王女はトロ顔になってんだ？」

「な、何ででしょうね？」

　状じよう況きようが飲み込めていない宗一に、遥奈は空々しくとぼける。

　自分の発言でイデア達が行ったこと。そんな彼女らに当てられて、宗一が現れる前に自分がしようとしていたこと。そのすべてが超ちよう恥ずかしくて、真実など明かせなかった。
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　イデア達の初デートから一週間が経たった。その短い期間に彼女らは何度かのデートを行い、着実に仲を深めていった。

　そんなある日。遥はる奈なが学校から帰宅すると、見慣れた光景が応接間に繰くり広げられていた。

「イデア様。確かく認にんしておきますが、私が教えたデート時の最重要項こう目もくは果たしましたか？」

「うっ……そ、それがだな」

「またですか!?　あれほど別わかれ際ぎわには次のデートの約束を取り付けろと言ったでしょ!?」

「しかしいざその時になると、気き恥はずかしいというか……」

「できるだけ楽しい時間を共有しつつ、相手にプライベートを確保させてやるのが恋愛の秘ひ訣けつです。さらにプライベートな時間であっても、イデア様のことを意識させるのがベストだ。つまり今後の予定を組んで『また会える』という期待感を与あたえ、なおかつ未来の楽しい時間の共有を確約する『次のデートの約束』は最重要項目なんです！」

「わ、わかっている。そう捲まくし立てるな」

「今すぐメールで次の予定について相談しましょう。『今日のデートは楽しかった』といったような文面から始めれば、今日一日の好感度も得られます」

「あ、ああ、わかった」

　そこにはマンツーマンでソファーに向かい合って座る宗そう一いちとイデアの姿があった。

　ここ数日でお馴な染じみとなった、宗一の恋愛指導の光景だった。

　イデアの執しつ事じ、セブラの姿はない。何な故ぜかといえば宗一が「私の指導は基本一対一の形式を取っています」と付き人ありの指導を拒きよ否ひしたからだ。

「お帰りなさいませ、遥奈様」

「ただいま、モーラさん」

　応接間に入った途と端たん、モーラが帰宅した遥奈を迎むかえた。

「今日もやってますね」

「はい」

　遥奈が言うと、モーラが軽く返答してくる。

「デート場所と時間は私が決めましょう。さ、早く携けい帯たいを出してください」

　そんな彼女らの視線を尻しり目めに、宗一がイデアに携帯を取り出させる。

　その携帯も宗一が急きゆう遽きよ購こう入にゆうして与あたえたものだ。まめな連れん絡らくは恋愛の基本とのことである。

　エルフの国には携帯電話がないようで、彼女はこの扱あつかいに一番苦労していた。だがここ数日における宗一の指導の賜たまものか、今では覚おぼ束つかない手つきながらメールは打てるようになった。

「文末にはハートの絵文字を入れてください。男は単純ですからそれだけで効果がある」

「承知した……は、あ、と」

　見ようによっては非常に仲なか睦むつまじい宗そう一いちとイデアのやり取り。

「…………」

　そんな二人の様子を、遥はる奈なはどこか遠い出来事のように眺ながめる。

　自分がその輪に加われなくて寂さびしいわけではない……いや寂しいといえば寂しいが、それよりも漠ばく然ぜんとした不安の方が先立っていた。

　結局宗一の『気にしていたこと』とは何なのか、教えてもらえなかった。

　元げん老ろう院いんの刺し客かくについても、宗一はイデア達に知らせていない。何か思うところがあるらしいが……それを教えてもらえないのが、ちょっとだけ歯は痒がゆかった。

　宗一と出会って二ヶ月。彼の助手となって一ヶ月あまり。

　自分は彼に信用されていない、ということなのか。

「よし。タツミ、次の逢おう瀬せの約束を取り付けたぞ」

　そのイデアの言葉によって、遥奈は考え事から引き戻もどされた。

　どうやら次のデートが決まったらしく、彼女は自じ慢まんげに携けい帯たい画面を宗一に見せていた。

「どれどれ……ええ、デート場所も日時も問題ありません。さすがですイデア様！」

「そう褒ほめるな。照れるだろう」

「そろそろ頃ころ合あいです！　次のデートでイデア様がエルフの王族であることを明かし、プロポーズすればすべてがうまくいくでしょう！」

「よ、余からプロポーズするのか？　やはりこういうのは男からしてもらいたいのだが……」

　頰ほおを赤らめたイデアが言うと、その瞬しゆん間かん宗一の目がギラリと光った。

「何言ってんですか！　太おお田た部べはイデア様と付き合うまでロクに女経験もない男です！　こちらからグイグイ好き好きアピールしないと、いつまで経たっても関係が進展しません！」

「そ、そういうものか……？」

「そういうものです！　だからプロポーズもイデア様からしないといけません！　そもそも太田部を婿むこに迎むかえたいのはイデア様なのですから、貴女あなたから愛を語るのが筋でしょう！」

「むぅ……承知した」

「どうしても恥はずかしいというのなら、今のうちに練習しましょう！　はい、どうぞ！」

「よ、余と、け……結婚してください……」

「声が小さいです！　もっと自分の気持ちに素す直なおになって！　余と結婚してください！」

「よ、余と結婚してくださいっ！」

「アイラブユー！」

「アイラブユー！」

　予行プロポーズを終えた宗一とイデアは、いえーい！　とハイタッチを交かわした。

　そんな二人を眺めていた遥奈は呆あつ気けに取られる。プロポーズの練習というより発声練習にしか見えなかった。

「今のようにプロポーズは大声ではっきりと結婚の意思を伝えてください。ヘタに誤ご魔ま化かすと内気な男は『まさか僕を好きだなんてありえない』と予防線を引くので。いいですね？」

「ああ、承知した！」

「デート日のあれこれについては私からセブラさんに伝えておきましょう。もう一度言いますが次のデートが勝負です。イデア様はプロポーズだけに集中してください」

「ああ、承知した！」

「いやもう大声出さなくて結構、ちょっとやかましいです」

「むっ……何かさらりと不敬を働かれたような？」

「空そら耳みみでしょう。では今日の指導はここまでです、お疲つかれ様でした」

　どこか嚙かみ合っていないやり取りを終えた彼らはガシッと雄お々おしく握あく手しゆを交かわす。

　何だか宗そう一いちが悪ノリしているように見えて、急に不安になる遥はる奈なだった。
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　──やはりあの者達ではダメだ。

　イデアがプロポーズを試みるだろう休日の夜。

　彼女の執しつ事じであるセブラは、不安に押し潰つぶされそうになっていた。

　今日も今日とてイデアと太おお田た部べは逢おう瀬せを楽しむだろう。そしてあの王女のことだ、今日もいつものように事態は何も進展せずに終わるのだろう。

　それではダメなのだ。この縁えん談だんにはヴァンルーラ王国の未来がかかっている。それをやはりあのような得体の知れない者達に任せるべきではなかったのだ。

　だから自分で何とかすると、セブラは決心した。

　彼はイデア達が待ち合わせをする予定の場所（あのモントラが事前に知らせてきた）に先回りし、彼女達の到とう着ちやくをじっと待ち続ける。

　物もの陰かげに身を潜ひそめて数時間。日はとっくに沈しずみ、周囲は暗くら闇やみに包まれている。

　やがて待ち合わせ場所に、一つの人ひと影かげがやってきた。

　来た。暗闇で薄うつすらとしか見えないが、そもそもこの場所には他ほかに人の姿はない。

　セブラがそう判断すると、物陰から音もなく踏ふみ出して──

「彼女達はここに来ませんよ」

　予期していた人物とは異なるその声に、動きを止めてしまった。




「いやぁ、エルフが人間社会の常識に疎うとくて助かりました。こんな寂さびれた駐ちゆう車しや場をデートの待ち合わせ場所だと言っても信じてくれるのですから」

　やってきた人影──辰たつ巳み宗そう一いちというモントラは酷ひどくつまらなそうに言った。居場所がばれている。その証しよう拠こに宗一の視線はセブラが隠かくれている物陰に固定されていた。

　しばらく迷ってから、セブラは観念して姿を現した。

「辰巳殿どの」

「こんばんは、セブラさん。どうですか、太田部の暗殺は捗ってます？」

　面と向かった途と端たん、宗一が何の前置きもなしに切り出した。

　さすがに意表を突つかれたセブラが押し黙だまる。

　その様子を面おも白しろがるように、宗一はニヤニヤしながら続けた。

「イデア様なら今いま頃ごろまったく別のデートスポットで太田部とイチャついてますよ」

「……何か誤解をされているようですが、私はただイデア様が心配で──」

「ネタは上がってるので回りくどいのはよしましょう。私達を襲おそってきた刺し客かくから全部聞き出してます。貴方が元老院の飼い犬であることもね」

　宗一は嫌いやみたらしく告げる。執しつ拗ようにセブラの神経を逆さか撫なでするように。

　明らかな挑ちよう発はつにセブラが考え込むようにうつむき──

「……すべて知っているようだな」

　瞬しゆん間かん、セブラの顔から感情が消えた。

　同時に彼の目に鋭するどく、静かな殺意が宿る。

「幾度となく送った刺客を撃げき退たいしていたのも貴様か」

「ええ、そうですよ。もうホント、二人のデートの度たびに暗殺を謀はかるのは止やめてほしいですね。蹴けっ飛ばすこっちの身にもなってください」

　セブラの威い圧あつ的な視線を受けてもなお、宗一はまったく怯ひるまなかった。

「……いつからわかっていた」

「報ほう酬しゆうの額を聞いた時です。その時は不ふ審しんに思った程度でしたが」

　そんなに早期から、とセブラは少なからず驚おどろいた。

「差さし詰づめイデア様の好きにやらせて失敗させ『やはり王族のやり方は間ま違ちがっている』と元げん老ろう院いんに都合のいいように印象づけるためでしょう。そのために私を利用したのだとしても、たかが恋愛指南に五千万はありえない」

「金に目がくらんだ道どう化けを演じていたということか」

「確信したのは刺客に襲われた時ですがね？　依い頼らいを受けた翌日ってのはいくら何でも早すぎる。あれはやりすぎましたね、内通者がいるって明かしてるようなもんだ」

　人を小こ馬ば鹿かにした宗一の口くち振ぶりに、セブラが片かた眉まゆを上げる。

「そもそもどうやって聞き出した。元老院の手の者だ、並なみ大たい抵ていの魔ま法ほうは効かないはずだが」

「それは企業秘密です」

「……なるほど、あのサキュバスの魅了チヤームか」

　催さい眠みん、幻げん惑わくを超こえる最上位の精神介かい入にゆう魔ま法ほう。

　それをいとも容た易やすく扱あつかう《サキュバス》種。幻惑を得意とするモンスターでもハイエンドクラスのその種族が、確か宗そう一いちの助手ということで事務所にいたはずだ。

「ま、確かに魅了チヤームは使いましたが、尋じん問もんは私一人で行いました。彼女は何も知りませんよ」

　宗一が肩かたを竦すくめて言った。

「身内の裏切りなんていう悪意を知るには、あいつは純じゆん粋すいすぎる。せいぜい意地悪な上司にむくれてるくらいがちょうどいい」

　そう口にする時だけ、宗一の笑えみが憎にくたらしいものから優やさしげな苦笑に変わった。

　その変化も一いつ瞬しゆん。宗一の表情はすぐさま先ほどまでのニヤニヤ面づらに戻もどった。

「セブラさんに一つお伺うかがいしたいことがあるのですが」

「王を裏切った理由でも聞くつもりか？」

「いえ、それはこれっぽっちも興味ありません。どうせ今の王のやり方は古いとか、元げん老ろう院いんが王政を牛耳った後の地位を約束されたとか、勝つ側がわについて何が悪いとか、上うわっ面つらの信念と小心者特有の欲にまみれた理由でしょうから」

「……貴様」

「私が聞きたいことは一つだけ──ここで引き下がるか否いなか」

　宗一が簡潔に言った。

「今ここで手を引けば、貴方あなたの損失は最小限です。元老院に無能扱あつかいされて今後の立ち回りに影えい響きようを及およぼすかもしれませんが……まあ文字通り痛い目を見るよりはね」

「……貴様にはヴァンルーラの内政など関係ない話だろ。だというのに何な故ぜそこまでする」

「関係あるさ。俺がインストラクターである限りな」

　セブラの物言いに、宗一は即そく座ざに反論した。

「イデアも太おお田た部べも変わろうとしてる。それはまだ誰だれかの助けがなければ足あし下もとも覚おぼ束つかないが、それでも彼女らは自らの意志で己おのれの恋み路ちを歩んでいる」

　今までの慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度ではなく、せせら笑いすら消して、彼は真まっ直すぐセブラを見返す。

「インストラクターはそうやって前へ進もうとあがく者の味方なんだ。たとえその道を阻はばむ者が一国であろうともね」

　宗一の目は真しん剣けんで、ともすれば誇ほこらしげですらあった。

　まるで教え子を見守る教師のように。

　そんなインストラクターの姿に、セブラは何故か懐かしさを抱いだいた。

　目の前の男が持つ何かに当てられたのか──彼の脳裏には、幼き第二王女の世話役に任じられた過去の光景がよぎる。

「……はっ、人間風ふ情ぜいが大きく出たものだな」

　その光景を振ふり払はらうように、セブラは懐ふところから短剣を抜ぬき放つ。

　すると宗そう一いちがわずかに目を細めた。

「そもそも脅おどしになってない。一目見ただけでわかる。貴様の魔ま法ほうの才が半はん端ぱ以下だと」

「……」

「貴様を始末して太おお田た部べも殺す。それで終わりだ」

　セブラが構えた短たん剣けんに青白い光が宿る。さらに全身に魔力を流し込み、身体能力を高めた。派手な魔法は騒さわぎになるから用いない。

　だがこんなちんけな魔法にさえ、宗一は対たい抗こうする術すべを持たないだろう。

　あの男の魔力は見た限り人間の平均以下。魔法の素養が高いとされるエルフ、さらに王族の専属護衛ともなっている自分が負ける要素はない。

「戦いが魔法の才だけで決まると信じ切ってるのが、魔法に長たけるエルフの悪いところだ」

　と、戦せん闘とう準備を整えたセブラに、宗一がすっと手を構える。

　戦うための構えとは思えない奇き妙みような仕草に、セブラが一いつ瞬しゆん判断を迷った時だった。

　彼がパチンと軽く指を鳴らした瞬間──駐ちゆう車しや場が光に包まれた。

「なっ!?」

　セブラが短い驚きよう愕がくの声を漏もらす。光源は足あし下もと。宗一の合図と共に二人がいる地面には、広大な魔法陣じんが浮かび上がっていた。

「誰が貴方あなたをここに呼び寄せたと思ってるんです？　そんなことも失念するとはね」

　次の瞬間。その魔法陣から赤黒い光でできた巨きよ大だいな手が、緩かん慢まんに生えてきた。

　──いくつも。

　ズズ、ズズッと、ゆっくりとした動きで。

　赤黒い光で形成された魔手。それが地面から、壁かべから、あるいは何もない空間から。

　時間が経たつにつれ、その禍まが々まがしい腕うでの本数は無数に増ぞう殖しよくしていった。

「なん、だ……これは」

　己おのれを取り囲む光景のおぞましさに、セブラは言葉もなく身み震ぶるいした。

　まるで巨大な海草だった。

　無数の魔手は細さざ波なみに揺ゆれるように、おわおわと辺り一帯に漂ただよっている。

　ありえない。あの男の実力で、こんな設置型の大魔法は使えないはずだ。

　いやそもそも……、

「最初からこの罠わなを仕し掛かけて……姑こ息そくな手を！」

「姑息？　暗殺を謀はかった人に言われたくありませんが……ああ、そういえばアンタの国は時代遅おくれの王政でしたっけ。まだ騎き士し道とかに則のつとって戦ってたりします？」

「貴様ッ！」

「じゃ、俺がインストラクターとして現代の戦いってもんを手て解ほどきしてあげますよ」

　その言葉を合図に、視界に満ちた魔手が一いつ斉せいにセブラへ襲おそいかかった。

「ッ」

　それぞれが意志を持っているかのような動き。

　その生物らしさが逆に気味が悪く、セブラが一いつ瞬しゆんの判断で頭上に飛び上がる。

　あの魔ま法ほうの範はん囲い外に逃のがれなければならない。セブラがそう判断した時──飛行する彼を追ってきた一本の手に、足を摑つかまれた。

　瞬間、メギッと鈍にぶい音。

「がッ……！」

　足の骨を握にぎり潰つぶされた。神経を駆かけ巡る激痛に、意図せず体が竦すくむ。

　生まれてしまった一瞬の思考空白。その隙すきに無数に伸のびる魔手が、上空にいるセブラへと次々に追いついてきた。

「くッ！」

　すぐさま足首に絡からみつく魔手を短たん剣けんで切り払はらっても、今度はその腕うでを別の魔手に摑まれる。

　今度は残った腕を。

　脇わき腹ばらを。首を、顔を、折れた足を髪かみを額を口をッ！

　手が、手が襲おそって、手、無数の手手、手手てテが手──

「────ッ」

　最も早はや悲鳴すら、揉もみ消される。

　おびただしい数の魔手に絡め取られ、セブラの体も意識も吞のまれていった。




　戦せん闘とう不能になったセブラを、宗そう一いちは静かに見下ろしていた。

　あれだけ地面に叩たたき付けられ、拳こぶしで殴なぐられまくり、呼吸もままならないほど握り潰されたのだ。これで動けるとなれば手の打ちようがなかったが、どうやら杞き憂ゆうに終わったらしい。

　虫の息で気絶しているセブラに、宗一は冷ややかに口を開き──

「──うぷっ、んぐッ!?　オボロロロロロロロッ！」

　近ちか場ばの下げ水すい溝こうにダッシュして、胃の内容物を盛大に吐はき出すのだった。

「おえっ……あーくそ……この魔法薬、やっぱ副作用きついわ」

　本来、宗一はあれだけ高位の範囲魔法を使えない。

　だが相手は一国の姫ひめにつく護衛だ。その実力を鑑かんがみた時、どうしても素すの戦闘力では勝てないと踏ふんで、ドーピングで無理矢理に魔力を増強したのだ。

　結果は見るも無む惨ざんだ。頭痛に目眩めまい、発熱に、再び催もよおす吐き気という副作用のオンパレード。

　虹にじ色をした魔法薬が口から滝たきのように流れ、食道が恐おそろしくヒリヒリする。あまりに痛くて苦しいもんだから涙なみだまで出てくる始末だ。

「うぅ……ふ、ふふ、だがこれで仕事はうまくいった。いや、ヘタしたら国を救った英えい雄ゆうとして一いつ攫かく千せん金きんも夢じゃない！　ふ、ふふ……ふふふブ、オロロロロッ！」

　胃に溜たまった魔ま法ほう薬を吐き出しながら、それでも宗そう一いちは笑えみを浮かべた。

　それはそれは強ごう欲よくと吐と瀉しや物ぶつにまみれた最低のスマイルである。

　だが……そんな彼の目論もくろ見みは、意外な形で裏切られることになるのだった。
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「「ふられた!?」」

　数日後。事務所の応接間に、宗一と遥はる奈なの声が響ひびき渡わたった。

　正面のソファーに座るのは結果報告をしに来たイデアだ。例の執しつ事じの姿はない。まあ姿があったら、それはもう宗一としては非常に気まずいのだが。

　いやあの裏切り執事なんて今はどうでもいい。

「ああ、そうだ。タツミには世話になったから伝えておこうと思ってな」

　肯こう定ていするわりにはどこか晴れやかにイデアが言う。

　プロポーズが失敗に終わった。つまりそれは宗一の仕事も失敗ということになる。

　そこまで考えた彼の口から魂たましい的なものが抜ぬけ落ちた。

「それはあれでしょーかー？　もしかしてー、先さき払ばらいされてる成功報ほう酬しゆうはお返ししなければならないのでしょーか？」

「……宗一さん。お金がもらえないからって、その態度はよくないと思います」

　超ちようやる気ない対応になった宗一を遥奈がジト目で見やる。

　そんな彼らの様子に、イデアが慌あわてたように手を振ふった。

「すまない、言い方が悪かった。ふられたといってもプロポーズが失敗したわけではない」

「？　それはどういうことでしょうか」

　宗一の問いに、イデアは事のあらましを説明し始めた。

「簡単に言うとな、『今は結婚できない』とのことだった」

「今は？」

「ケンゴは親のために社会復帰するのを目標としている。だが余と結婚して王族に名を連ねてしまえば、その親孝行も果たせない」

　そう語るイデアの顔はとても穏おだやかだった。

「そうでなくとも今の情けない自分のまま、余と結婚するのは申し訳ないとな。だからケンゴは余のつたないプロポーズを一いつ旦たん断ってから、こう言ったのだ」

　わざと一呼吸の間まを作ってから、彼女は告げる。

「──『ちゃんと社会復帰して君に相応ふさわしい男になったら、改めて結婚しよう』と。ふふ、おかしいだろう？　余からプロポーズしたのに、逆にプロポーズし返されてしまった」

　そしてエルフの王女はここ一番の笑顔を浮かべた。

　その表情は自じ慢まんげで、美しくて──何より己おのれが愛する男を心から誇ほこっているようだった。

「それはまた、なかなかどうして……」

　ホント太おお田た部べは予想外に見所がある奴やつだな、という言葉を宗そう一いちは飲み込む。

「でもいいんですか？　時間をかけちゃうと、また元げん老ろう院いんが妨ぼう害がいしてくるかも」

　遥はる奈なの当然な疑問に、イデアは軽く頭を振ふった。

「その点は心配いらない。どこかのお節せつ介かいが元老院の目論もくろ見みを潰つぶしてくれたからな。しばらくは手を出してこないだろう」

「？」

　事情を知らずに首を傾かしげた遥奈に、イデアが悪戯いたずらっぽく笑った。

「────」

　一方、宗一は『俺も何のことだかさっぱり』といったすまし顔で沈ちん黙もくした。

　あらかじめセブラの裏切りについては遥奈には内ない緒しよにしてくれと頼たのんでいる。それを律りち儀ぎに守ってくれているイデアはそれ以上口にしなかった。

「ともかくタツミの仕事は失敗などしていない。成功報ほう酬しゆうを返せなど言わないさ」

「さすがイデア様！　貴女あなたのお心こころ遣づかいとなれば私も喜んで受け取るしかありませんね！」

「……宗一さんってホント自分に素す直なおですよね」

　調子に乗った宗一を、再び遥奈が半目で見やる。

　が、そんな彼女と違ちがって、イデアは朗ほがらかな笑えみを宗一に向ける。

「それがタツミのいいところだ」

「宗一さんの？」

　遥奈の問いに、ああ、とイデアが短く頷うなずいた。

「己の気持ちに素直になれ。其方そなたの指導の中で、その言葉が一番心に染しみ渡わたった。王家のことや元老院のことも考えず、思うままの気持ちを言葉にしたら自然とケンゴへの愛を語れた」

　目を閉じたイデアが、一つ一つの言葉を嚙かみ締しめるように告げる。

「ありがとう、タツミ。其方の指導に心から感謝する」

　その感謝に続いて彼女が口にした言葉は、宗一が待ち望んでいたものだった。

「そんな其方に折り入って話があるのだが」

　キタキタキターッ！　と内心でガッツポーズを決める。何せ国家転てん覆ぷくを企たくらむ元老院から王族を救ったのだ。一いつ攫かく千せん金きんどころか億金だってありえるだろう。

　そんな中、イデアはゆっくりと息を吸って告げた。




「其方を愛している。余と結婚してくれ」




　応接間が静せい寂じやくに包まれる。

　チクタクという掛かけ時計の音が、その間ま抜ぬけな沈ちん黙もくを際きわ立だたせていた。

「……へ？　えっ、は？　結婚？」

　正気を取り戻もどした宗そう一いちが何度も疑問符ふを口にする。

「ちょ……何を言ってるんですか、イデアさん！」

　同じく正気を取り戻した遥はる奈なが、やけに焦しよう燥そうを露あらわにした。

「む？　余は何かまずいことでも口にしたか？」

　で、イデアは二人の反応を見て、逆に不思議そうにしていた。

「イデアさんは太おお田た部べさんと結婚するんですよね!?　なのにどうして宗一さんにまでプロポーズするんですか!?」

　遥奈がガターンと立ち上がって捲まくし立てた。

「あれですか浮うわ気きですか愛人ですか男だん妾しようですか!?　そ、そんなのいけませんっ！　そんなそんな……絶対ダメです、３Ｐなんてっ！」

「お前マジ黙だまれ」

　大分暴走気味のクォーターサキュバスに、宗一が冷たい一言を浴びせる。

「？　ああ、そういえばこの国は一いつ夫ぷ一いつ婦ぷ制だったな。ケンゴから聞いている」

　やっと合が点てんがいったという顔でイデアが頷うなずいた。

「だが心配するな。ヴァンルーラは一夫多妻、一妻多夫が通常だ。王族である余が複数の婿むこを迎むかえるのも何ら問題ない」

　いや問題ありまくりだろう。宗一がそう突つっ込む前に、イデアは潤うるんだ瞳ひとみを向けてきた。

「タツミ、余は本気だ。余の二番目の男になってくれないか？」

「二番目って響ひびきが甚はなはだ屈くつ辱じよく的なんですが!?」

「余の一番はケンゴと決めている」

「いやそもそもですね？　Ｂ専に惚ほれられるのは勘かん弁べんしてもらいたいというか？　まるで自分がブサイクと認にん定ていされたみたいで……ほら、ね？」

「？　Ｂ専というのはわからないが、顔のことを言っているのなら……そうだな。確かにタツミの容姿はまったく、全然、これっぽっちも余の好みではない」

「それはそれで傷付く言い方ですね!?」

「しかし、余は其方そなたの内面に惹ひかれた」

　そう語るイデアはどこか艶つやっぽく、頰ほおを赤らめる。

「時には厳しく指導され、時には激しい言葉で其方に叱しかりつけられるとな、其方が本当に余のことを思ってくれているのだと実感できて──」

「確かにそういうこともしますが、それは指導のためでして」

「──身も心もゾクゾクするのだ、性的に」

「ただのドＭじゃねーか!?」

「其方そなたが自分に素す直なおになれと言ったのだろう？」

　それにしたってこのエルフ、ちょっと自分に素直になりすぎじゃないか!?

　違ちがう。こんなの望んでいない。宗そう一いちは大金がもらえると期待していたのだ。

　それが何だ、結婚してくれって。こういう時は普ふ通つう、愛よりも金だろう。

　いや美人からの告白は嬉うれしい限りなのだが、しかしイデアはあれじゃないか。

　好みの容姿がブサイク。しかも叱しかられると性的興奮を覚えて、さらに国の一いつ夫ぷ多た妻さい＆一妻多夫制に基づいて複数の男を口く説どいているということは──

「Ｂ専なうえにドＭの変態ビッチじゃねーか!?」

　いくら何でも属性を盛りすぎだ。しかもプラスではなくマイナス方面の属性を。

「むぅ、タツミは何が不満なのだ。ケンゴが来るまでの間、余の愛を捧ささげるというのに」

「その二番手みたいな扱あつかいが不満なんだ！　あとアンタの審しん美び眼がん！　アンタの変態性せい癖へき！」

「そ、そんなに酷ひどいことを言われたら……興奮してしまうではないか」

「ホントめんどくせーな、この王女!?」

　盲もう目もく的に求愛してくるイデアに、宗一が悲痛の叫さけびを上げる。

「そ、宗一さん」

　その時だ。遥はる奈ながちょいちょいと袖そでを引っ張ってきた。

「わたしも……ちょっとだけなら、ハードなプレイに興味がありますから」

「何のアピールだ!?　聞きたくないわ、そんな性癖暴ばく露ろ！」

「だから宗一さんのＳっ気はわざわざイデアさんにぶつけなくても、わたしが……ね？」

「何に同意を求めてる!?　そもそも俺はＳじゃない！」

「タツミ。まだ其方から返答を聞いていないのだが……」

「あーもーやかましい！　ノーに決まってんだろ！」

「む？　タツミ、何か言ったか？」

「都つ合ごうが悪いことだけ難なん聴ちようしてんじゃねーよ！　そもそも使い方が逆だ！　正しい使用法を指導してやるとだな、まず難聴を使う場面は相手に好意を示された時であって──」

　女性陣じんに対する宗一の罵ば倒とうが応接間に次々と響ひびき渡わたる。

　こうして今回の恋愛相談は騒そう々ぞうしく幕を閉じるのだった。




　　　　　　▽▲




　イデアの衝しよう撃げき的な告白が敢かん行こうされた、その日の夜。

「……うぅ～、またやっちゃった」

　夕食を終えて、お風ふ呂ろに入っていた遥奈は盛大に落ち込んでいた。

　やらかしてしまった出来事を思い出し、湯ゆ船ぶねの中で体育座りをしてしまう。

　イデアのプロポーズにつられて、また自分は変な発言をしてしまった。何がハードなプレイもオーケーだ。そんなのただの変態ではないか。

　自分の中に流れるサキュバスの血。そのせいでたまに暴走気味になる己おのれが恨うらめしい。

「……はあ」

　しばらくうーうー唸うなっていた彼女は、やがて大きなため息と共に湯船から上がる。

　脱だつ衣い所で体を拭ふいて、下着とパジャマを着ていく。それから濡ぬれた髪かみをドライヤーで乾かわかして廊ろう下かに出た。

「…………」

　本来ならばそのまま自室に行って就しゆう寝しんするのだが、ふと遥はる奈なは足を止める。

　それからちょっとした思いつきで応接間へ向かった。

「モーラさーん？　何か欲しいものありますかー？」

　すると宗そう一いちがソファーに座り、見るからにウキウキしながら通つう販はんカタログを見ていた。

「いえ、わたくしは特にありません。そのお心こころ遣づかいが何よりの励はげみになります」

「遠えん慮りよしなくていいですよー。あ、ルンバとか買います？　百台もあれば掃そう除じも楽に……」

「そのような機械畜ちく生しようの購こう入にゆうを検けん討とうされるとは、もしや宗一様はわたくしの仕事に満足していらっしゃらないのですか？」

「や、やだなー、冗じよう談だんですよ……つーかそういう方向でキレるんですね」

　どうやら今回の報ほう酬しゆうの使い道を考えているようだ。ダイニングの方にいるモーラと大声でやり取りする彼はいつになく上じよう機き嫌げんである。

　熱ねつ烈れつに求愛するイデアを追い返した後、宗一はずっとこんな調子だった。

　すでに彼女からのプロポーズは忘れ去っているようである。そんな宗一を見ていると、何となく胸の奥がきゅっと締しめ付けられた。

「ん？　どうした遥奈、お前も何か欲しいのか」

　すると彼がぼけーっと突つっ立っている遥奈に視線を向けた。どうやら何か買ってほしいのだろうと思ったらしい。彼はケラケラとあくどい笑えみを浮かべた。

「今回お前の魔ま法ほうには世話になったからな。特別手当として好きなのを買っていいぞ」

　ほれ、と宗一がテーブルにある通販カタログの一つを差し出してくる。遥奈が思わず受け取ると、彼は自分のカタログに視線を落とした。

　遥奈が風ふ呂ろ上がりであることなんて気にもかけていない。

　……もう一度言う。

　ほのかに石けんの匂においを漂ただよわせ、頰ほおがやんわりと朱しゆに染まり、寝ねる前の可愛かわいらしいパジャマ姿という男からしてみれば魅み力りよく的であるはずの姿に、宗一は何も反応してこない。

　まるで長年一いつ緒しよに暮らしている妹みたいな扱あつかいだった。

　──そんなに自分は女の子として魅力がないのだろうか。

　そう考えた途と端たん、遥はる奈なが「むぅ」とふくれる。

「……宗そう一いちさん、イデアさんのプロポーズはどうするつもりですか」

「どうするも何も、断っただろ」

「断っちゃってよかったんですか？　イデアさん美人ですし、それにお姫ひめ様ですよ。結婚すれば逆ぎやく玉たまの輿こしじゃないですか」

「俺はこの事務所を手放すつもりはない。エルフの国に永住なんて考えられん」

　はっきりと言った宗一が、何なに気げない手つきで頭にかけた眼鏡に触れた。

「それに、お前から依い頼らいされた仕事が残ってるだろ」

「えっ、わたし？」

「……もしかしてお前、自分がここで働いてる理由を忘れたのか」

　虚きよを突つかれた遥奈を、宗一がじろりと睨にらんでくる。

「人間になりたい。お前は俺にそう依頼してきただろ」

　その通りだ。二ヶ月前の事件で自分が人間だと思って生きてきた遥奈は、その実サキュバスとの混血なのだと知った。

　両親が明かしてくれなかった己おのれの出自。事件の影えい響きようで覚かく醒せいしてしまった自分。

　それに不満があるわけじゃない。けど、どうしても不安が拭ぬぐえなかったのだ。

　──遥奈が怪かい物ぶつだとわかった途と端たん、悪意を向けてくる人々の姿を。

　その光景を。その恐きよう怖ふを。その孤こ独どくを、ふとした拍ひよう子しに思い出してしまう。

　だから人間になりたいと願った。もう二度とあんな思いはしたくなかったから。

「長期の指導になるうえ、お前は資金力がない。だから住み込みで働いて指導料を払はらうって取り決めだったはずだ」

　まるで契けい約やく書の内容を確かく認にんするような淡たん々たんとした口調。その目は「まさか踏ふみ倒たおすわけじゃあるまいな」といった具合に細められている。

「いえ、それは……覚えてますけど」

「ならいい。しっかり働いて指導料を払え」

　素っ気なく言って、宗一が遥奈から視線を外した。

「……」

　遥奈が呆ぼう然ぜんとする。ついさっき彼が告げた言葉が衝しよう撃げき的だったのだ。

　お前（から依頼された仕事）が残ってるだろ。

　お前（から依、消去）が残ってるだろ。

　お前が残ってるだろ。

　そのように遥奈は（自分の都つ合ごうのいいように改かい竄ざんした）彼の言葉を脳内で反はん芻すうする。

　……つまり彼はイデアではなく自分を選んでくれた!?

「────っ」

　途と端たん嬉うれしさのあまり、にへーと笑ってしまった。

　たぶん宗そう一いちからすればモントラの仕事というだけで、そんな気はないのだろうけど。

　だとしても彼が自分を想おもってくれているように感じたから。

「……何だ、いきなり上じよう機き嫌げんに笑い出して」

　そんな自分に宗一が眉まゆを顰ひそめた。そして何かに思い当たったように口を開く。

「……わかってると思うが、今回のイデアの恋愛に感化されるなよ。お前が人間になる第一条件は、まず恋愛禁止と教えただろ」

「むっ……わ、わかってますよ！」

　ちょこっとだけ図ず星ぼしを指されてしまい、遥はる奈ながムキになって言い返す。それから話を誤ご魔ま化かすようにあたふたとカタログを開いた。

「そ、それよりも！　宗一さんは何を買うつもりなんですか？」

「ああ、俺か。俺はこの革かわ靴ぐつ版のシークレットブーツを買おうかと思ってる」

「……それ、買うって公言しちゃったらシークレットじゃないと思いますけど」

「やかましい。それよりお前は何が欲しいんだ」

　宗一の何なに気げない問いに今いま更さらながら気付いた。

　もしかしてこれは宗一からプレゼントをもらえるということではないか、と。

「…………」

「ん？　何で黙だまる。もしかしていらないのか？」

「ほ、欲しいですっ。ちょっと待ってください！　えっと、わたしは──」

　それから一いつ生しよう懸けん命めいカタログを見ながら、宗一とああだこうだと会話を交かわす。

　だが『宗一からのプレゼント』と意識して舞まい上がってしまった遥奈は、迷いに迷った挙あげ句くに結局何を買ってもらうか決められなかった。

　──でも、それで構わなかった。

　たとえ何かを買ってもらえなくても、こうして彼と話しているのが楽しかったから。

　一いつ緒しよにいられるこの時間こそが、遥奈にとっての何よりのプレゼントだった。













　　　二話　ひとりぼっちのダンピール







「今回の事件で逮たい捕ほされたのは小こ日向ひなた里さと美み、二〇二歳だ」

　その眠ねむたくなる説明を聞きながら、辰たつ巳み宗そう一いちは自分の足に視線を落としていた。

　現在彼がいるのは、上品な音楽が流れる喫きつ茶さ店のテーブル席だ。

　店名は『鬼おにが離り島とう』。個人経営の喫茶店であり、エスプレッソの味とマスターの額に二本の角が生えているのが特とく徴ちようだ。文字通り人知れず営まれる隠かくれた名店である。

「小日向は二十年前に人間の夫と結婚してからは人間社会で正体を隠しながら慎つつましく生きている。十七年前には一人娘むすめを出産した」

　テーブルの向かい側がわでは説明が続いているが、今はそれどころではない。宗一はしきりに首を傾かしげて、己おのれの足を眺ながめる。

「そんな小日向が今回の事件で逮捕されたのは、彼女が《ヴァンパイア》だからだ」

「……」

「殺害された被ひ害がい者は首筋に鋭するどい牙きばで嚙かまれたような傷があった。死因は出血多量。睡すい眠みん薬が体内から検出されたので、眠らされてから首の動脈を傷付けられ、そのまま失血死したと思われる。だが不可解なことに現場に流れていた血がほとんどなかった」

「…………」

「鑑かん識しきの調べではそれ以上のことはわからなかったが、裏こつちの業界に詳くわしい者が警察にいてな。この殺人をヴァンパイアによる吸血行こう為いとして小日向を捕つかまえたそうだ」

「………………」

「……おい辰巳、聞いてるのか？」

「あっ、やっぱりだ。靴くつ擦ずれしてやがる」

　どうりで違い和わ感があったわけだ。これだから通販の安物は、と思わず顔を顰しかめる。

「靴擦れって……お前な、ふざけてるのか」

　と、こちらの不満以上に不満そうな声が聞こえてきて、宗一は顔を上げた。

　そこには威い圧あつ的な美人が座っていた。

　外見年ねん齢れいは二十代後半。藍あい色っぽい髪かみに鋭するどい目付き。レディーススーツをワイルドに着崩くずしている。今は座っているのでわかりにくいが背は宗一よりも高い。

　彼女は桃もも瀬せ麗れい子こという。宗一と親交が深い女性弁護士だ。

　本来は表社会に生きる普ふ通つうの弁護士だったが、ある日を境にモンスターと関かかわりを持ち、今ではすっかり宗一のお得意様になっている。

「ふざけてませんって。いやね、聞いてくださいよ麗れい子こさん」

　麗子の不ふ機き嫌げんにも構わず、宗そう一いちがあくまでマイペースに告げる。

「シークレットブーツの革かわ靴ぐつ版がありまして。気になって買ってみたんですけど、やっぱり安価なもんはダメですね。すぐ靴擦ずれする」

「……シークレットブーツと明かしてしまったらシークレットじゃないだろ」

　どこかで聞いたような台詞せりふと共に、麗子が絶ぜつ対たい零れい度どの目で睨にらみ付けてきた。

「辰たつ巳み、アタシはお前に金を払はらってる。これはビジネスだ。真ま面じ目めに話を聞け」

　どうも彼女は話が本筋から逸それるのを嫌きらう。

　圧あつ倒とう的不機嫌オーラを出している麗子に、宗一は誤ご魔ま化かすように苦笑した。

「や、聞いてますよ。どっかのド素人しろうとが見当違ちがいの状じよう況きよう証しよう拠こで、ヴァンパイアに冤えん罪ざいをかけた話ですよね？」

「──は？」

　すると麗子が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　それに構わずに宗一がエスプレッソを飲む。

「ちょ、ちょっと待て！　お前、小こ日向ひなたが冤罪だとわかったのか!?」

「え？　だって麗子さんも冤罪だと気付いてたから、その確証を得るために俺の意見を聞きたいんですよね？」

「いや、まあ……わかってたというか、何となくアタシの勘かんが告げていたというか……」

　どこか気まずそうに目を逸そらされる。

　勘で弁護される側がわはたまったもんじゃないだろうな、と宗一は小日向というヴァンパイアに同情した。もちろん口には出さなかったが。

「と、ともかくだ。小日向が冤罪だという理由を聞かせてくれ」

「単純な話です」

　宗一が思わせぶりな態度で言った。

「彼女はヴァンパイアなんですよね？　被ひ害がい者は首筋に牙きばで突つかれた傷がある。死因は失血死だが現場には流れている血が少ない。だからヴァンパイアが血を飲んだとされたようですが、これが矛む盾じゆんしてます」

「何な故ぜだ？　弁護する立場のアタシが言うのもあれだが、筋は通っていると思うが」

「通ってません。ヴァンパイアに吸血された人間はヴァンパイアになってないとおかしい」

「──あ」

　こちらの説明に麗子が呆ぼう然ぜんとした。目から鱗うろこといった感じだ。

「このヴァンパイアの特性はモンスターの実在を知らない一いつ般ぱん人じんですら把は握あくしてる。だから彼女を捕つかまえた奴やつはド素人だと言ったんです」

「……まるでそれに思い至らなかったアタシもド素人だと言っているように聞こえるが」

「空そら耳みみですよ。ともあれ、被ひ害がい者がヴァンパイアにならずに死んだのであれば、ヴァンパイアの吸血行こう為いではありません。おおかた彼女の正体を知っていて、なおかつ彼女と被害者に恨うらみを持つ真犯人の偽ぎ装そう工作ですね」

「小こ日向ひなたに罪をなすりつけようとしていた、ということか……ふむ。そういう人物には心当たりがある。そいつの犯行と証明できればアタシの仕事もほとんど終わりだな」

　麗れい子こは自前の手帳に何やらメモを取り出した。今の説明を書き残しているらしい。相変わらずマメな性格だ。まあそういうところが弁護士たる所以ゆえんなのだろう。

「そういえば辰たつ巳み。最近、助手を雇やとったそうだな」

　仕事は一段落したと判断したのか、麗子が関係ない世間話を振ふってきた。

　ついでに手帳をしまい、ケーキセットに手をつけ始めている。

「……何でうちの人事事情を知ってるんですかね」

「弁護士をやってると耳が敏さとくなってな。しかも若くて可愛かわいいＪＫらしいじゃないか」

「ＪＫって、まるでおっさんみたいな言い方を……待った、フォークは反則です」

　フォークをダーツみたいに構えた麗子を制止する。

　とても残念そうにフォークを下ろした彼女が、次ついで下げ世せ話わな笑えみを浮かべた。

「聞いた話によると仕事で助けたサキュバスだそうだな。金に汚きたないお前が人を雇うとは、やはりあれか。骨ほね抜ぬきにされたのか」

「違ちがいますよ。仕事上、仕方なくってやつです」

　つーか骨抜きって何だ、と思いつつ宗そう一いちが続ける。

「人間になりたいって依い頼らいされましてね。長期の指導になるし、依頼料も働いて払はらうって条件だから住み込みで雇って──」

「……ん？　ちょっと待て」

　麗子が説明を遮さえぎってきた。

「サキュバスって悪あく魔まだろう？　悪魔が人間になる方法なんてあるのか？」

「ありますよ。少なくとも俺は実例を一つ知ってます」

「興味深いな。どんな方法なんだ？」

　その問いに対して、宗一はにこやかに指で丸を作った。

　麗子が顔を顰しかめる。その丸がＯＫという意味ではないと長い付き合いで察したらしい。

「金を取るのか」

「当然。俺はこういう知識を商品にしてますから。全二十回講義、一回の講義につき十万。簡単な概がい要ようだけなら十分の一でいいですよ」

　カツアゲじみた酷ひどい金額を提示する宗一に、麗子が躊ちゆう躇ちよするように黙だまる。

　やがて彼女はバッグから財さい布ふを取り出し、抜き取った万札を無造作に差し出してきた。

　わーい、とそれを受け取った宗一が説明を始めた。

「まずは体内にある悪あく魔まの魔力を綺き麗れいさっぱり枯こ渇かつさせます。まあここが一番難しいんですけどね、魔力は生命力とほぼ同義なので。生きているだけで外部のマナは取り込んでしまうし、そうでなくても体内で魔力を生成してしまいます」

「ほう。ならば何かしら特とく殊しゆな措そ置ちをしないとならないのか」

「ええ、薬で魔力生成やマナの取り込みを抑よく制せいしたりね。さらにサキュバスの場合は通常とは異なった手段で魔力を取り込めるのでそれも禁止」

「なるほどな、いわゆる吸精か」

　サキュバスがそういう特殊性を持つ種族であるのは、さすがに麗れい子こも知っていたようだ。

「その他ほかにはまあ、恋愛も禁止ですかね」

「恋愛もダメなのか」

　麗子が意外そうな顔をする。

「そうです。サキュバスは意中の相手に対してドレイン能力が高まりますから」

「恋する相手からはより多く魔力を吸い取れると？」

「多く吸い取れるわけではなく、些さ細さいなことでも吸い取れるようになる感じですかね。恋愛感情を抱いだく相手とキスをしたり、手を繫つないだりするだけで吸精できるようになります」

　そこで宗そう一いちがエスプレッソを一口飲む。

「あと好意を言葉にしたら、それが力を持って魔力に変へん換かんされてしまう場合もあります」

「よくわからないが、言こと霊だまというやつか？」

「そういうことです。とりあえず魔力を枯渇させる。それから然しかるべき道具を揃そろえて然るべき処置を施ほどこせば、悪魔は人間になります」

「その然るべき処置とは何だ」

「これ以上は第二回講義なので追加料金ですが」

「むっ……ならもういい。充じゆう分ぶん面おも白しろかったしな」

　麗子が拗すねるように言ったので、講義はここまでとした。

　それからケーキを一口食べた彼女が思案顔で言う。

「しかし恋愛も禁止か……ん？　ああ、仕方なく住み込みで雇やとっていると言っていたな。それは恋愛から遠ざけるための監かん視しを兼かねているのか」

「そうです」

「その子はまだ高校生だろ、厳しいんじゃないか？」

「他の悪魔が人間になる場合に比べれば大分楽な条件ですよ」

　宗一が言うと、麗子は「そんなものなのか」と納なつ得とくしたようだった。

「しかしお前の事務所にいる間はいいが、学校で恋愛していたらどうしようもないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あいつを転校させたところは女子校ですから」

「ふうん、女子校ね」

　と、麗れい子こがどこか含ふくみがあるように言った。

「辰たつ巳み、お前は学校に通っていないんだよな？」

「え？　まあ十年前からこの業界で働いてますからね。それまでは通ってましたけど」

「ほう？　じゃあ学校という閉へい鎖さ空間はしばらくご無ぶ沙さ汰たしているわけだな」

　なるほど、と麗子がにやにやし始めた。その様子に思わず顰しかめっ面つらを浮かべてしまう。

「さっきから何すか、麗子さん。俺が学校に通ってないと何かあるんですか？」

「いや、だから今回のお前はツメが甘いんだろうなと思ってな」

「へ？」

「アタシも女子校出身だが──意外とあるぞ」

　してやったりといった顔で麗子が告げた。

　意外とある。それを聞いた宗一がしばらく呆ぼう然ぜんとした。

「……や、まさかまさか」

「アタシの学年には知っている限りで三組はいた」

「…………」

　いやいやさすがに……ねえ？　と宗一が己おのれの考えを否定する。

　数日後。彼の予想に限りなく似て非なる事が起こるのだった。
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「突とつ然ぜん呼び出してごめんなさい、真しん成じよう寺じさん」

　一ヶ月前に転校してきた白しろ沢さわ南みなみ女子高等学校で、真成寺遥はる奈なは冷ひや汗あせを流していた。

　放課後の体育館裏。遥奈の正面には気の強そうな女の子が立っている。

　赤毛の髪かみにウェーブを当てたサイドポニー。どこか気むずかしそうな雰ふん囲い気きを纏まとっているがその顔立ちは同性の遥奈から見ても可愛かわいらしかった。

「…………」

　高校二年生の春。真成寺遥奈は同性の子に人ひと気けのない場所へ呼び出されていた。

　事の発ほつ端たんは今朝方だ。いつものように登校した遥奈は下げ駄た箱ばこに入っていた手紙に気付いた。

　差さし出だし人にんの名前はなく、内容はこんな感じだ。




　──放課後、体育館裏でお待ちしています。




　携けい帯たいやスマホが普ふ及きゆうしている今のご時世で、何やら古風な呼び出し方だ。

　遥奈はまずそんな感想を抱いだいてから、遅おくれて事の重大さに気付いた。
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　……ここは女子校だ。宗そう一いちの計らいで転校してきたのだから間ま違ちがいない。

　やはりこれはお付き合いの申し出だろうか。だとするならお断りしなければならない。

　だって自分は恋愛を禁止されている。

　それは遥はる奈なが人間になるために、宗一から提示された条件の一つだ。

　そうでなくとも遥奈はノーマルだ。サキュバスの血が覚かく醒せいしてしまい、自分の意志とは裏うら腹はらにアブノーマルな発言をしてしまうこともあるが、恋愛感情だけでいえば断じてノーマルだ。

　だって今は胸に秘ひめているが、遥奈が気にかかっているのは……、

「それで真しん成じよう寺じさんにお話があるのだけど」

「ふぁ、ふぁいっ!?」

　突とつ然ぜん話しかけられ、物の見事に嚙かんでしまった。だって仕方ないだろう。こういう申し出は初の経験だし、相手が同性となれば未知との遭そう遇ぐうレベルなのだから。

　緊きん張ちようしまくっている遥奈に、その女子が不ふ審しんそうな顔をした。

「どうしたのよ、いきなり変な声を出しちゃって」

「な、何でもない……えっと、貴女あなたは？」

「あぁ、ごめんなさい。私は小こ日向ひなた美み織おり、隣となりのクラスだけど覚えてない？」

「……えっと」

「いいのよ。真成寺さんは転校してきたばかりだし、知らなくて当然だもの」

　そう言いつつも美み織おりががっかりしているのを見て、何だか申し訳なくなった。

「それじゃ改めて、真しん成じよう寺じさんに話したいことがあるの」

　──来た。

　その切り出しに遥はる奈なは自然と気持ちが落ち着いた。土ど壇たん場ばになって冷静さを取り戻もどし、言いたいことがすんなりと纏まとまっていく。

「実は私……」

「そのことなんだけど」

　美織がすべてを言い切る前に、遥奈が告げる。

「ごめんなさい。この話はお断りさせてください」

「え？」

　美織が呆ぼう然ぜんと目を見開いた。それから少し震ふるえる声で続ける。

「断るって……私が何を言いたいのかわかってるの？」

「うん、こうやって呼び出されれば、さすがにわかるよ」

「そ、それなら」

「ごめん。わたし、そういうのは禁止されてるから」

「……そんな」

　遥奈の断りが相当ショックだったのか、美織が言葉を失う。

　それでも諦あきらめきれないとばかりに、彼女は遥奈に詰つめ寄った。

「お願いよ、真成寺さん！　お金なら出来る限り用意するわ！」

「お金を!?」

　彼女は金で関係を買おうとしている!?

「結構なお金が必要だって聞いてるもの。だから考え直してちょうだい」

「い、いや、自分で言うのもあれだけど、わたしはそこまでお金がかかる女じゃ……」

「それでも足りないというなら精一いつ杯ぱい、体で払はらうわ！」

「体で!?」

　まだ付き合うかもわからないのに、すでに肉体関係に言げん及きゆうしている!?

　話の急展開についていけなくて、遥奈があわあわと慌あわてふためく。

「で、でもわたしは、女の子同士だし……恋愛は禁止されてて、だから、お金も体もダメで、えっと、人間になるために……？」

　さっきの凛りんとしたお断り文句はどこへやら。遥奈は自分でも何を言っているかわからずにぐるぐると目を回す。

「恋愛……何のこと？」

「え？」

　その時だ。美織が遥奈の言葉を拾って、眉まゆを顰ひそめた。

　彼女は今もなお混乱している遥はる奈なに対して、改まって説明し始めた。

「私のお母さんが世話になった弁護士に聞いたの。貴女あなたがモントラのとこで働いてるって」

　モントラ。モンスターインストラクター。

　つまり辰たつ巳み宗そう一いちのことだ。確かに自分は彼の下もとで働いている。

　美み織おりはそれを知っていて遥奈を呼び出したらしい。

　ということは……、

「えっと、じゃあわたしに話したいことって？」

「そのモントラに仕事を依い頼らいしたいの。結構なやり手らしいじゃない？　ちょっと相談しただけでお母さんを釈しやく放ほうに導いたって聞いてるわ」

「……人ひと気けのないところに呼び出したのは？」

「自分の正体がモンスターだって誰だれかに聞かれちゃまずいでしょ」

「…………」

　盛大な勘かん違ちがいに気付いた遥奈は、盛大に火ほ照てった顔を両手で覆おおい隠かくした。

　そんな彼女の様子に、美織が扱あつかいに困ったように声をかけてくる。

「その……安心して。勘違いは誰にでもあると思うわ」

「きゃああああ！　触ふれないでっ、お願いだからその件はスルーしてぇ……うぅ」

　恥はずかしさのあまり涙なみだまで出てきた。

　もうこの場から走って逃にげ出したい。だが仕事の話を聞かなければならない。

「ソレデ、コノ度たびノゴ依頼ハ、ドノヨーナ内容デショーカ？」

　結果として、遥奈は泣きながら業務用態度で乗り切ることにした。

　涙なみだながらの無心ワーク。深夜勤のコンビニバイトも驚おどろきの棒読みである。

「え、ええ……そうね。今のうちに話しておかないとね」

　そんな遥奈に、美織はややたじろぎながらも告げる。

「私が貴女あなた達にお願いしたいのは──」
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「友達の作り方を教えてほしい？」

　事務所の応接間で、宗一が呆あきれを含ふくんだ声で問い返した。

　正面には学校帰りの遥奈が連れてきた少女がいる。遥奈はその隣となりに座っていた。

　モーラはいつものように宗一の背後に控ひかえていた。相変わらず背筋どころか狼おおかみの耳先からつま先までピンと伸のばしている整然とした佇たたずまいだ。

　客と紹しよう介かいされた少女──小こ日向ひなた美織は宗一を見やって顔を顰しかめた。

　それから彼女は隣にいる遥奈にヒソヒソと話しかける。

「真しん成じよう寺じさん。このど根性ガ●ルのひ●しみたいに、頭に眼鏡を載のせてる間ま抜ぬけそうな男が凄すご腕うでのモントラなの？」

「例える作品が古いなこの娘むすめ。あとひろ●のあれは眼鏡ではなくサングラスという設定だ」

　その内ない緒しよ話風ふう味みにすかさず突つっ込む。ヒソヒソ話しているクセにばっちり聞こえる声量なあたり、どうも当てつけのようだ。

「ったく、ダンピールってのはこんな奴やつばっかだな。あれか、人間を見下さないと生きていけないのか」

「────」

　宗そう一いちが文句を吐はき捨てると、美み織おりが意表を突かれたように黙だまった。

　そしてすぐに警けい戒かい心を露あらわにして、宗一を鋭するどく見据すえてくる。

「ちょっと貴方あなた、どうして私の正体を知ってんのよ」

「最近受けた仕事の中で『小こ日向ひなた』という名字を聞いた。お前がここに来たのも、どうせ母親か麗れい子こさんに俺のことを聞いたんだろ」

「ふぅん……最低限の洞どう察さつ力はあるみたいね」

「お前な、さっきから仕事を頼たのむ態度じゃねーぞ」

「だって思ったよりもずっと若いもん。依い頼らいする立場として当然でしょ？」

　宗一の抗こう議ぎに対して美織が、ふぅ……とわざとらしく嘆たん息そくした。

「凄腕と聞いてブラッ●・ジャックを想像していたらひ●しだったのよ？　誰だれだってがっかりするじゃない」

「だから例えが古い。それにひろ●をバカにするな、何か恨うらみでもあるのか」

「私、カエルが嫌きらいなのよね」

「だったらピョ●吉に言え。ひ●し、とばっちりじゃねーか」

　内容はだいぶ下らないが、二人の剣けん吞のんなやり取りに遥はる奈ながハラハラしていた。モーラはモーラで我関せずを貫つらぬいている。

「宗一さん。さっきから当たり前のように言ってますけどダンピールって？」

　と、遥奈が場を取りなすように尋たずねてきた。

「人間とヴァンパイアの混血だ。ヴァンパイアの身体能力、高い魔ま力りよく、種族固有の魔法を保持しておきながら、人間の血のおかげでヴァンパイアの弱点をすべて克こく服ふくしてるチートみたいな存在だよ。吸血の必要すらなく、《ヴァンパイア殺し》の異名まである」

「あら、人間のクセにわかってるじゃない。褒ほめてあげるわ」

　ふふん、と何な故ぜか勝ち誇ほこったように美織が笑った。

　それを無視して遥奈への説明を続ける。

「しかもヴァンパイアは生来プライドが高い種族だ。自らをモンスター界の貴族と称しようしてるくらいにな。この特とく徴ちようはダンピールにも受け継つがれる場合が多い」

　宗そう一いちに言わせれば、この現代に貴族意識を持ち出しているただのコミュ障だが。

「結果、ヴァンパイアの弱点もなく高スペックな自分に調子づいたダンピールってのは人間をなめ腐くさった奴やつが多いんだ」

「まるで人間を見下すのがいけないって言い草だけど、何が悪いっていうのよ？」

「わかったか遥はる奈な。こんな感じだ」

「な、なるほど……」

　そこで遥奈は、あれ？　と首を傾かしげた。

「でも小こ日向ひなたさん、わたしと接する時は普ふ通つうだよね？」

「だって真しん成じよう寺じさんはサキュバスでしょ？　麗れい子こから聞いたわ」

「それ、何か関係あるの？」

　遥奈がしきりに不思議がるので、宗一は仕方なく口を開いた。

「サキュバスってのは夢む魔まの中では高位の種族なんだよ。だから小日向もお前を『同格』と認めてるんだろうさ」

　ダンピールというのは自分より劣れつ等とうだと思っている者には容よう赦しやない扱あつかいをする。しかし裏を返せば、認めている相手には敬意を払はらうのである。

「わたしって凄すごい種族だったんだ……」

「ええ、そうよ。そんな貴女あなたを使いっ走りのように雇やとってる人間の気が知れないわ」

　目を丸くする遥奈に対して美み織おりがそう言って、宗一を蔑さげすむように見やってきた。

「……はぁ」

　最も早はや言い返す気力も失せて、ため息を漏もらす。

　まず相手を値ね踏ぶみするような目、初対面にもかかわらず暴言の嵐あらし……小日向美織の態度はすべてダンピールの特とく徴ちように一いつ致ちしている。

　今まで幾いく人にんものダンピールに会ってきたが、この種族をどうも好きになれない。

　しかも宗一の不満はそれだけではなかった。

「大体な、例える作品が古いかと思えばその悩なやみも古ふる臭くさいんだよ」

「何ですって？」

「友達がいないと主要キャラ達が悩む作品が、今の世にどれだけ溢あふれてると思ってんだ。二番煎せんじどころか二百番煎じもいいとこだ。新しん鮮せん味もなにもあったもんじゃない」

「そんなの知ったこっちゃないわよ」

　美織に睨にらまれても宗一は意に介かいさない。

　この前は恋愛相談で、今度は友達相談だと？

　モントラを何だと思っているんだ。保健室の先生じゃないんだぞ。

「誇ほこり高きヴァンパイア血族である私が、友達がいないなんて思われるのは癪しやくなの」

「……」

　その動機を聞いた宗そう一いちがピクリと片かた眉まゆを上げる。

「だから私に人間の友達の作り方を教えなさい」

　物を頼たのむ時ですら不ふ遜そんな態度の美み織おりに、宗一は静かに思考する。

　要はダンピールに人間の友達という価値観を教える。

　改めて言うまでもなくモントラの仕事に合がつ致ちする。

　そこまで考えて、宗一は諦あきらめたように言った。

「まあ相手がコミュ障だろうが何だろうが、客なら仕事は受ける」

「……何か甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいな評価なんだけど。もしかしてバカにしてるの？」

「空そら耳みみだろ」

　一言で切り捨てると、美織が不愉快そうに鼻を鳴らす。

「……ふんっ。まあいいわ、つまり仕事は受けるってことなのね？」

「言ったろ。客なら、だ」

　宗一はモーラが淹いれてくれたコーヒーを一口飲んでから続ける。

「予算はいくらなんだ」

「私の貯ちよ金きんを全部はたいて、五十万くらいだけど」

「足りん。俺の指導を買うなら、その四倍だ」

　宗一が提示した金額に、美織が啞あ然ぜんとした。

「四倍って……たかが友達の作り方を教わるだけでそんなに？　ふざけないでよ」

「その『たかが』を知らないから俺の指導を受けたいんだろ」

「うぐっ……だとしても、その金額はぼったくりでしょ」

　美織の目には明確な怒いかりが宿っている。

「高いか？　専門学校の学費なんかと同じくらいにしたつもりだがな」

「専門学校の学費と一いつ介かいのインストラクターの指導料を同じにしないでよ」

「はっ、冗じよう談だんだけは面おも白しろいな。いいか？　愛や幸せが金で買えるという世の先人達が残したありがたいお言葉に俺が一つ付け加えてやる。よく聞け」

　ピシャリと前置きしてから告げる。

「努力は金で買える」

　そのあまりの暴論に、美織はおろか普ふ段だんは彼の行動を咎とがめる遥はる奈なですら反論してこない。

「いい環かん境きようを整え、いい道具を揃そろえ、いい指導者を雇やとうには金が必要だ。それで努力が必ず報むくわれるとは言わないが、報われる可能性は格段に高くなる」

「……何よそれ。そんなものがなくたって努力だけで成功した人はいるわ」

「ごく一部の例を挙げるのは反論になりえない。まあ仮にそうだとしてやってもいいが、ならば何な故ぜお前は俺のとこに来た」

「……」

「小こ日向ひなた。お前は凄すご腕うでという噂うわさを聞いて、俺の指導を買いに来た。徒労になることを嫌いやがり、効率のいい努力をするためにな」

「それは……」

「そして俺の指導料は二百万だ。この額で頷うなずけないならお前は客じゃない。何なら五十万は前金として、残りはローン返済でもいいし働いて返してもらってもいい」

　その条件を出し終わったところで、宗そう一いちは一ひと息いきついた。

「それでも嫌いやなら、その金は友達料にして友達でも雇やとえ。最近はそういう仕事もやってるそうだ。このご時世に生まれてよかったな、今は友情も金で買える時代だ」

「……信じられないっ。これで本当に指導者なの？　金の亡もう者じやの間ま違ちがいでしょ！」

　美み織おりが悔くやしげに拳こぶしを握にぎり締しめている。ぐぬぬ、という効果音でも聞こえてきそうだった。

　それから彼女はブツブツと宗一への文句を呟つぶやく。「何て偉えらそうなの」「大体あの眼鏡は何なのよ」「ひろ●のクセにひ●しのクセ」などなど。

　その罵ば詈り雑ぞう言ごんを宗一が涼すずしい顔でスルーする。

「……わかったわよ。その額で買ってあげるわ。ありがたく思いなさい」

　すると精神攻こう撃げきが無む駄だだと悟さとったのか、美織が本当に忌いま々いましげに言った。

「指導はいつからよ」

「明日からだ。学校帰りに来い。それと前金も忘れるな」

「いちいち言われなくてもわかってるわよ。本当に[image: かん]かんに障さわる男ね」

「お互たがい様だ」

　ため息混じりに言ってやると、美織がすっくと立ち上がる。契けい約やくを終えて早々に帰宅するつもりらしい。一刻も早く宗一の前から去りたいというのが見て取れた。

　と、美織が退室間ま際ぎわに、宗一を鋭するどい目付きで睨にらみ付けてくる。何かと思えば彼女は「べー」と舌を出して威い嚇かくしてきた。

「ふんっ」

　それで満足したのか、美織は今度こそ応接間から出て行った。

　しばらくしてエントランスホールの方からドアが閉まる音が聞こえてきた。

「去り際まで腹立つ娘むすめだな。俺に教えを請こう気があるのか」

「……宗一さん、今日はやけにきつい物言いでしたね」

「そんなことない。俺はいつも通りだ」

「そうでしょうか」

　今まで事の成り行きを静観していたモーラが遥奈に続く。いつも『主あるじの御み心こころのままに』を地でいく彼女にしては珍めずらしく、疑問を投げかけてきた。

「此こ度たびの宗一様はいつもより二十二パーセントほど多く、悪意のあるお言葉を用いていらっしゃいました。わたくしには何か意図があったように思えます」

「モーラさんまで……まあ半分は意図してましたけどね」

　二人にじぃーと見つめられ、観念してため息をついた。

「小こ日向ひなたは一つ致ち命めい的な欠点がある」

「欠点ですか？　確かに素す直なおじゃないとは思いますけど……」

「そこじゃない。いやそれも問題だが、俺が言ってるのはもっと根本の話だ」

　そう言うと遥はる奈なが不思議そうにしていた。どうやら彼女はわからなかったらしい。

「その欠点を抱かかえたままちゃんと成長できるのか、それを見極きわめてた」

「スパルタ教育的にわざと厳しくしていたってことですか？」

「……まあそんなところだ」

「ふふっ。何だ、小日向さんのためだったんですね」

　遥奈が安あん堵どの笑えみを浮かべる。

「もうそこまで考えてらしたとは、さすがでございます」

　モーラも本気かどうかわからない調子で褒ほめ称たたえてきた。

　二人の好意的な解かい釈しやくがどうもむず痒がゆくて、宗そう一いちはつい渋しぶい顔をしてしまう。

　と、遥奈が何かに気付いたように首を傾かしげた。

「あれ？　じゃあ残りの半分は何ですか？」

「単純に俺はあいつが気に食わん」

「……それは明かさないでほしかったです」

「……とどのつまり私情を挟はさんでいらっしゃいましたか」

　それがなければ素直に見直せたのに、と遥奈とモーラに呆あきれられてしまった。
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　翌日の夕方。昼ひる寝ねを終えた宗一が応接間に向かうと、小日向美み織おりがくつろいでいた。

「モーラさん、このクッキー美お味いしいですね。どこで売っているんですか？」

「恥はずかしながらわたくしの自作でございます」

「あ、そうなんですか。すごい、お菓か子し作りまでできるんですね」

「お褒めの言葉、恐きよう悦えつ至し極ごくでございます」

　美織はモーラと談笑しながら、もてなしの紅茶を飲んでいた。

　寝起きから嫌いやな奴やつを見てしまい、思わず顔を顰しかめる。

　何な故ぜあの女はあんなにも優ゆう雅がにティータイムしているのか。しかもその振ふる舞まいといったら宗一よりもよっぽどこの屋や敷しきに似合っていた。

　と、美織が宗一に気付いた。

「あら、こんばんは先生。お邪じや魔ましているわよ」

「……先生？」

　何の心境の変化か、美み織おりがそう呼んできた。

「私としては本当に心底不本意だけど、貴方あなたはインストラクターだもの。たとえ上うわっ面つらだけでも礼れい儀ぎは尽つくしてあげるわ。ありがたく思うことね」

「尽くしてねぇよ。半分くらい失礼してんだろーが」

　物言いといい嘲ちよう笑しようじみた表情といい、とても「先生」などとこちらを立てるタマではない。

　この娘むすめは相変わらず宗そう一いちをなめきっている。

「おはようございます宗一様。よく眠ねむれましたか」

　そこでモーラが深々と一礼してくる。

「いえ、あまり……俺にもコーヒーをお願いできますか」

「かしこまりました」

　モーラがしずしずとキッチンへ向かう。それを見送って、どさっと無造作にソファーに座った。睡すい眠みん時間が足りなくて頭がぼーっとしている。

「モーラさんって何者なの？」

　すると美織が不ふ審しんげに尋たずねてきた。

　何なに気げなさを装よそおっているが、その表情には戦せん慄りつが色濃こく出ている。

「コミュニケーションに慣れてない私でも喋しやべれるように、うまく会話を誘ゆう導どうされたわ。あの気き遣づかいっぷりは異常としか……って何よ、その目は？」

「コミュ障って自覚はあったのか」

「うるさいわね。失礼な口を利きいてると、ここから叩たたき出すわよ」

「この家の所有者みたいに言うな。俺の事務所だぞ」

「宗一様、コーヒーをお持ちしました」

　その時、ちょうどよくモーラがキッチンから戻もどってきた。ありがとうございます、と差し出されたコーヒーを受け取る。

「ちょうどいい。そんなに知りたいなら教えてやろう」

　そのコーヒーを一口飲んでから立ち上がる。

　そして、よく見ておけとばかりにモーラを手で差し示した。

「彼女はキキーモラという幻げん獣じゆう種のモーラさんだ。数年前からここで働いてもらってる」

「ご紹しよう介かいに与あずかりました、モーラと申します。改めてお見知りおきを」

　紹介に合わせて、モーラがぺこりと一礼する。

　さらに宗一が説明を続ける。まるで自分のことのように誇ほこらしげな顔で。

「モーラさんはこの事務所の炊すい事じ・洗せん濯たく・掃そう除じをたった一人でこなすうえに、俺の仕事のサポートをする秘書的な役割も担にない、さらにはえっちなご奉ほう仕しまでしてくれる超ちよう全能メイドさんだ！　どうだ、凄すごかろう！」

「えっちなご奉ほう仕しはいたしません」

「えっちなご奉仕はしないそうだ！　……えっ、噓うそ!?　してくれないんですか!?」

　今までの自信満々っぷりから一転、宗そう一いちが酷ひどく取り乱してモーラを見やる。

「だって宗一様は、今までわたくしにそのようなことを申しつけませんでしたから」

　モーラにふいっと目を逸そらされる。無表情ながらもどこか拗すねているように見えた。

　そんな彼女に訳もわからず呆ぼう然ぜんとしてしまってから、ハッと気を取り直した。

「い、いやいや確かに今まではそうですけど……ほら、ね？　モーラさんほどの美人となると俺もそれなりに心の準備が……」

「それに宗一様はとっくに枯かれていらっしゃるので必要がないかと存じます」

「人聞きの悪いこと言わないでください！　爺じじいじゃないんだから枯れてませんよ！」

「そうでしょうか？　そのわりに宗一様のお部屋のテッシュは減りが悪いようですが」

「そんなとこまでチェックが行き届いてるんですか!?」

「……ちょっと、私をそっちのけで会話しないでくれる？」

　いつの間にか話題から外されていて不満だったのか、美み織おりが苛いら立だっていた。

「ええい、今はそれどころじゃない！　俺が枯れてるなんていう誤解を解く方が先だ！」

　宗一がそう叫さけんだ、その時だった。

　ポトンと応接間のドア付近で何かが落ちる音がした。

[image: ]

　宗そう一いち、モーラ、美み織おりの三人がその音源を見やる。

「そ、宗一さんって枯かれてなかったんですか……？」

　そこには学校から帰宅した制服姿の遥はる奈ながいた。その足あし下もとには学生鞄かばんが落ちている。

　しかし何だ、『枯れてなかったんですか』って。まるで枯れたのが共通認にん識しきみたいではないか。

「てっきり女の子に興味ないとばかり……でも枯れてないとしたら、わ、わたしにもチャンスが……だけどそれは……」

　どうも彼女は何かの光こう明みようを得たようで、ぶつぶつと考えを纏まとめるように呟つぶやき続ける。

　やがて踏ふん切ぎりがついたのか、遥奈は顔を真っ赤にしながら宗一を見つめてきた。

「あの宗一さんっ！　わたしだったらいつでも空いて──」

「恋愛禁止のお前は問答無用で却きやつ下かだ。さっさと着き替がえてこい」

「……はい」

　しょぼくれた遥奈が足下の学生鞄を拾い、とぼとぼと応接間から出て行った。

　彼女が去ってからしばらくして、宗一はふと気になったことを美織に尋たずねる。

「お前らは何で別々に帰ってきたんだ。一いつ緒しよに来ればよかっただろ」

「────ッ」

　美織がピシリと固まった。すべての感情が凍とう結けつしたような顔だ。

　何かまずいことでも聞いたかと思っていると、彼女はぎこちなく口を開いた。

「私もそうしようと思って放課後に誘さそったのよ。だけど……」

「だけど？」

「……真しん成じよう寺じさん、クラスメイトと一緒に喫きつ茶さ店へ行く約束があったの」

　軽い気持ちで聞いたのだが、あまりに気まずい答えが返ってきた。

「……つまりあれか。遥奈は先約があったからお断りされたのか」

「そ、そうだって言ってるでしょ！　わざわざ確かく認にんしないでくれない!?」

　美織が露ろ骨こつに動どう揺ようし始めた。

　宗一は想像してしまった。一緒に帰ろうと誘ったが、遥奈に申し訳なさそうに断られ、独ひとりぼっちで事務所へ向かう美織の姿を。

「お前はホント、絵に描かいたようなぼっちだな」

　ぽろっと漏もらした感想に、美織がビキッと青筋を浮かべる。

「は、はぁ？　何それ、バカにしてるの？」

「安心しろ。俺の指導をしっかり理解すれば、そんな惨みじめなエピソードともおさらばだ」

「み、惨め……ッ!?　ほんっと先生っていちいち[image: かん]かんに障さわる言い方をするわね！」

　むきになっている美織を適当にいなし、宗一は指導の準備に取りかかった。




　　　　　　▽▲




　ドサドサッ、バサァ！　と大量の資料がテーブルに投げ出される。

「よし、じゃあ第一回の指導を始める」

　さらに応接間にホワイトボードを引っ張ってきた宗そう一いちが告げた。

　ボードには黒のフェルト・ペンで『第一回・今日から始める友達作り』と書き記す。

「指導はほとんど口こう頭とうだ。わかりにくいことがあったら図解してやるから随ずい時じ質問するように……って、どうした」

「…………」

　美み織おりがぽかーんとしていることに気付き、眉まゆを顰ひそめる。

　彼女の視線はテーブルに投げ出された資料に固定されている。

「この資料の山は何？」

　美織の質問に、思わず「はあ？」という顔をしてしまった。

　随時質問しろとは言ったが、何でそんな当たり前のことを聞くのか。

「指導に使う資料だ。今日の昼までかかったが、最低限目を通して必要なのを選んである」

「『ヴァンパイアとダンピールの生態』『ぼっちの精神分ぶん析せき』『図解・猿さるでもわかるスクールカースト構造』……あ、わたし達が通ってる白しろ沢さわ南みなみの入学案内パンフレットもあります」

　美織と並んで座っていた遥はる奈なが感心していた。それから彼女はこてんと首を傾かしげる。

「パンフレットとか設立からの年表とか、わたし達の学校の資料が多めですけど？」

「その学校の生徒達がどんな人間なのか、それを把は握あくしておかないと友達の作り方もわからんだろ。校風とか生徒達の雰ふん囲い気きによって方法は変わってくる」

　遥奈の質問に、宗一が淀よどみなく答えていく。

「例えば不良が多い高校なら、一いつ緒しよに悪さをすれば共犯者という絆きずなを得て仲良くなれる場合がある。だがそれは校則が厳しい進学校だった場合、逆に白い目で見られるだろ」

「あー、なるほど」

「調べてみた結果、白沢南は偏へん差さ値ちが平均より高め。部活もちらほらと県けん大たいで好成績を収めるとこがあるが、ほとんどが平均。つまり女子校である点を除けば普ふ通つうの高校だ」

「それ、調べる必要があったんですか？」

「普通の女子校だと知れただろう。つまり不良が多い学校や偏差値激高のガリ勉進学校などで用いる特とく殊しゆな方法は必要なく、普通の友達の作り方でいいと判断できた」

「あ、そういうことですか」

　再びほわーと感心している遥奈。そんな彼女とは対照的に美織はさっきから黙だまっている。

「……先生、さっき起きたのよね。もしかして昨日から寝ねずにこれを調べてたの？」

　美み織おりが意外そうに尋たずねてきた。

「ああ、今日から指導を始めるには時間がなかったからな」

「……あはっ。何よ、やっと本気になったってこと？」

　答えた途と端たん、美織は悦えつに浸ひたった笑えみを浮かべた。

　宗そう一いちが睡すい眠みん時間を削けずったのがそんなに嬉うれしいのか、ふふんっと勝ち誇ほこったように言う。

「所しよ詮せんは金で雇やとわれた人間ってことね。その調子で私のために全力を尽つくしなさい」

「？　俺がお前のために全力を尽くすのは当然だろ」

「──え？」

　美織がきょとんとした顔になった。

　思わず肩かたを落とす。どうもこの娘むすめは宗一を雇っておきながら、インストラクターというものを勘かん違ちがいしているようだ。

「指導を売り物にしているにもかかわらずそれに手を抜ぬいたら、指導者じゃなくてただの詐さ欺ぎ師だ。インストラクターを名乗る以上、そこをはき違えるつもりはない」

　きっぱり言い放つと、美織が目を丸くしていた。

　どこか感かん銘めいを受けたかのように黙だまる彼女に、宗一はため息を漏もらす。

「俺は客を選ぶが、自ら選んだ以上は全ぜん霊れいを注ぐ。手を抜くと思われたのは心外だな」

「……ええ、疑って悪かったわよ」

　まだ驚おどろきの余よ韻いんが残っているのか、美織が案外素す直なおに謝ってきた。

「てっきり昼間に起きたのは、引きニートだから昼夜逆転してるんだと思ってて。ちゃんと仕事してるのが意外だったの」

　聞き分けがいいのは構わないが、その内容は聞き逃のがせない。

「ちょっと待て。俺のどこが引きニートだ」

「見るからにだけど？」

「お……おいおいおい、失礼しちゃうな。見るからにって何だ」

　いや確かに宗一は、本来なら高三の年ねん齢れいであるのに学校には行ってない。

　だがちゃんとモントラとして働いている。しかも下積み六年、事務所を継ついで四年で計十年というかなりのベテラン職歴だ。ニートではなく立派な社会人である。

　……社会人のはずだが、もしかして周りはそう見ていないのか？

「あ、あれ、モーラさん？　俺ってちゃんと社会人に見えますよね？」

　美織の指摘で急に不安になって、モーラに尋たずねてみる。

　と、モーラはやや沈ちん黙もくしてから静かに口を開いた。

「非常に申し上げにくいのですが、宗一様はご近所様の間で『若いのに学校行くでもなく働くでもなく、いつもスーツのコスプレをしている引きこもり』と噂うわさになっておられます」

「モーラさん、それを言っていたご近所さんの名前を列挙してくれませんか。いやね、誤解を解くために後で挨あい拶さつに行こうかなーと思いまして」

「そ、宗そう一いちさん！　復ふく讐しゆうの方法を無自覚に書き殴なぐってますよ！」

「おっといけね」

　遥はる奈なの指摘で我に返り、無意識に書いたホワイトボードの文字を見やる。

　深夜にドラム演奏、知人のゴーストを取り憑つかせる、呪じゆ術じゆつ……我ながら惚ほれ惚れするほど陰いん湿しつだ。あとでどれか実じつ践せんしよう。

　きゅっきゅっとイレーサーで文字を消して、一いつ旦たん咳せき払ばらいをする。

「とにかくだ、他ほかに質問がないなら指導を始める」

「──ええ、お願いするわ」

　と、美み織おりは殊しゆ勝しような態度で一礼した。先ほどみたいに突つっかかってくることもない。

　そんな彼女に拍ひよう子し抜ぬけしてしまい、思わず言葉をなくす。

「どうしたの、早く始めなさいよ」

「……ああ」

　一いつ瞬しゆん彼女の素す直なおさに驚おどろいたが、その小こ生なま意い気きな態度に気を取り直す。

「まず小こ日向ひなた。お前はどんな奴やつと友達になりたい？」

「私みたいな人間かしら」

　美織がしれっと言った。

「私は頭もいいし、運動もできるし、可愛かわいいし、何より種族として優ゆう秀しゆうなダンピールだもの。こんな私に匹ひつ敵てきする人間なんて絶対にいないでしょうけど、もしいたとしたら是ぜ非ひ友達になってみたいわね」

「…………」

　どうも本気で言っているらしい美織に、一同が言葉をなくす。

「あの、宗一さん……？」

「……言ったろ。ダンピールってのはこういう奴やつらばっかなんだ」

「宗一様、腕うでの見せ所でございます」

「応おう援えんありがとうございます、モーラさん。危あやうく心がへし折れるとこでした」

「？　何でみんな揃そろって遠い目をしてるのよ」

　首を傾かしげる美織に対して、宗一はおろか遥奈とモーラですら肩かたを落とした。

　これはまた長く険けわしい指導になりそうだ。
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　それから数日、宗一による指導は難航を極きわめつつも続いた。

　難航した原因は何かというと、お察しの通り宗一と美織の相性の悪さである。

　彼らは指導中であっても暇ひまさえあればお互たがいを罵ば倒とうし合い、予定しているよりも長く時間を使ってしまうのだ。

　そんな中でも比ひ較かく的スムーズに指導が進行した場面を抜ばつ粋すいすると、以下のようになる。




　──『ターゲットの選び方』編──

「質問だ。友達になろうとする場合、小こ日向ひなたはまずどんな奴やつに声をかける？」

「そんなの簡単よ。趣しゆ味みが合う人とかでしょ？　同じ話題があればすぐ打ち解けられるもの」

「はっ、やっぱりな。思った通りぼっちにありがちなミスをしてる」

「何ですって？」

「いいか？　これから友達を作りたい奴が最初からターゲットを絞しぼってどうする？　例えばお前と同じ趣味の奴が五人に一人いるとしよう。白しろ沢さわ南みなみの生徒は一学年毎ごとに約四百人。お前は同学年の友達を作ろうとした時、八十人にしか声をかけないわけだ」

「それの何がいけないっていうのよ」

「他ほかの三百二十人は趣味が違ちがうというだけで、絶対に友達になりえないのか？」

「……そういうわけじゃないけど」

「そうだ。つまり趣味が合うという条件から選べるのは何もしなくても他人が集まってくる人気者か、すでに誰だれとでも友達になる術すべを熟じゆく知ちしている気さくな奴だけに許される贅ぜい沢たくだ。そして小日向、ぼっちのお前は言うまでもなくどちらでもない！」

「さっきからぼっちぼっちって連呼しないでくれる？　不ふ愉ゆ快かいなんだけど」

「友達とは趣味が合う奴じゃない、気が合う奴だ。そして気が合うかどうかは話してみないとわからん。故ゆえに話しかける相手を自ら限定するなど愚ぐ行こうでしかないと肝きもに銘めいじておけ」




　──『出会いのタイミング』編──

「時に小日向。友達が集まってグループになってる時、そいつらは何を求めてると思う？」

「わかるはずないじゃない。グループどころか二人組にすらなったことないんだから」

「悪かったよ、そう睨にらむな。友達グループが求めているのは、ずばり『居い心ごこ地ちのよさ』だ」

「居心地のよさ？」

「そして居心地を悪くする要因は何であれ嫌きらわれる。その最たる例は『新しい要素の加入』だ。今まで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったグループの空気が、新参者により良くも悪くも乱れるからな。友達同士で固まっているところに話しかけるなんてのは論外だ」

「じゃあどうやって声をかければいいのよ」

「一人のところを狙ねらえ。例えば普ふ段だんはグループになっている奴の一人が、グループから離はなれて図書館で読書をしていたとする」

「その時に声をかければ受け入れてくれるってこと？　何それ、単純すぎない？」

「そうでもない。その時のそいつは『グループの雰ふん囲い気きが壊こわれるかもしれない』という心配をしてないからな。あくまで新参者との一対一の関係しか気にしてない。複数人を同時に攻こう略りやくするよりも遥はるかに簡単だ」




　──『声をかけるコツ』編──

「これまでの指導は何となくわかってきたけど、どうやって話しかければいいの？」

「小こ日向ひなた、お前の好きなことは何だ」

「好きなこと……？　い、いきなり何よ」

「いいから、好きなことだよ。休日に何をしてすごすのか」

「大体はお母さんが昔に録画したアニメを観みたり、漫まん画がを読んだりしてるけど」

「例える作品が古いのは母親の影えい響きようか……今のでわかったか」

「何がよ。回りくどいんだけど、はっきり言ってくれない？」

「人は自分の好きなことを語るのが楽しい。要するに自分に興味を持ってくれる者に興味を持つんだ。恋愛とかでもよくあるだろう？　好きと言われてから気になり出したってのは」

「そこまで都つ合ごうよくいくものなの？」

「確かに最初から『こいつは俺の好きなことを理解してくれる！　だからこいつが好き！』なんていかないが、少なくともさっきのお前みたいに『何でそんなこと聞くんだろう』と思わせられる。それはすでにこちらへ興味を持たせているってことだ」

「相手へ興味を示すことは相手にも興味を持たせる……」

「そういうことだ。だからまず相手に興味を持て。今みたいに相手の好きなことを聞くのが常じよう套とう手段だ。ただ最低限プライバシーを守れ。あまり深入りすると警けい戒かい心を抱いだかれるからな」




　──『ストレスを与あたえるな』編──

「さて、じゃあ交流が始まってからの注意点を言う。相手にストレスを与えるな」

「相手のご機き嫌げんを取れってこと？　何で私が人間に媚こびへつらわなきゃならないのよ」

「それでもいいが、そもそもお前は機嫌の取り方なんてわからねぇだろ。ぼっちだし」

「……」

「睨にらむな。それに関係を持ったばかりで相手の機嫌を取るのは危険だ。加減を間ま違ちがえると『こいつは俺に都合のいい奴やつだ』とパシリ認にん定ていされる。うまくできないならやらない方がいい」

「じゃあどうすればいいのよ」

「前に言ったろ、人は友達に居い心ごこ地ちのよさを求める。だから最初は『一いつ緒しよにいても苦にならない奴』と思わせなければならない。だからまず嫌きらわれないようにしろ」

「それって大だい丈じよう夫ぶなの？　嫌われない努力と好かれる努力は別物だからはき違えるなって、よく聞くけど」

「じゃあ聞くがお前は、目を血走らせながら手に包丁を持って常に『殺す殺す殺す』と呟つぶやいている奴やつを、実はとても優やさしくて友達思いだと紹しよう介かいされたら……友達になりたいか？」

「そんな奴、近付きたくもないわね」

「だろ？　好かれる努力ってのは嫌きらわれない努力の上でしか成り立たない。そこをはき違ちがえていると言える奴は、嫌われない立ち回りをナチュラルにできているだけだ」

「そして、それが私には足りてないってことね」

「わかってるじゃないか。やっと指導の効果が出てきたとみえる」

「……何な故ぜか激しくバカにされたように聞こえたんだけど」

「空そら耳みみだ。ともかく嫌われる要素を持っている奴が、どれだけ好かれようと立ち回っても無む駄だでしかない。だからお前がまずやるべきなのは相手に嫌われず、ストレスを与あたえないことだ。置おき物ものか観葉植物になった気持ちで、一いつ緒しよにいても大だい丈じよう夫ぶと思われる無害な奴を目覚せ」




　これらの他ほかにも宗そう一いちが教えることは多た岐きに渡わたった。

　笑え顔がおの作り方。相手を不快にさせない立たち居い振ふる舞まい。白しろ沢さわ南みなみの生徒達が好みそうな話題選び。エトセトラエトセトラ──

　一週間にも及およぶ指導で宗一は正論と持論、時には感情論さえも交え、ありとあらゆる友達の作り方を美み織おりに教え込んだ。

　そんな中で意外だったのは美織の態度だ。

「ええ、お願いするわ」

　指導を始める際、彼女は必ずそう答える。

　まだ多少棘とげはあるものの、初めて顔を合わせた時には考えられない素す直なおさだ。彼女の中で何かしらの心変わりがあったのは明白である。

　だからこそ、宗一は密ひそかに決意する。

　この指導で美織が必ず自分を変えられるように、ある仕し掛かけを打たなければならないと。
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「小こ日向ひなたさん、今までお疲つかれ様」

　指導最終日のエントランスホールにて。真しん成じよう寺じ遥はる奈なは帰宅しようとする美織に対して、労ねぎらいの言葉を贈おくった。

「ええ。ありがとう、真成寺さん」

　美織はそれに感謝すると、続けて遥奈の隣となりに立つ宗一に視線を移す。

「先生にも、お礼くらいは言ってあげるわ」

「仕事だから気にするな。それよりお前が気にするべきなのは今後の支し払はらいだ」

「もぉ、宗そう一いちさん。今それを言わなくてもいいじゃないですか」

　すまし顔で言う彼に遥はる奈なが苦笑する。どうしてこう素す直なおじゃないのだろうか。

「ここで働くか、月々のローンで返すかは、後で決めて早めに連れん絡らくするわね」

　美み織おりも遥奈と似たような笑えみを浮かべて言う。

「オススメはローン返済だ。もう俺と顔を合わせずにすむ」

　宗一はなおも皮肉を口にする。

　しかし美織も今日ばかりは特に言い返さなかった。

　その代わりとばかりに彼女は姿勢を正し、改めて宗一を見つめる。

「それじゃ、お世話になりました」

　それは深々と感謝がこもった一礼だった。

　そうして美織は後あと腐くされもなく去っていく。彼女が玄げん関かんを出て姿がなくなっても、しばらく遥奈はエントランスに留とどまっていた。

「小こ日向ひなたさん、友達ができるといいですね」

　遥奈が自然と笑みを浮かべる。

　ここ数日。遥奈は事務所だけではなく、学校での美織も見てきた。彼女は宗一に指導されたことを実じつ践せんして、四し苦く八はつ苦くしながらも頑がん張ばっていた。

　だから素直に思う。彼女には友達ができてほしい。

　美織の姿を見守ってきた遥奈は心の底からそう願っていた。

　が、

「ま、無理だろうな」

「──え？」

　あっさりと告げた宗一に、遥奈が啞あ然ぜんとした。

　そんな遥奈を置いて、彼はそそくさと応接間に行ってしまう。

「どうして無理だって決めつけるんですか」

　宗一の後を追い、ついその背中に責めるような口調を投げかけてしまう。

　あっさりと「無理だ」と告げる宗一が、何だか無性に許せなかった。

　……いや、わかっている。許せないのではない。

　ショックだったのだ。彼が教え子を簡単に見捨てているように思えたから。

　指導には全力を尽つくす。そう語った彼に……自分が尊敬する辰たつ巳み宗一に、そんなことはしてほしくなかった。

「美織は俺に何て依い頼らいしてきた？」

　そんな遥奈の心情を知ってか知らずか、宗一は淡たん々たんと問い返してきた。

　振ふり返ってきた宗一の感情がこもっていない目に、わずかにたじろいでしまう。

「それは……友達の作り方を教えてほしいって」

「そうだ。だからこそ無理だと言った」

「どうしてですか？」

「俺が教えたのは友達の作り方であって、決してアクセサリーの作り方ではない」

　どさりとソファーに座る宗そう一いちの言葉に、余計わからなくなる。

　アクセサリー。何な故ぜそんなまったく関係のない単語が出てくるのか。

「どういうことですか」

「いずれわかる」

「いずれって……」

「ま、あの性格なら早くて数日ってとこだ」

　それから遥はる奈なが何を問いただしても、宗一は沈ちん黙もくを貫つらぬくのだった。
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　それは宗一の予想通り、数日後の出来事だった。

「──先生、どういうことよ！」

　平日の夕方。宗一が応接間のソファーでくつろいでいると学校帰りの美み織おりがやってきた。

「こ、小こ日向ひなたさん……落ち着いて」

　一いつ緒しよに帰ってきた遥奈が控ひかえめになだめるが、美織は聞く耳を持っていない。

　静かに怒いかりを燃やしている美織が詰つめ寄ってくる。

「どういうこととは？」

　ソファーの横に立つ美織に、宗一が視線も合わせずに問い返す。

「貴方あなたに教えられた通りにやっても、友達ができなかったわ」

「あくまでインストラクターは教えを授さずけて導くだけだ。結果を出せなかったのは教えられた側がわの問題だろ」

「それだけじゃない！　むしろ少しだけ私の悪評が広まってるのよ！」

「だろうな。差し詰め『今まで誰だれともつるまなかった小日向さんが、いきなり誰彼構わず擦すり寄ってるらしいよ、キモ～い』ってところか」

　美織が不快そうに口をつぐんだ。当たらずといえども遠からずといったところだろう。彼女の顔には『何故知っているのか』という驚おどろきと疑念が表れていた。

　やがて何かに思い当たったかのように美織が口を開く。

「……もしかしてわざと間ま違ちがった指導をして、お金を騙だまし取ったの？　全力を尽くすとか言ってたクセに！」

「はっ、今度は詐さ欺ぎ扱あつかいか。とことんダンピールってのは性しよう根ねが腐くさってるな」

「……宗一さん、その言い方はあんまりだと思います」

　遥はる奈なの抗こう議ぎ。その語調は静かだが、その目には本物の怒いかりが宿っている。

　それすらも涼すずしい顔で聞き流し、宗そう一いちは見せびらかすようにため息をついてやった。

「俺は正しい指導をした。さっきも言ったろ、失敗したのはお前に問題があるからだ」

「その問題を見つけて正すのが指導者の役目でしょ。こっちは決して安くないお金を……」

「何な故ぜお前は友達が欲しい？」

　その言葉を遮さえぎって問うと、美み織おりは一いつ瞬しゆん声を詰つまらせた。

　そんな彼女に畳たたみかけるように問う。

「依い頼らい内容の確かく認にんだ。お前は何故、俺に友達の作り方を教えてほしい？」

「友達がいないと思われるのが癪しやくだからよ」

「そう、それだ。初めてお前に会った時から気になってた」

　そこで宗一は嫌いやらしい笑えみを浮かべる。

「小こ日向ひなた、俺にはお前が他人の目を気にする奴やつに見えなかったんだよ」

「……学校にも行っていない貴方あなたに何がわかるっていうの」

「わからないな。どうかこの俺にご指導を願えませんかね」

　わざと慇いん懃ぎん無礼な物言いで、執しつ拗ように相手を挑ちよう発はつする。

　あくまで慎重に、狙ねらい過あやまたず丁寧に、美織の神経を逆さか撫なでしていく。

　そうやって、彼女に怒いかりを抱いだかせる。

　そうやって──彼女の理性を一つ一つ剝はいでいき、本心を晒さらさせていく。

「今のご時世は友達がいないだけで劣れつ等とう扱あつかいされるからよ」

「そうだな。一人でいるのは恥はずかしいという風潮すらある」

「群れていなければ何もできないだけのクセに、それが誇ほこらしいとすら思ってる。それどころか少しでも気に食わない者がいたらこぞって爪つま弾はじきにする。それが人間って種族でしょ」

「だから友達が欲しい。劣等扱いされるのは耐たえきれないから、か」

　宗一がうつむき、くつくつと忍しのび笑いを漏もらす。

「宗一さん、いい加減に……っ!?」

　こちらの横暴を止めようとしてきた遥奈を、逆に手で制して黙だまらせる。

　悪いが今この場において、彼女の純じゆん粋すいさは必要ない。

　宗一はソファーから立ち上がり、うつむいたまま美織に相対した。




「──お前は友達をアクセサリーと勘かん違ちがいしてんのか？」




　そして面おもてを上げた宗一はすでに笑っていなかった。

　感情が読み取れない、酷ひどく冷めた目。

「────」

　その目を向けられた美み織おりが言葉もなく怯ひるんでいた。

　戦せん慄りつすら顔に出している彼女に、宗そう一いちが淡たん々たんと告げる。

「俺の指導をまったく理解してないな。友達というのは互たがいに居い心ごこ地ちのよさを求めるものだと教えたはずだ。他人に見せびらかすもんじゃない。それを何だって？　友達がいないと恥はずかしい？　持っていないと周囲に劣おとる？　まるでブランドもののバッグだな」

　無表情のまま鼻で笑ってやる。

　美織は何も言わない。何も言わないまま、悔くやしそうに睨にらみ返してくる。

「お前が欲しいのは友達なんかじゃない。お前自身を飾かざり、見み栄ばえをよくするためのアクセサリーだ」

「それは違ちが……」

「違うのか？　友達がいないと思われるのが癪しやくなんだろ？　周囲の目が気になって気になって仕方ないんだろ？　劣れつ等とう扱あつかいされるのが我が慢まんならないんだろ？」

「……それは私が言い出したことじゃないわよ！　人間がそういう認にん識しきなだけで──」

「その通りだ。そして他人の悪意に敏びん感かんなのも、また人間なんだよ。自分をアクセサリー扱いしてくる奴やつなんかと誰だれが友達になりたいと思う」

　あれほど怒いかりに燃えていた美織が、宗一の視線から逃にげるように顔を伏ふせる。

　しかし逃がすわけにはいかない。

　これは彼女にとって必要な通過儀ぎ礼れいだ。

　ダンピールである美織の根底にある間違いを正さなければ、彼女はずっとそのままだ。

「確かにダンピールは優ゆう秀しゆうな種族だ。だがな、遥はるか高みから見下ろされて気分がよくなる奴がどこにいる？　いくらお前が優秀だろうが、真実優秀だからこそ、周囲はお前を理解しないし一いつ緒しよにいたいとも思わない」

「ッ……人の悪いところではなくいいところを見ろっていうじゃないのッ。だから優秀な者にこそ人が集まるべきで……」

「優秀な奴が人気者になる？　笑わせるな、反論するならもっとマシな理論武装をしろ。射しや撃げきとあやとり以外はまるで無能なの●太くんですらたくさん友達がいるぞ」

「……ッ！」

「お前は成績優秀だ、運動もできる、容姿も端たん麗れいだ……でもそれだけだ！　お前はたったそれだけなんだよ！　友達を作る能力でいえばの●太くんにすら劣おとる愚ぐ図ず女おんなでしかない！」

　だから宗一は声を張り上げる。

　人間とモンスターを共存へ導くという、モントラの矜きよう恃じに従って。

　美織が自分自身から逃げ出さないで、ちゃんとこの通過儀礼をこなせるように。

　彼女に求められた『友達の作り方』の指導を、本当の意味で完成させるために。

「誇ほこり高きヴァンパイアの血族だか何だか知らねぇが、お前がダンピールである自分自身に驕おごって人間を見下している限り！　いくら俺が正しい友達の作り方を指導したとしても！　一生友達なんかできるわけねぇだろーが！」




「──なら、どうすればよかったのよ！」




　痛切な叫さけび声ごえが、応接間に静せい寂じやくをもたらした。

　宗そう一いちの言葉に大声で言い返した美み織おりはうつむいたままだった。その肩かたはまるで怒いかりを抑おさえるかのように小刻みに震ふるえて、たまに大きくはねる。

「先に……先にっ、私を見下してきたのは周りの方じゃないの……！」

　否いな、彼女は怒りに震えているわけではない。

　──泣いている。

　うつむいているので瞭りよう然ぜんとはしないが、その頰ほおには隠かくしようがない涙なみだが伝っていた。

「同族達は混血だと白い目で見てきて、人間達は怪かい物ぶつと知るやこぞって迫はく害がいしてきた！　正体がバレる度たびに住所を転々としなきゃいけなかった！　味方はお父さんとお母さんだけ！　それ以外はみんな私を……そんなの私にはどうしようもないでしょう!?」

「……小こ日向ひなたさん」

　そんな美織を見守る遥はる奈なは心痛の面おも持もちだった。

　おそらく彼女はこのダンピールに自分を重ね合わせている。

　人間の手で行われる迫害を。

　同族から向けられる悪意を。

　自身の出自を知ったあの事件で、遥奈はすべて知っているから。

「それでも……だからこそ！　どうにかしようとしたじゃない!?　先生にお金を払はらって、何とか自分を変えようとしたじゃない！」

　その吐と露ろに、宗そう一いちは何も言わない。

　涙に震えながら、感情にまかせて吐はき出される言葉を黙だまって聞いている。

　彼女が次に何を言ってくるのか察しているからこそ、その答えの準備だけをする。

「誰だれかそんな私を理解しようとしてくれたの!?　何も……何も知らないクセに、勝手なことばかり言わないでよ！」

「ああ、知らないさ。だってお前自身がその本音を隠したんだろ」

「……ッ」

「自分から隠しておいて知ってほしいだなんてムシがよすぎんだよ」

　先ほどの罵ば詈り雑ぞう言ごんから打って変わって、静かに諭さとす。

　すると美織は一度だけ、涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げる。

　そして宗一の厳格な表情を見ると、その場にくずおれた。

　張り詰つめた静せい寂じやくの中、美み織おりのすすり泣く声だけが聞こえる。

「──もう独ひとりは嫌いやなの」

　やがて、ぽつりと。

　注意してなければ聞き逃のがしてしまうほどの小さな本音が、美織から漏もれ出た。

「群れるなんてバカバカしいって、わかってるわよ……それでも寂さびしいんだから、仕方ないでしょ……っ」

　その涙なみだにまみれた本音を確かに聞き届ける。

　美織はただ、寂しかっただけだ。

　人間にもヴァンパイアにも嘲あざけられて人一倍、誰だれかの温ぬくもりに恋い焦こがれていた。不運なことにそれを表に出すのは、己おのれの血が許さなかったというだけで。

「やっとその仮面プライドを捨てたな」

　宗そう一いちが長い長いため息を漏もらす。

「寂しさを抱いだくのは恥はずべきことじゃない。まずお前はそこが間ま違ちがってる」

　それこそが小こ日向ひなた美織が抱かかえる欠点だ。ダンピールである自分に驕おごっていることではなく、人間を劣れつ等とう種と見下していることでもない。

　寂しさを抱く自分が、認められないこと。

　それは友達を作るにあたって何よりの障害になる。

「人間はな、己を誇ほこるために群れてるわけじゃない。寂しいから寄り添そってるだけだ」

「それって、どういう意味よ……？」

「寂しいから一いつ緒しよにいる。つまり寂しいと思っている者同士しか寄り添えない」

「──ぁ」

「孤こ独どくを恐おそれろ。寂しさを誇れ。決してプライドなんかで覆おおい隠かくさずにな」

　それから宗一は、孤独に涙するこのダンピールにとって一番大切なことを伝える。

「お前の寂しさを理解してる奴やつはちゃんといる。ラッキーだったな」

「……え？」

「あまり現実を悲観するな。お前が思っている以上に、この世界は優やさしくできてる」

　そう言い残して、宗一は応接間から去るために歩き出した。

　部屋を出る直前、一度だけ振ふり返る。

　すると泣き崩くずれる美織に、遥はる奈なが歩み寄っていた。

　美織が驚おどろいたように顔を上げ、遥奈は何かを優しく語りかけていた。

　おそらく遥奈は自分の過去を明かしているのだろう。

　似たような境きよう遇ぐうを持つからこそ、彼女達はわかり合える。

　同じ寂しさを知っているからこそ、彼女達は寄り添える。

「────」

　それを確かく認にんすると、宗そう一いちは今度こそ無言で応接間から退室した。

「ご指導、お疲つかれ様でございます。宗一様」

　応接間のドアを閉めると、エントランスホールにモーラが佇たたずんでいた。別室で休んでいてくれと言ったはずだが……もしかしてずっとここで待っていたのだろうか？

「すいません、モーラさん。追い出すような真ま似ねをしてしまって」

「滅めつ相そうもありません。それより宗一様の心労が気がかりでございます」

「仕事ですからね。疲れてなんか──」

　言いかけて、モーラの無言の視線に気付く。

　お前は美み織おりにああ言ったのに、そこを覆おおい隠かくすのか。

　そう責められている気がして、宗一は諦あきらめて口を割った。

「いえ……やはり誰だれかを厳しく叱しかるのは、いつだって応こたえます」

　素す直なおに心情を吐と露ろすると、モーラが優やさしく微笑ほほえんだような気がした。
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　こうしてダンピールの少女は初めての友達を得た。

　指導は完かん璧ぺきだったといえる。我ながら自分の才能が恐おそろしい、と宗一が人知れず自画自賛したのは言うまでもない。

　まあ、それはいつも通りのことなので別にいいのだが。

「……何な故ぜ引ひっ越こし業者がうちに来てる？」

　週末の朝方だった。何やら玄げん関かん先が騒さわがしいと思って外に出てみると……そこにはトラックが停とまっていた。

　白いカラーリングに引っ越し会社のロゴ。キャップを被かぶった数人のにいちゃん達が荷台から次々と家具や段ボールを下ろしていく。

　明らかに引っ越しの光景だ。しかもその作業を遥はる奈なやモーラまでもが手伝っている。

　と、遥奈達と話している見知った少女が宗一に気付いて歩み寄ってきた。

「こんにちは先生！　久しぶりね、元気にしてた？」

「誰だれだお前は」

　にぱっと可愛かわいらしく笑いかけてくる少女に、反射的に顰しかめっ面つらを浮かべてしまった。

　すると彼女はショックを受けたようで、悲しそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「えっ、忘れちゃったの？　それ、ちょっと酷ひどくない？」

「忘れるも何もお前なんか知らん。見知った顔かと思ったが、どうも勘かん違ちがいだったようだ」

「み、見知ってるわよ！　小こ日向ひなたよ、小日向美織だってば！」

「俺の知ってる小日向はそんなフレンドリーに話しかけてこない」

　そう口にしつつも、彼は少女の身体的特とく徴ちようを注意深く観察していた。

　吊つり上がった目め尻じり。赤毛のサイドポニー。それは宗そう一いちが知っている美み織おりの外見に一いつ致ちしている。間ま違ちがいなくこの少女は小こ日向ひなた美織だ。

　そこまで観察しなければ断定できないのもあれだが……だって仕方ないだろう。宗一の記き憶おくが正しければ、彼女はこんな人ひと懐なつっこい奴やつではないのだから。

「何な故ぜお前がここにいて荷物を運び込んでる？　まるでうちに住み着くみたいなんだが？」

「え？　まさしく住み着くためなんだけど」

「待て。何でだ、意味がわからない」

「指導料は働いて返すって決めたの」

「労働条件が住み込みだとは言ってないだろ。別にお前、通勤できんじゃん」

「あら、でも遥はる奈なは住み込みって聞いたわよ」

　なおも宗一が言い返そうとした時、二人の下もとへ遥奈が駆かけ寄ってきた。

　引ひっ越こしを手伝っていたからか、彼女はとても爽さわやかな汗あせを流している。

「美織ちゃん、これから一いつ緒しよに頑がん張ばろうね」

「ええ。ありがとう、遥奈」

　宗一が知らぬ間に何があったのか、すでに二人はファーストネームで呼び合う仲良しさんになっていた。

「お母さんも先生になら心配なく預けられるって承しよう諾だくしてくれたの。よほど貴方あなたに助けられたのが嬉うれしかったみたいよ？」

「……はあ。勝手にしろ」

　どうせ無む駄だに広い事務所だ。空き部屋ならいくらでもある。

　一人くらいやかましいのが増えても問題ないだろう、と宗一が踵きびすを返す。元より引っ越しを手伝う気はなかったので、そのまま自室に戻もどろうとした。

「せ、先生！　ちょっと話が！」

「……まだ何かあるのか」

　美織に呼び止められて振ふり返る。

　と、そこで意外なものを見た。

「あの……先生がもしよかったらでいいんだけど」

　美織が何かを言いづらそうにモジモジしていたのだ。

　宗一が目を見張る。今まで物事をストレートに言っていた彼女にしては珍めずらしい。遥奈でさえそんな美織は見たことないのか、呆あつ気けに取られていた。

　二人が沈ちん黙もくする中、美織は宗一から恥はずかしそうに目を逸そらしながら告げた。




「──私と、友達になってください」




　消え入りそうな声で告げられた申し出。

　宗そう一いちと遥はる奈なが顔を見合わせる。二人はまったく同じタイミングで目をぱちくりさせた。そして再び美み織おりを見やると、彼女は恥はずかしそうに宗一の返答を待っている。

「はっ」

「ふふ」

　二人が笑いを漏もらす。恥じ入りながらも素す直なおに申し出てくる美織が微笑ほほえましかったのだ。

　どうやら宗一の指導は思った以上に効果覿てき面めんだった、ということらしい。

　……ここで終われば、それはそれはとてもいい話だったのだが、

「お～こ～と～わ～り～だッ！」

　穏おだやかだった笑みを消して、宗一が声を張り上げた。

　ピシッと周囲の空気が凍こおり付く。美織と遥奈が「……え？」と彼を見やった。

「誰だれがお前みたいな唯ゆい我が独どく尊そん系女子と友達になるか！　今日から俺とお前は上司と部下！　それ以上でもそれ以下でもない！　どうしても俺と友達になりたいっていうなら友達料を持ってこい！　月五万だ！」

　ハッピーエンドな空気をぶち壊こわした宗一が息いき継つぎする間もなく捲まくし立てる。

　すると美織が遠えん慮りよがちな笑みを浮かべて、彼の腕うでを取った。

「せ、先生ぇ……そう邪じや険けんにしないでよぉー。私と先生の仲でしょ？　ね？」

「どんな仲だ。口論した記き憶おくしかないね」

「それに私、意外と心に決めた人には一いち途ずなのよ？」

　その腕を振ふりほどいても美織が食い下がる。しかもアピールの方向性が何な故ぜか恋愛的だ。

「私の一途さといったらもう、食パン●ン様に恋するドキ●ちゃんも顔負けなんだから」

「だからいちいち例える作品が古い」

「古くないわよ。アンパン●ンはブラッ●・ジャックやど根性ガ●ルと違ちがって、現役で放送してるもの。知らなかった？」

「そういう問題じゃねーよ！　大体何でお前は掌てのひらを返したように懐なついてきてんだ!?」

「え？　だって先生が私に厳しく接してたのって私を想おもってのことなんでしょ」

　美織がわずかに頰ほおを赤らめる。

　えへへっとはにかむ彼女はどこか嬉うれしそうに言った。

「そこまで大切にしてくれた男の人は初めてだから……私、先生が好きになっちゃった」

「好っ……!?」

　彼女のカミングアウトに、遥奈がぶふっと吹ふき出した。

　隣となりで咳せき込む遥奈などお構いなしに、美織は甘える仕草で再び宗一の腕に絡からみつく。

「だから、ね？　ね？　私と友達になってよ」

「甘えるな鬱うつ陶とうしい！　言っただろ、俺と友達になりたければ金を──」

「先生、初デートはどこがいい？」

「今まで友達の話だったろ!?　どうしてデートの話題になる!?」

「結局は男と女だもん。友達から始まってもいずれ愛を語らう仲になるのが普ふ通つうでしょ？」

「全然普通じゃない！　いいか、わかってないようだから特別にタダで指導してやる！　男と女の友情が成立しないってのは時代遅おくれの理論だ！　女を自室に連れ込んでもまるで手を出さない草食系男子が増えた昨今では、性別の垣かき根ねを越こえた友情は成立するんだよ！」

「じゃあ私と先生もちゃんと友達になれるってことね。やった！」

「それとこれとは話が違ちがぁぁうッ！」

　友達どうこうの話から流れるように言い争いへ移行する。一段と騒さわがしくなった事務所の玄げん関かん先。業者の人達とモーラだけが、黙もく々もくと引っ越し作業を続けている。

　そんな中、置いてけぼりを食らった遥はる奈なは宗そう一いち達をぽかーんと眺ながめていた。

　見慣れた二人のやり取り。

　だが今までと違うのは、美み織おりが宗一に対して好意的なことだ。そしてそんな彼女にあの辰たつ巳み宗一が押され気味である。

　今の彼らを端たん的てきに表す言葉を遥奈は知っている。

　つまり──喧けん嘩かするほど仲がいい。

「……むぅ」

　どうも釈しやく然ぜんとしない遥奈が、ぷくぅっと頰ほおを膨ふくらませる。

　何だかわからないが、美織が羨うらやましい。ちょっとだけ彼女がずるいとすら思った。

　何な故ぜそんなことを考えたのか──その理由は今夜に判明する。
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　シーツが敷しかれた寝しん台だいの上で、真しん成じよう寺じ遥奈はうつ伏ぶせになっていた。

　格好は学校が指定している紺こん色の競泳用水着。しかもスパッツ型ではなく、ハイレグになっているタイプのものだ。

「──じゃあ塗ぬるぞ。力を抜ぬけ」

「は、はい」

　寝台の横に立つ宗一に答える。彼はボトルからとろみがある透とう明めいの液体を掌てのひらに出し、遥奈の背中に塗った。

「あ……んんっ」

　ぬるっとしていて冷たい感かん触しよくに、遥奈の四し肢しがビクッと震ふるえた。

　宗一はさらに液体を塗っていく。背中に、腕うでに、太ふと股ももに──彼の手が水着越しに、あるいは直接肌はだを滑すべっていき、その感かん触しよくに思わず声が出そうになる。
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「はんッ……ん、ふむ、ふーっ」

　声が聞かれてしまうのが恥はずかしくて口を押さえる。

　だがそんな遥はる奈なの抵てい抗こうは、宗そう一いちの指示によって無む駄だに終わった。

「次は上を向け」

「んっ……はい」

　やや躊躇ためらってから、しかし素す直なおに体をひっくり返して仰あお向むけになる。

　そんな彼女に宗一はさらに液体を塗ぬった。

「んあ、ひっ……あんっ！」

　優やさしくて、激しい手つき。液体の冷たさが火ほ照てってきた体に気持ちよくて、シーツをぎゅっと摑つかむ。うまく思考ができなくなり、意識は彼の手の感触のまにまに漂ただよっていた。

　もうダメだ。我が慢まんできないっ。

「──ぁ」

　真っ白になった頭で、遥奈はそれがやってくるのを悟さとる。

　肌をなめらかに滑っていく彼の手に、体中から『大きな快感』が──

「薬を塗ってる時くらい静かにできねぇのか、お前は」




　──こみ上げてくる前に、本日の処置が終わった。




　寝しん台だいの横に立つ宗そう一いちから冷めた目で見られる。彼は手についた液体をタオルで拭ぬぐっていた。

「は、ぁ……だ、だって仕方ない……ですよっ」

　ぐったりして、息も絶え絶えになりながらも何とか答える。

　場所は宗一の研究室。様々な薬品や植物が棚たなにあり、部屋の中央には折り畳たたみ式の寝台が引っ張り出されてきている。

　その寝台から上体を起こし、遥はる奈なはうーっと恨うらみがましい目になる。

「宗一さんの手つきが激しいし……そ、それにその日焼け止め、刺し激げきが強いんです！」

「日焼け止めじゃない。《扶ふ桑そう樹じゆ》の苗なえ木ぎから絞しぼった樹液を配合してる『魔ま力りよく止め』だ。前に説明しただろ、扶桑樹は太陽を表す木とされてる。つまり夜を歩く者達を祓はらう魔除よけの効能があるんだ。モンスターに刺激が強いのは当然だ」

　はぁ、と呆あきれたため息をつかれてしまった。

「これを定期的に塗ぬってマナの取り込みと魔力生成を抑おさえる。忘れたのか」

「それは、覚えてますけど……」

「ならいい」

　その口調はやけに素っ気ない。薬を塗った後、彼はいつもこんな感じになる。

　それがちょっとだけ遥奈は寂さびしかった。

　週一で行われる魔力止めを塗る処置。それは遥奈が人間になるための指導の一いつ環かんだが……やはり彼は作業が面めん倒どうだと思っているのだろうか。

「ん？」

　その時、宗一が不ふ審しんそうに眉まゆを顰ひそめて、研究室の出入口のドアを見やった。

　どうしたんだろうと遥奈が思った矢先、宗一はドアに向けてパチンと指を鳴らす。瞬しゆん間かん、彼の手の前に小さな魔法陣じんが生まれ、そこから飛び出した魔手がドアを開けた。

「はうわっ!?」

「み、美み織おりちゃん!?」

　開け放たれた出入口の前に、小こ日向ひなた美織が立っていた。

　彼女は手にしている本をぎゅーっと両腕うでで抱だき締しめながら顔を真っ赤にしている。

「何でドアの前にずっと突つっ立ってんだ」

「ち、違ちがうの！　これは盗ぬすみ聞きとかじゃなくて、ち、違うのよ！」

　宗一の白い目に、何な故ぜか美織は己おのれの身の潔白を証明しだした。

「昼に先生から借りた本を返そうとして、それでモーラさんからここにいるって聞いて！」

「何だ、もう読んだのか」

「え、ええ、誰だれかと本を貸し借りするの初めてだから、すぐ読み終わっちゃって……感想も言い合ったりしたくて。そしたら、その、二人が……」

「悪いが、今はちょっと忙いそがしい」

「そ、そうよね……本の感想より、ローションプレイの方がいいもんね」

　美み織おりが遥はる奈なを伏ふし目めがちにチラチラと見やってきた。

「え？　……あっ」

　そこで魔ま力りよく止めの薬でてかてかになった自分の体と水着に気付いた。そんな姿を友人に見られたのが急に恥はずかしくなり、慌あわててシーツで体を覆おおい隠かくす。

「美織ちゃん、違ちがうの！　これはそういうのじゃなくて……」

「ご、ごめんなさい！　ごゆっくり！」

　弁解する暇ひまもなかった。美織は本を持ったまま、すたこらと走り去ってしまった。

　遥奈が慌てふためく。このままでは彼女に、自分と宗そう一いちが特とく殊しゆなプレイをしていたと勘かん違いされてしまう！

「……清すが々すがしいほどありきたりな誤解をしていったな」

　宗一が呆あきれ混じりに呟つぶやいた。それから彼は気を取り直したように言う。

「まあ逆にいい機会だな。誤解を解くついでに小こ日向ひなたには魔力止めの塗ぬり方を教えるか」

「えっ!?」

「せっかく増えた人ひと手でだ。あいつにも仕事をやらなきゃな」

　そう告げる宗一に、遥奈は戸と惑まどった。

「あ、あの……それは、えっと」

　塗り薬を処置する相手が、彼から美織に代わる。

　確かに毎週水着になるのは恥ずかしいし、彼に薬を塗られるのはもっと恥ずかしかった。けれど……何な故ぜかそれがもうなくなると知った途と端たん、少し残念に思ってしまったのだ。

「そうでなくとも男に肌はだを触さわられるのはお前も嫌いやだろ。なら小日向に任せた方がいい」

　ふいっと視線を逸そらした宗一が素っ気なく言った。

　ぶっきらぼうながらも思いやりが窺うかがえる態度に、遥奈が首を傾かしげる。彼は何故そんな態度を取るのだろうと考えて、ふとその可能性に気付いた。

　もしかして宗一は、恥ずかしがっているんじゃないかと。

「──ぁ」

　とくんっ、と遥奈の胸に心ここ地ちよい熱が生まれた。

　今までずっと、彼から女の子として見られていないのだと思っていた。

　しかしそれは違った。彼だって恥ずかしかったのだ。薬を塗り終わった後に宗一が素っ気なかったのは、彼なりの照れ隠しだったのだろう。

　それに思い至った途端、ドキドキと胸が高鳴り始める。

「──嫌じゃありません」

　遥はる奈なは自然とそう口にした。

　は？　と宗そう一いちが困こん惑わくしたような目を向けてきた。

「嫌いやじゃありません。わたし、宗一さんなら触さわられてもいいです」

　恥はずかしさを堪こらえて、思ったことを素す直なおに告げる。

　触られてもいいなんて伝えて彼はどう思っただろうか。いつもみたいに変な発言をしていると思われていないだろうか。そんな不安がよぎる。

　それでも止められない。ずっと胸に秘ひめていた想おもいを伝えたくて仕方がない。

「だって、わたしは……」

　その想いとは何なのかわからない……なんてことはない。

　ふと今朝方がたのことを思い出す。あの時、美み織おりに対してずるいと思ったのは──彼女が宗一への好意を素直に示せるからだ。

　それを羨うらやましいと思った理由なんて、とっくに気付いている。

　あの教会で誰だれ一人として味方なんていなかった遥奈のところへ、まるでヒーローのように現れてくれたあの時から。

「宗一さん。わたしは宗一さんのことが──」




「魔ま力りよくが乱れてる」




　意を決して伝えようとした言葉は、その冷れい酷こくな指し摘てきによって遮さえぎられた。

　遥奈が言葉を詰つまらせていると宗一が淡たん々たんと続けた。

「サキュバスの魔力が活性化してる。自制しろ、薬でも抑おさえられなくなってる」

　はっとして遥奈は自分の手を見やった。

　そこにあるのは──人としてありえない群青色の肌はだ。

　さらに水着の下にはもごもごと変な違い和わ感。おそらく悪魔の翼つばさと尻尾しつぽが現れたのだろう。

「ッ!?」

　人間ではない怪かい物ぶつとしての自分。想いを告白しようとして、それが現れてしまった。

　親しい人達に迫はく害がいされる悲劇。友人にすら悲鳴を上げられる絶望。味方が誰もいない苦しさと嘆なげき……呪のろわしい自分の姿に数々のトラウマがフラッシュバックする。

　だがそれでも、抑えろという宗一の指し摘てきには従いたくなかった。

「っ……それよりもわたしの話を」

「それよりも？　ふざけるな。何のために今まで指導してきたと思ってんだ」

　露ろ骨こつに冷酷な言葉に打ちのめされ、遥奈が言葉をなくす。

「遥奈、お前は心に決めたはずだ。己おのれの血に抗あらがうと。人間になりたいと。母親もその決意を尊重したからこそ、何も言わずお前を俺に預けた。違ちがうか？」

　もう二度と悪あく魔まとして迫はく害がいされるのが嫌いやだった。

　自分の中にある四分の一の悪魔を消し去りたかった。

　だから遥はる奈なは宗そう一いちに依い頼らいし、彼はそれを引き受けた。

「……そう、ですけどっ」

「ならば俺の指導に従ってもらう。言こと霊だまについては教えただろ。たとえ言霊使いでなくとも、言葉には微び細さいながら力が宿る」

「…………」

「だからさっきの言葉の続きは、今は決して口にするな」

　素す直なおな想おもいを告げることすら禁じられる。

　その教えは、宗一から突つき放されたようでショックだった。

　頭が真っ白になる。さっきまで胸の奥に感じていた熱さも、噓うそのように冷めていた。

「……やっぱり、気持ち悪いですよね」

　気付けば、そんな言葉を口にしていた。

　勝手に舞まい上がって、勝手に先走って……遥奈のために行ってくれている彼の指導に背そむこうとしていた。

「いつも変なこと言っちゃって……見た目も、肌はだが青いなんて普ふ通つうの女の子じゃないし、髪かみもピンクから戻もどらないし……宗一さんはモントラとしてわたしをここに置いてくれてるだけなのに、わたし勝手に勘かん違ちがいしちゃって……気持ち、悪いですよね……ごめんなさいっ」

　掠かすれる声を絞しぼり出しながら自じ嘲ちよう気味に笑う。そうやって笑いで誤ご魔ま化かす自分がさらに嫌になって、ふいに涙なみだが滲にじんできた。

「遥奈」

　その時だった。彼に名前を呼ばれた。

「……？」

　うつむいていた遥奈が顔を上げる。

　すると──宗一がこちらに人差し指を向けていた。

　瞬しゆん間かん。ビシィッ！　とその指で額を小突かれる。

「あぅッ!?」

　いきなり額を強く突かれて苦く悶もんの声を漏もらす。

「お前はホントにできが悪い教え子だな」

　彼にズビシッ、ズビシッ！　と額を小突かれ続ける。その不満そうな言葉と共に強さが増しているような気さえした。

「俺がいつお前を気持ち悪いと言った？　勝手に自己完結しやがって、そんなんだからお前はいつも暴走して、妄もう想そうを繰くり広げて、変な発言ばっかするんだよ」

「あぅ、あう……っ！」

「そもそも俺のありがたいお言葉はちゃんと拝はい聴ちようしやがれ。自分の都合のいいとこだけ切り取ってからに。この頭ん中にあるのはスポンジか？　エロいことしか吸収できねーのか？」

「うぅ……そ、そんなに強く突つかないでくださいぃぃ……」

　そこでやっと謎なぞの行動を止やめて、宗そう一いちは力強く言った。

「俺は『今は』口にするなって言っただろうが」

「──え？」

「お前の第一目標は人間になることだ」

　大きくため息をついて、彼は付け加えた。

「だからさっきの言葉の続きは、お前が人間になってから聞いてやる」

　思わずぽかーんとしてしまう。

　最初は意味がわからなかったが、徐じよ々じよに思考が追いついてくる。彼の言葉をしっかり吟ぎん味みしてから、遥はる奈なは恐おそる恐るといった上うわ目め遣づかいで尋たずねてみた。

「待っててくれるんですか？」

「好きに解かい釈しやくしろ」

　いつもの『空そら耳みみだろ』という返しはない。

　──つまり人間に戻もどれば遥奈の想おもいは伝えていいのだ。

「ど、どれくらいで人間になれますか!?」

「経過は順調だからな。お前が三年に進級する頃ころには……」

「頑がん張ばれば短くなりますか!?」

　寝しん台だいの上から身を乗り出すように詰つめ寄ると、宗一は引き気味に口を開く。

「な、何だ。急にやる気出し……」

「短くなりますか!?」

「ま、まあ頑張り次し第だいだがな」

「じゃあ頑張ります！　いっぱい頑張りますっ」

　よしっ！　よしっ！　と手を握にぎって何度も気合いを入れる。

　そんな遥奈を、宗一は片かた眉まゆを上げて見やってきた。

「わかったんなら薬を持って部屋に戻れ。俺がやってないとこをちゃんと塗ぬれよ」

「はい！　いっぱい塗ります！　おっぱいとお尻しりとおまん──」

「わざわざ自分で塗る部位を口にすんな。さっさと行け」

「ご、ごめんない」

　ピシャリと言いつけられ、遥奈は慌あわてて寝台から下りた。そのまま魔力止めが入ったボトルを手にして、早足で研究室を出る。

　自室に向かって廊ろう下かを進みながら、さっきのやり取りを思い出す。

　──告白の予約を取り付けた。

　ちょっとしたハプニングから得た成果に、遥はる奈なは「えへへ」と幸せそうに頰ほおを緩ゆるませる。

　よくよく考えてみれば大分けったいな予定だとわかろうものだが……幸せ絶頂中な彼女はそのことに気付かないのだった。




　　　　　　▽▲




　一方、そんな遥奈を宗そう一いちはドアから顔を出して見送っていた。

「……肌はだの色、戻もどってねぇぞ」

　ホントに大だい丈じよう夫ぶか？　と眉まゆを顰ひそめつつ、冷静に思考を巡めぐらす。

「ま、一時的な興奮状態だし、一晩寝ねれば戻るか」

　なら取り急いでケアする必要もないだろう、と宗一が顔を引っ込める。

　そのまま研究室の後始末をしようとした、その時だった。

「──お気付きになられていたのですね」

「ひゃいッ!?　も、モーラさん、どうやって現れたんですか!?」

　いつの間にか研究室にいたモーラに、女の子みたいな悲鳴を上げてしまった。

　ちなみに宗一はドアの付近に立ち、モーラが室内の奥にいる。その立ち位置を考えれば彼女が宗一に悟さとられず侵しん入にゆうするのは不可能だ。

「遥奈様のお気持ちに気付いてらっしゃったのですね」

「え？　や、それよりもどうやって中に入……」

「てっきり宗一様は恋愛絡がらみには鈍どん感かんな方と思っておりました。だから遥奈様のアピールを今までスルーしてらっしゃったのかと」

　宗一の疑問を華か麗れいにスルーして、モーラは話し続ける。

　どうやら侵入方法を明かす気はないらしい。謎なぞが深まるばかりである。宗一の知る限りではキキーモラに気配を遮しや断だんするような特性はないはずだが。

「俺を何だと思ってるんですか。インストラクターですよ？」

　宗一が渋しぶい顔をしながら、軽くため息を漏もらす。

「客の生まれや育ち、性格などを考こう慮りよしてベストの指導をするのが俺の生業とするところです。時には感情の機き微びさえも読み取らないといけない。気付いてないわけないでしょう」

「それでは何な故ぜ今まで気付いていないフリを？」

「あいつを人間にするためです」

　そう告げる宗一の目に迷いはなかった。

　この世界に怪かい物ぶつの味方になってくれる者は少ない。彼女らに頼たよれる者はいなく、藁わらにもすがる思いで行き着く先がモンスターインストラクターだ。

　だからこそ、宗一は必ず彼女らに救いを与あたえなければならない。

　そして遥はる奈なからは人間になりたいと依い頼らいされた。

　ならばそれに全力を尽つくす。たとえそれが彼女の気持ちに対して不誠実な結果をもたらすとしても、それをモーラから遠回しに責められたとしても。

　だってそうしなければ──あの少女はいつまでも心の奥底にある不安に怯おびえ続ける。

「ある日突とつ然ぜん悪あく魔まになってしまった恐きよう怖ふってのは想像を絶します。そんなもんを長引かせる理由なんてない、早いうちに取とっ払ぱらうべきだ」

「真に迫せまるお言葉ですね。まるでご経験されたことのように聞こえます」

　モーラの指し摘てき。それを今度は宗そう一いちが華か麗れいにスルーする。

「空そら耳みみでしょう。ま、それにあいつの気持ちも本当なのか疑わしいですからね」

「と、言いますと？」

「何はともあれ自分のピンチを救ってくれた男です。惚ほれるのも無理はありませんが、それは単なる吊つり橋ばし効果ですよ」

「……やはり宗一様は気付いておられなかったようです」

「はい？」

　冗じよう談だんめかした宗一に、モーラがしみじみと呟つぶやいた。

「わたくしの見立てでは吊り橋効果などではありません。何せ宗一様は一いつ緒しよにいればいるほど味があるお方だとわかってきますから」

「人をスルメみたいに言わないでいただけませんか」

「初対面で『何だこの得え体たいの知れない変人は』と、どちらかといえば悪印象を抱いだいていたわたくしが言うのですから間ま違ちがいありません」

「……何なに気げにショックな事実を明かしますね。ま、あの出会い方なら仕方ありませんか」

　嘆たん息そくしつつ、宗一は寝しん台だいのシーツを片付け始める。こちらが話を終わらせたいのだと察したのか、モーラはしずしずと研究室の出入口に向かった。

　と、モーラがドアの前で振ふり返ってくる。

「お手伝いいたしましょうか？」

「いえ、これくらい俺一人でできます」

「今はわたくしと宗一様だけなので、雰ふん囲い気きに流されるままに水着コスプレプレイやローションプレイなど、えっちなご奉ほう仕しも可でございますが」

「結構です」

「そうですか」

　そう頷うなずいたモーラの物言いがどこか残念そうだったのは、空耳ということにしておいた。

　退出した彼女を見送って後片付けに戻る。

　一人で黙もく々もくと作業している中、ふとモーラの水着姿を想像してしまい「……惜おしいことしたかな」と呟く宗一だった。
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　　　三話　主あるじがいないキキーモラ







　それは日曜の朝、事務所のダイニングで起きた。

「遥はる奈なって先生のことが好きなのよね？」

「ぷッ!?」

　友達が突とつ然ぜん切り込んできた話題に、真しん成じよう寺じ遥奈はトーストを吹ふき出しそうになった。

「みみ、みみみ美み織おりちゃん！　い、いきなり何を……ッ!?」

「え？　だって友達って恋バナをするものじゃない？」

　テーブルの向かい側に座る小こ日向ひなた美織がにぱっと笑う。盛大に狼ろう狽ばいしている遥奈をよそに、彼女はトーストに丁てい寧ねいな手つきで苺いちごジャムを塗ぬっていた。

「私、友達と恋バナするのが夢だったのよ」

「こ、恋バナって……わ、わたし、そういうのはダメでっ」

　遥奈は恋愛を禁止されている。それはサキュバスの血を継つぐ悪あく魔まである遥奈が、完全な人間になるための第一条件だ。美織もそのことはすでに知っている。

「少しくらいならいいでしょ、ね？」

　そこで美み織おりはダイニングのドアを意い味み深しんに見やり、再び遥はる奈なへ視線を戻もどす。

「先生もいないし、どうせバレやしないわ」

「で、でもいつ起きてくるかわからないし、この前だって怒おこられたばっかりだし」

「大だい丈じよう夫ぶだって。先生、休日は滅めつ多たには昼まで起きてこな──」

　その時だ。ガチャリッとダイニングのドアが勢いよく開けられた。

「モーラさん、今すぐ歩きながら食べられる軽食をお願いできますか……ん？　どうしたお前ら、そんな黙もく々もくと飯を食って。喧けん嘩かでもしたのか？」

　この事務所の所長、辰たつ巳み宗そう一いちが朝食風景を見て眉まゆを顰ひそめた。

　いきなりの彼の登場に遥奈と美織は黙々と朝食を食べている体ていを装よそおったのだ。わたし達は内ない緒しよ話なんてしていませーん、とばかりに。

「い、いえ何でもありません」

「なら何で、修学旅行で消しよう灯とう時間を過ぎても遊んでたとこに、いきなり教師が見回りに来たような雰ふん囲い気きになってんだ」

　宗一の超ちよう的確な指し摘てきに遥奈がぎくりとする。

　何とか話を逸そらそうにも、咄とつ嗟さのことで言葉が出ない。助けてくださいとばかりに涙なみだ目めで美織を見ると、彼女は仕方なさそうに口を開いた。

「そう言う先生こそ何かあったの？　今日は早起きじゃない」

「ん？　あぁ、仕事の電話で叩たたき起こされたんだ」

「また新しい依い頼らい？」

「いや、二年ほど前から顧こ問もん契けい約やくしてる化け粧しよう品会社の社長だ」

　美織の立て続けの質問に、宗一の気が逸れたらしい。

「ったく、あのアルラウネ。経営指導が必要な時は前もって言えっつってんのに、いつもいつも当日に連れん絡らくしやがって。しかも休日に呼び出すとかありえん」

「モントラって経営指導までするものなの？」

「人間社会への進出を考えているモンスターの経営者は意外と多い。そういう時に人間の市場でどう立ち回ればいいかを教えるんだ」

「宗一様」

　宗一がつらつらと説明していた時、キッチンの方からモーラがやってきた。

　彼女はその手に携たずさえた小さめのバスケットを彼へ差し出す。

「宗一様のお好きなピザトーストでございます。水すい筒とうにはコーヒーを入れておきました」

「ありがとうございます、モーラさん。作るの速いですね」

「何やら軽食が必要な気配がしましたので、こちらにいらっしゃる前に作っておきました」

「一体どんな気配なのか謎なぞですが、時間が差し迫せまっていたので助かります」

　バスケットを受け取ると、宗そう一いちは再び遥はる奈な達へと視線を向けた。

「応接間に処理してほしい書類が置いてある。俺が出かけてる間にやっておいてくれ」

「わかりました」

「私達は先生についていかなくていいの？」

「経営指導にお前らの力は必要ない。書類整理、頼たのんだぞ」

「宗一様、玄げん関かんまでお見送りいたします」

「ありがとうございます」

　モーラに先立ち宗一は颯さつ爽そうとドアまで歩いていった。

「ああ、それと小こ日向ひなた」

　と、宗一がドアの前で振ふり返る。

「恋バナするなら遥奈以外とやれ」

「ッ!?」

　さらっと口にされた宗一の忠告に、遥奈は心臓が破は裂れつするかと思った。

　一方、美み織おりは驚おどろきながらも顔を顰しかめる。

「……盗ぬすみ聞きしてたの？」

「聞いてねぇよ。ただお前らが一いつ緒しよに話していて、しかも俺に聞かれてまずい内容って考えたら、それくらいしかねーだろ」

　どうやら彼は遥奈達のぎこちなさを一度目にしただけで、すべてを察していたらしい。

「いいか、くれぐれも俺の言いつけに背そむくなよ」

　そう念を押して、宗一はダイニングから去った。モーラも静かに彼の後に続いていく。

　ダイニングに残された二人はしばらく金かな縛しばりにあったかのように固まっていた。やがて美織の方が辟へき易えきした様子で口を開いた。

「あの憎にくたらしいレベルの洞どう察さつ力はどうにかならないかしら。満足に内緒話もできないわ」

「そもそも内緒話をしなければいいと思うけど……」

　少しだけ以前の雰ふん囲い気きに戻もどった美織に、遥奈が苦笑いを浮かべる。

　それから二人は朝食を再開する。そんな中で遥奈はふと手を止めた。

「──宗一さん、ピザトーストが好きなんだ」

「レシピをお教えいたしましょうか？」

「ふにゃあ!?」

　横合いに立っていたモーラの言葉に、遥奈が変な声を出した。いつの間に宗一の見送りから戻っていたのか。

「……どうやって現れたのよ」

　美織も目を丸くしていた。どうやら彼女もモーラの出現に気付かなかったらしい。遥奈の正面に座っているので本来なら視界に入るはずなのだが。

「宗そう一いち様に手作り料理をプレゼントしたいというのなら、わたくしが助力いたします。いかがでしょうか？　よろしければお二人の書類整理が終わった後にでも」

「モーラさんがここまで言ってくれてるんだから、お言葉に甘えてもいいんじゃない？」

「……じゃ、じゃあお願いします」

　二人の押せ押せムードに流されて、あっさり頷うなずいてしまう。

　彼女らが応おう援えんしてくれるのは嬉うれしいのだが……こうも至れり尽つくせり押せ押せムードだと逆に気き恥はずかしい遥はる奈ななのだった。
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　書類整理は昼までに終わった。それから昼食をすませて遥奈達三人はキッチンに集まる。

「それではピザソースの作り方からお教えいたします」

「わかりました」

「よろしくお願いします」

　エプロンをつけた遥奈と美み織おりが返事をする。袖そでもまくり、手も洗い、準備万ばん端たんだ。

「まずわたくしが作ってみますのでお二人は見ていてください」

　モーラが調理器具と食材を手て際ぎわよく並べていく。その手つきには一いつ切さいの無む駄だがない。

「初めにトマトを数個、ボールに入れます。さらにマヨネーズ、オリーブオイル、すり下ろしたニンニクに塩と粗あら挽びき胡こ椒しようを少々。バジルなども加えれば香かおりがよくなりますね」

　口で説明しつつ、てきぱきと作業をこなすモーラ。

　その洗練された動きに、遥奈達がつい魅みせられていると……、

「そして材料を入れたボールにハンカチを被かぶせます」

　突とつ然ぜんモーラが変なことを口走った。

「……え？　は、ハンカチですか？」

「はい。ハンカチでございます。ラップではいけません」

　遥奈が慌あわてて聞くと、モーラが当然のように頷く。しかもどこから取り出したのか、いつの間にかハンカチを手にしていた。それを彼女はさっとボールに被せる。

「ここで三秒待ちます。三、二、一……はい、ご覧らんください」

　モーラがまるで手品のようにバッとハンカチをどける。

　今の三秒で一体何が起こったのか、ボールの中の材料はピザソースになっていた。

「これでピザソースは完成です。次に──」

「「いえ、まったくわかりません」」

　次の作業に進もうとしたモーラを、遥奈と美織が声を揃そろえて止める。

　ピタリとモーラの動きが止まる。その狼おおかみの耳がぴくぴくと所在なさげに動いていた。

「場を和なごませるための軽い冗じよう談だんです」

　モーラはピザソースが入ったボールを脇わきに押しやり、新しく食材を用意し始める。

　そんな彼女の姿に遥はる奈な達はヒソヒソ声で確かく認にんし合う。

「……美み織おりちゃん。あれ、本当に冗談かな」

「……わからない。指し摘てきされるまで本気っぽかったし、冗談で場を和ませる必要もないし」

「そもそも今のはどうやったんだろう？　最初に入れた材料もないし……わたしには本当に今の手順でピザソースを作ったように見えたんだけど」

「安心して遥奈。私にもそう見えたから」

　この全能メイドならやりかねないと二人で戦せん慄りつする。

　と、そこでモーラの再準備が終わった。彼女は仕切り直しとばかりに口を開く。

「それではキキーモラではない方々用のピザソースの作り方をお教えします」

「ほ、ほら、キキーモラじゃない人用とか言ってるよ？」

「……ピザトーストを作るだけなのに凄すごく難しいことにチャレンジしてる気分になるわね」

　ホラー現象にでも遭そう遇ぐうしたかのように二人が震ふるえ上がる。

　だがそれ以降、モーラの調理講座は順調に進んだ。自家製ピザソースの後はタマネギやピーマンなど、トーストにトッピングする食材を切る作業だった。

「モーラさんって先生とはどういう経緯で知り合ったの？」

　と、美織がピーマンの芯しん抜ぬきをしながら何なに気げなく尋たずねた。

　その問いを耳にした遥奈がタマネギの皮を剝むく手を止めた。

　──そういえば遥奈もその事情を知らなかった。

　こんな豪ごう邸ていなのだから当然メイドくらいはいるだろうとスルーしていたが……言われてみればどうして彼女は宗そう一いちに仕えているのだろうか？

「わたくしと宗一様が出会った経緯が気になるのですか？」

「ええ。あんな人を食ったような態度の人と、モーラさんみたいな誠実な方が普ふ通つうに出会うとは思えないもの」

「──人を食ったような、ですか」

　モーラがベーコンを切っていた手を止める。それを見て美織が少し慌あわてていた。

「ごめん。先生をバカにしたつもりは……」

「構いません。確かに宗一様は少々変わったお方ですから」

　美織の弁解に対して、モーラは意外にも肯こう定てい的だった。

　彼女は食材を切るのを再開しながらぽつりと告げる。

「わたくしがある事件に巻き込まれた時、宗一様に助けていただきました。その後、色々あって行き場をなくしたわたくしを宗一様が雇やとってくださったのです」

「詳くわしく聞いてもいいですか？」

[image: ]

「はい、あれは二年半前の冬でした。わたくしがまだ前の主あるじに仕えていた頃ころに──」

　遥はる奈なの問いに、モーラが語り始めた。

　それは今でこそ若くして凄すご腕うでと業界に名を馳はせる辰たつ巳み宗そう一いちが、まだ無名だった頃のお話。
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　人ひと里ざと離はなれた大きな門構えの洋館で、その食事会は開かれていた。

「皆みなさん、今日はお越こし下さってありがとうございます」

　時刻は午後七時。一同にそう言ったのは屋や敷しきの主──二に階かい堂どうさや子だ。

　穏おだやかな雰ふん囲い気きをした初老の女性だ。少しやつれてはいるが表情は快活で、気のよさそうな笑えみを浮かべている。豪ごう邸ていの主にしては華はなやかに着飾かざらないで質素な服装をしていた。

　そんな二階堂の挨あい拶さつにテーブルにつく者達は笑顔を返す。

「二階堂さん、そんなかしこまらないでよー。ボク達の仲じゃないか」

「そうそう。二階堂さんの食事会は参加するだけで名めい誉よだなんて噂うわさもあることだしね」

「……私、初めてだから、楽しみ」

　口々に答える彼女達は個性的な者ばかりで、これといって共通点はない。

　ただ一つ──彼女らが揃そろってモンスターであることを除けば。

　そんな彼女達の反応に二に階かい堂どうがふっと口元を綻ほころばせた。

「そう言ってもらえると、お世辞でも嬉うれしいわ」

「お世辞じゃないよ。ボク、この会食だけが生いき甲が斐いだからね」

　調子よく言ってキシシと笑うのは、下半身が大きな花弁に覆おおわれた女性──アイシャだ。

　彼女は《アルラウネ》という植物系モンスターだ。

　肌はだは緑色だが不健康そうなイメージはなく、むしろその言動は天てん真しん爛らん漫まんである。さらに彼女は植物素材の化け粧しよう品を売り出す企業の事業主だ。二階堂とは古くから懇こん意いの仲である。

「ま、でも確かにここまで来るのは骨が折れたかな」

　アイシャはそう言いながらテーブルの向かいに座る女性を見やる。

「こうも吹雪ふぶきだとね。植物系のボクとしては危あやうく枯かれるところだったよ」

「……どうしてそこであたしを見るのかしら」

　そう冷たく答えるのは真っ白な肌をした和装美人──冬とう香かだった。

　彼女はモンスター界の衣料品チェーン店を経営している。人間とは異なる体格が多いモンスター用の衣類を売り出すことで成功を収めた女社長だ。

　そんな冬香をアイシャが恨うらめしそうに見たのは、彼女が《雪ゆき女おんな》だからだろう。

「えー。だって今日の吹雪、冬香のせいじゃないの？　ほら、雨あめ女おんなならぬ雪女ってことで」

　洋館の外は猛もう吹雪だ。食事会を開いている広間の窓も時折強風でガタガタと揺ゆれている。その原因が冬香にあるのではないかとアイシャは言いたいらしい。

「吹雪を雪女のせいにしないでよ。あれ、ただの迷信なんだから」

　アイシャに答える冬香の口調は素っ気ないが、別に気分を害しているようには見えない。むしろ親愛の念を抱いだいているからこそ気を遣つかう必要がないといった感じだった。

「……でも、今日はホントに寒い……油断してると、関節が固まる」

　二人の会話にボソボソと割り込んだのは、額に札を貼はった少女──リンリーである。

　その札のおかげで一目見れば彼女が《キョンシー》とわかる。外見は幼いが年ねん齢れい不ふ詳しよう。いつもだるそうに目を細めており、言動から生気を感じられない。

　高級レストランをいくつも経営しているリンリーは最近二階堂と親交を深めた、この食事会の新参だ。ただそのマイペースな性格もあってすでに一同の空気に溶とけ込んでいる。

「まあまあ、積もる話は乾かん杯ぱいしてからにしましょう」

　二階堂がパンパンと軽く手を叩たたいて場を進行する。

「モーラ、みんなにワインをお願い」

「かしこまりました」

　二階堂に命じられ、背後に控ひかえていたモーラがキッチンへ向かう。彼女はキキーモラという幻げん獣じゆう種であり、二階堂を主あるじとするメイドだ。

　──つまりこの会食に参加している二階堂以外の全員が人間ではない。

　しかし二に階かい堂どうは彼女らに怯おびえることも恐おそれることもない。

　むしろとても友好的とすらいえた。こうして食事会を開くほどに。

　その理由はここにいる誰だれもが承知している。

　二階堂さや子は人間でありながら人間嫌いの世捨て人として有名なのだ。

　だから彼女はこんな人里離はなれた洋館に住んでいる。

　人間嫌ぎらいの人間。だからというわけではないが、二階堂はモンスターを取引相手とした事業で成功を収めていた。彼女が営んでいるのは人材派は遣けんならぬモンスター派遣会社だ。ここにいる皆みなもその事業に世話になっている者ばかりである。

「それじゃ乾かん杯ぱいしましょうか」

　全員にワインが行き届くと、二階堂が乾杯の音頭を取った。

　そうして会食が始まる。

　二階堂が開くこの食事会は終始リラックスした雰ふん囲い気きだった。モーラが運んでくる食事に舌した鼓つづみを打ったり、最近の事業の調子を談笑したりと、和なごやかに時間が過ぎていく。

「んー、このハンバーグ美お味いしい！」

　そんな中でアイシャが感激したように言った。よほどその味がお気に召めしたのか、彼女は給仕中のモーラに尋たずねる。

「モーラちゃん、これ何のお肉かな」

「それは豆とう腐ふのハンバーグでございます。肉は使っておりません」

「あ、そっか。お肉なわけないよね」

　モーラの説明にアイシャが納なつ得とくする。すると二階堂が申し訳なさそうに笑った。

「ごめんなさいね、本当ならもっと色んな料理でもてなしたいのだけれど」

「あ、ううん、二階堂さんの菜食主義に文句が言いたかったわけじゃないんだ。そう聞こえちゃったらごめんね」

「ええ、充じゆう分ぶんに美味しいもの」

　二階堂とアイシャの両方をフォローするように冬とう香かが言う。

「……世捨て人で、菜食主義」

　すると唯ゆい一いつ新参のリンリーがぼそりと呟つぶやく。

「……二階堂さん、仙せん人にんみたい」

　リンリーの感想に一同が「あー、確かに」と同意する。

　しかも真っ先に吹ふき出したのが二階堂本人だった。

「そうだったらよかったのにね。もし仙人ならこれ以上老おいぼれることもないのに」

　そう言って冗じよう談だんめかす二階堂はやはりとても穏おだやかな表情をしていた。

　この時、一同は笑っていた。気の許せる仲間同士で開かれたささやかな会食。仕事のことを忘れて心の底からパーティーを楽しんでいた。

　この時までは。




　　　　　　▽▲




　会食が始まって一時間くらいした頃ころに、二に階かい堂どうが一度私室へ戻もどった。どうも体調が優すぐれないらしく少し休きゆう憩けいするという。

「大だい丈じよう夫ぶかな、二階堂さん」

「どうかしら。確かにいつもより元気がなさそうだったけど」

「……心配」

　アイシャを筆頭に全員が二階堂の体調を気にかける。

「少し休んだら戻ってくるそうです。皆みな様には会食を楽しんでいただきたいとのことでした」

　そんな一同にモーラが告げた。

　主しゆ催さい者がそう言うのなら、とアイシャ達は多少の不安は残しつつも会食を続けた。

　会食中にアイシャと冬とう香か、リンリーがそれぞれ一回ずつお手洗いで席を立つ。モーラは会場とキッチンを何度も往復して精せい一いつ杯ぱい給仕に勤いそしんだ。

「二階堂さん、戻ってこないわね」

　しばらくしてさすがに心配になったのか、冬香が思案顔で言った。

「そうだね。長居するのも申し訳ないし、ボク達はお暇いとました方がいいかな？」

　アイシャがそう申し出る。

　このまま帰してしまったら自分の立場がない、とモーラは思う。二階堂が皆に楽しんでもらいたいと望む以上、その主あるじの願いを何としても叶かなえるのが自分の役目なのだから。

「わたくしが様子を見て参ります」

　皆を安心させるためにそう言うと、アイシャがぱっと立ち上がった。

「あ、じゃあボクも行くよ」

「いえ、アイシャ様のお手を煩わずらわせるわけには……」

「いいのいいの。ちょうどお仕事で話しておきたい件があったし」

　アイシャが笑え顔がおを浮かべながら、花弁から伸のびる蔓つるを足代わりに動かして歩み寄ってくる。

　そういうことならばと広間に冬香とリンリーを残して、二人は二階堂の私室へ向かった。

　館やかたのちょうど中央に位置する正面階段から二階に上がり、西館へ続く廊ろう下かを歩いていく。その一番奥の部屋が二階堂の私室だ。

「さや子様。お加減はいかがでしょうか」

　部屋の前に着くとモーラがドアをノックして尋たずねる。アイシャはその隣となりで様子を窺うかがっていた。

　返事はない。それどころか部屋の中からは物音一つしなかった。

「……っ」

　瞬しゆん間かん。ぞわり、と今まで一度も感じたことのない悪お寒かんを感じた。焦しよう燥そう感に突つき動かされるままドアノブに手をかける。だが開かない。内側がわから鍵かぎをかけられていた。

「さや子様。どうかお返事してください、さや子様」

　口調は冷静を装よそおっていても、ノックが強めになってしまう。

　そんなモーラの様子からただならぬ気配を察したのか、アイシャが真しん剣けんな顔で言った。

「合い鍵とかはないのかな？」

「あっ」

　焦あせってばかりで肝かん心じんなことを失念していた。モーラは二に階かい堂どうに仕えるメイドとして、館やかたすべての部屋の合い鍵を常に携けい帯たいしていたのだ。

「押し入るのは申し訳ないけど、中で倒たおれてたりしたら一大事だからね」

　アイシャの提案に頷うなずき、モーラがエプロンのポケットから合い鍵の束を取り出す。

　どうかただ寝ねているだけであってくれと願いながら解かい錠じようし、室内へ足を踏ふみ入れる。

「さや子様」

　部屋の明かりは点ついていた。十畳じよう以上ある室内。天てん蓋がい付きの大きなベッドが奥の壁かべ際ぎわに。さらにドレッサーや洋服ダンスなどのアンティーク家具が室内にシックな趣おもむきを与あたえている。

　そんな部屋の中央、赤い絨じゆう毯たんが敷しかれているそこに──人が倒れている。

「ッ……さや子様！」

　悲痛に顔を歪ゆがめたモーラが叫さけぶ。

　己おのれの主あるじである二階堂さや子が、赤絨毯を不自然に赤黒く彩いろどる血ち溜だまりの中で絶命していた。

　遺体の傍かたわらには、彼女が所有していたこの部屋の鍵が落ちていた。
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　二階堂の遺体は惨さん憺たんたる状態だった。衣類のあちこちが無理矢理に引き裂さかれている。体中、他者と争ったみたいに傷だらけで、死因となったのがどれなのかも判別できない。

　その中でも特に両腕うでの損傷が激しかった。まるで何かに抉えぐり取られたかのようで、その肉片が床ゆかに散らばっている。

「さや子様……ッ」

　変わり果てた主の姿を目にして、モーラがその場で立ち尽つくす。思わず顔を背そむけたくなる光景なのに、どうしても視線が固定される。

　そんな彼女に代わってアイシャが真っ先に広間まで戻もどり、冬とう香かとリンリーを呼んできた。

「……ッ」

「二階堂さん!?」

　部屋の中央に倒れている二階堂を目にして、リンリーと冬香が息を吞のむ。

　その光景に数秒放心していた冬とう香かが、はっと我に返る。

「救急車……そうよ、早く人間の医者に診みせないと！」

「もう亡なくなってるよ。さっき確かく認にんした」

「──そんな」

　アイシャの説明に、冬香が口を押さえて絶句した。

　と、リンリーが表面上は冷静に尋たずねる。

「……死因は？」

「わからないよ。ボクは専門家じゃないし。でも見る限り自然死ってわけじゃないよね」

　沈ちん痛つうな面おも持もちのアイシャが二に階かい堂どうの遺体を見やる。

「尋じん常じようではない外傷がある」

「ま、待ちなさいよ。じゃあこの中の誰だれかが二階堂さんを殺害したってこと？」

「だからわからないってば。強ごう盗とうでも入ったのかもしれないし」

　いつもは明めい朗ろう快活なアイシャですら眉まゆを顰ひそめる。

「ッ」

　そんな彼女らの会話にモーラが反応し、顔を上げた。

　──この中に主あるじを殺した者がいる。

　みんなに楽しんでもらいたい、という二階堂の好意を裏切った者が。

　それを意識した瞬しゆん間かん、モーラの胸に沸ふつ々ふつと黒い感情が煮にえたぎった。

「けどボクとモーラちゃんが来た時は部屋に鍵かぎがかかってた。たぶん鍵はあれだと思う」

　アイシャが遺体の傍かたわらに落ちている血に濡ぬれた鍵を指し示す。

「はっ、何それ。密室だったってこと？」

　その説明に冬香がうんざりしたように顔を歪ゆがめた。他殺のうえに被ひ害がい者である二階堂がいたのは密室。あまりに出来すぎた状じよう況きようにいよいよ嫌いや気けが差したらしい。

　すると、リンリーが静かに口を開いた。

「……じゃあ、どうやって中に入ったの」

「モーラちゃんが合い鍵を持ってた」

「ちょっと、それってもしかして──」

　アイシャの説明を聞いた冬香がそこまで言って口をつぐむ。

　そして一同がモーラに視線を集めた。

　その視線の意味を知ったモーラがはっとして口を開く。

「違ちがいます。わたくしでは……わたくしではありません……ッ」

　みだりに叫さけばないよう自じ戒かいしても、自然と声に力がこもってしまう。感情だけが先走ってうまく自制心が働かない。

　そんなモーラの状態を察してか、アイシャは落ち着いた声こわ音ねで言った。

「何にせよ、警察を呼ばないと」

「……それはまずいと思う」

　リンリーが即そく座ざに言う。何な故ぜ、と視線で問う一同に彼女は続けた。

「……二に階かい堂どうさんは人間。だから人間の警察を呼ばなきゃならないけど……リンリー達はモンスター。混乱を招く」

　言葉数の少ないリンリーの説明だったが、その意味するところを皆みな理解したのだろう。一同が重苦しく沈ちん黙もくしたところに、モーラがやっとの思いで口を開く。

「ですが、さや子様をこのままにしておくのは……」

「じゃあボクの知り合いを呼んでみようか」

　懇こん願がんするモーラに、アイシャがそう返した。

「人間とモンスター、両方の事情に通じてる奴やつがいるんだ。まず彼に状じよう況きようを見てもらってから然しかるべく対処しよう」

「人間とモンスターに通じてるって……一体どんな奴なの？」

　冬とう香かがさも不可解そうに問う。そんな彼女を含ふくめた一同にアイシャは力強く告げる。

「モンスターインストラクターっていってね。まだ駆かけ出しだけど、腕うでは確かだよ」
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　アイシャの提案に頷うなずいた一同は、とりあえず二階堂の部屋をそのままに客間へと移った。凄せい惨さんな有り様に、とにかく現場保存を優先したのだ。

　主あるじの遺体を放置しておくのにモーラは強い抵てい抗こうがあったが、仕方なく皆の意見に従った。

　何より自分は合あい鍵かぎを持っていたことで殺害の容疑がかかっている。異議を唱えたとしても説き伏ふせられるに違ちがいない。

　一同がやってきたのは、洋館に数ある客間の中で狭い部類のところだった。

　壁かべに設けられた暖だん炉ろには火が焚たかれており、一同はその前に椅い子すを集めて暖を取っていた。暖炉のすぐ横の壁には灰色の鳥が描えがかれた見事な絵画が飾かざられている。

「十五分で来るってさ」

　部屋の隅すみで連れん絡らくを取っていたアイシャが携けい帯たいを閉じながら言った。

「十五分……？」

　植物の蔓つるで移動して椅子に座るアイシャに、冬香がを顰ひそめた。

「ここバスも電車も通ってない郊こう外がいよ？　どうやってそんなに早く来るつもりなの？」

「さあ、用件を話す前に『では、すぐに向かいます！』って電話を切られちゃったから」

　アイシャが言った後、それ以上誰だれも発言しなかった。

　食事会における一同の和なごやかな雰ふん囲い気きはもうない。当然だ。懇こん意いにしていた知人が亡なくなって、しかもこの中に殺害した者がいるかもしれない。これで殺さつ伐ばつとしない方がおかしい。

　カチコチという掛かけ時計の音がやけに大きい。吹雪ふぶきの影えい響きようで引ひき違ちがい窓まどが揺ゆれる音も合わさり、客間の空気はどんよりと重くなっていた。

　カチカチ、ガタガタ。

　カチコチ、ガタガタンッ。

　ガタタッ……ガタンガタンッ！

「……吹雪、強くなってきたかも──ひっ!?」

　窓が揺れる音に反応したリンリーが視線を向けると、短く悲鳴を上げた。

「ど、どうしたの……ッ!?」

「うわッ！」

　リンリーに続いて、窓の方を見やった冬香とアイシャも息を吞のむ。

　何事かとモーラも視線を向けると──そこに不審な人影があった。

『──ッ──ッッ』

　全身が雪で覆おおわれた人影。それは外側がわからモーラ達を凝ぎよう視しし、執しつ拗ように窓を叩たたいている。

　時刻はもう遅おそく、外は真っ暗だ。しかもそんな暗くら闇やみの吹雪の中で窓に張り付くその様子は尋じん常じようではなく、やけに暴力的かつ不気味だった。

「ちょ、あれ雪男じゃないの？　冬とう香かの親しん戚せきなんだから何とかしてよ」

「し、知らないわよ！　雪ゆき女おんなと雪男はまったく別種なんだから一いつ緒しよにしないで」

「……しっ。何か、言ってる」

　いち早く落ち着きを取り戻もどしたリンリーが、口の前に人差し指を立てる。

『……てくれ』

　確かに雪男は何かを伝えようとしている。だが吹雪の音でくぐもってよく聞こえない。

　全員がよく耳をすませると、雪男はこう言っていた。




『──中に、中に入れてくれぇ……』




　は？　と一同が啞あ然ぜんとしていると、雪男は続ける。

『玄げん関かんに鍵かぎがかかってて入れなかった……呼び出しておいてあんまりだぁ……』

　その悲痛な訴うつたえに、モーラ達が気まずく沈ちん黙もくする。

　確かに暗闇で細部がわからなかったが、よくよく見てみると男はスーツ姿だ。雪男という山奥に住んでいるような野性的な感じではなく、どちらかといえば文明的な容姿である。

　つまりあれか。彼こそがアイシャの呼び出したモンスターインストラクターなのか。

「ちょっと誰だれよ、雪男って言ったの。驚おどろかせないでよ」

「や、だって伝えられた時間よりも早かったし」

「……今度は、怪かい奇き現象が始まるのかと思った」

　モンスターのくせにホラー的要素を怖こわがっていた一同がほっと胸を撫なで下ろす。

『は、早く中に……凍とう死しするぅ……凍こごえるぅぅ……っ！』

　緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだ一同とは対照的に、外の男は依い然ぜんとして助けを懇こん願がんしていた。
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　モーラが渡わたした毛布にくるまりながら、その少年は暖だん炉ろ前の椅い子すでガタガタ震ふるえていた。

「この度たびは私のような者をお招きいただき、まことにありがとうございます」

　だがその表情は満面の笑えみだった。あと一歩で凍死していたことなど気にしていない。

　その奇き妙みような雰ふん囲い気きの少年は、辰たつ巳み宗そう一いちと名乗った。

　灰色をした髪かみに、細長いレンズの眼鏡をカチューシャ代わりにしている。今は毛布にくるまって蓑みの虫むし状態だからわからないが、その外見の若さに相反してスーツを着ていたはずだ。

「思ったよりずっと若いじゃないの。本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……まだ子供に見える」

「大丈夫だって。彼、かなり腕うでの立つモントラの弟で子しだったんだから」

　彼のあまりの若さに冬とう香かとリンリーがヒソヒソとアイシャに確かく認にんする。

　すると宗一がＨＡＨＡＨＡと何な故ぜかアメリカンに笑った。

「いやはや皆みなさんの不安はごもっとも。確かによく言われますから」

「あ、あら、ごめんなさい。よく言われるってことは、実はお歳としを召めしているのかしら」

「いえ、実際に私は十五歳です」

「……本当に、子供」

「しかしご心配には及およびません。確かに私は若いし、モントラとしては駆かけ出だしですが、そんじょそこらの奴やつとは実力が違ちがいます」

　謙けん遜そんするように見えて、その実、どこまでも自信満々な口くち振ぶりだった。

　本当に大丈夫なのか、こいつ。

　モーラを含ふくめた全員が彼の驕おごりっぷりにそう思った。

「辰巳くん」

　と、そこで彼と唯ゆい一いつ顔見知りのアイシャが呼びかけた。

「今まで機会がなくて聞きそびれてたけど独立したんだよね？　クロエはどうしたの？」

「独立ってわけじゃないんですが……まあ色々と事情がありまして、彼女は引退しました。事務所はそのまま私が継ついだ形になります」

　アイシャと宗そう一いちの会話に、事情を知らないモーラ達が押し黙だまる。

　だからその時、彼が一いつ瞬しゆん顔を曇くもらせたことに気付かなかった。

「いやぁ、それにしても！　業界でも有名な方々がこんなに揃そろい踏ぶみとは壮そう観かんですなぁ！」

　世間話から転じて、宗一が気を取り直すように切り出した。

　アイシャの話によると、彼はモンスターインストラクターなる者らしい。その職業をモーラは初めて聞いたが、少なくともモンスターの知識は豊富なようだ。彼は事業主であるアイシャ達を知っているようである。

「二に階かい堂どう氏の食事会は有名ですからね！　こんな場に出席できるなんて光栄です、はい！」

　彼は一同を──業界で成功を収めた名だたる事業主らを見やる。

「それで早さつ速そくですが、私が呼ばれたということは顧こ問もん契けい約やくでしょうか」

「い、いや、そうじゃなくてね」

「人間社会への進出を考えてらっしゃるのですね。内容は人間社会に対応するための経営指導といったところで？」

　宗一が的外れな話を進めていく。その笑え顔がおは欲にまみれていて実にゲスい。悪あく代だい官かんに対する越えち後ご屋の『いえいえお代官様ほどでは』的なノリで、今にも揉もみ手てを始めそうだった。

　そういえば、とモーラはアイシャの言葉を思い出す。

　彼は用件を聞く前に電話を切った、と彼女は言っていた。

　つまり宗一は何も知らずに、割のいい仕事がもらえると思って来たのだろう。

「……あのね、辰たつ巳みくん」

「何でしょう？」

　アイシャが気まずそうに苦笑する。期待に満ちた宗一を見ていられなかったのだろう。

「えっとね……君を呼び出したのは顧問契約とかじゃなくてね」

「はい？」

　アイシャの言葉に、宗一が笑顔のままきょとんとした。

「ちょっと辰巳くんに解決してほしい事件があるんだ」

「……事件？」

　続いて、宗一の顔から笑みが消える。

「非常に言いにくいんだけど……実は二階堂さんが亡なくなってね」

「に、二階堂氏が？　それはまたご愁しゆう傷しよう様さまというか……」

　何やら雲行きが怪あやしいことに彼は気付いたようだ。その額には冷ひや汗あせが浮かんでいる。

「ん？　では皆みなさんは何で集まってるんですか？　葬そう儀ぎの途と中ちゆうとか？」

「いやそういうわけじゃなくて……実は今さっき、殺され……」

「殺された!?　今さっき!?」

　瞬間、宗一がバッ！　バッ！　と高速で顔を動かし、周囲の状じよう況きようを確かく認にんし始めた。

　人ひと里ざと離はなれている洋館。外は猛もう吹雪ふぶき。そんな中で起きた殺人事件。

　それらの要素を瞬しゆん時じに把は握あくしたのだろう。

　次に彼は青ざめた顔をして、アイシャ達を順番に見やる。

　先ほどまでの契金約ヅ者ルを相手にする顔ではない。彼の表情には「この中に殺人犯がいるかもしれない」という恐きよう怖ふと怯おびえが如によ実じつに宿っていた。

「ど、どどどーしてこんなミステリー小説の舞ぶ台たいみたいなとこに俺を呼んだんですか!?」

　宗そう一いちが椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がり、アイシャに詰つめ寄る。

「だから辰たつ巳みくんに事件を解決してほしくて……ね？」

「俺はただのインストラクターですよ!?　警察でも探たん偵ていでもありません！　あーもー！　せっかく大手の契けい約やくが取れると思って、空飛ぶルンバまで使ってすっ飛んできたのに！」

　そんな彼の言葉に、ふと気になるところがあったのでモーラが尋たずねてみる。

「空飛ぶルンバとは何でしょうか？」

「空飛ぶ箒ほうきの現代版です！　試作品なんで吹雪に耐たえきれず途と中ちゆうで壊こわれましたけどね！」

「左さ様ようですか……わたくしの仕事を奪うばう機械畜ちく生しようにはお似合いの末路でございます」

「何ですかこのメイド!?　やけに攻こう撃げき的な物言いなんですけど!?」

　相当混乱しているのか、彼らはかなりどうでもいいやり取りを交かわす。

　閑かん話わ休きゆう題だいとばかりに宗一が取り乱したまま叫さけんだ。

「ともかく警察は!?　もう呼んであるんですよね!?」

「それがまだ……ほら、二に階かい堂どうさんは人間だから人間の警察を呼ばなくちゃいけないでしょ？　でもボク達モンスターだからさ、そこらへんでいらない混乱を招くと思って……」

「モンスター界こつちに通じてる警察なんていくらでもいるでしょう！　事業主である貴女あなた方ならそれくらいのツテは──」

　そこまで捲まくし立てた宗一が、ピタリと言葉を止めた。

　そのまま数秒間の硬こう直ちよく。やがて彼は急に目を細める。

「──あぁ、そういうことですか」

　やけに落ち着いた声こわ音ね。先ほどまで情けなく喚わめいていた者とは思えない鋭するどい目付き。

　瞬間、モーラは背筋に冷たいものを感じた。それが自分よりも年下の少年に脅きよう威いを抱いだいているのだと遅おくれて気付く。

「貴女方は殺人事件の容疑がかかることそれ自体を避さけたいんですね」

　見下げ果てたとでもいうような宗一の視線がアイシャ達に向けられる。

「たとえ『犯人』でなくとも、社長が殺人の『容疑者』と報じられただけで企業のイメージは失しつ墜ついしますからね。だから犯人がわからないうちは事件を公おおやけにしたくない」

「……っ」

「犯人を特定し、己おのれの容疑が晴れた状態で通報する。そのために私が呼ばれたわけですか」

　宗そう一いちの推すい理りを聞いて、モーラがアイシャ達を見やる。

　彼女らは何も言い返さずに視線を逸そらしていた。どうやら図ず星ぼしだったようだ。

　警察を呼ぶといらぬ混乱を招くなどと言って、その実は己おのれの保身が理由だった。

「何な故ぜですか……さや子様は皆みな様を本当に慕したっておられたのに、それなのに……」

「すいません。揉もめるのは構いませんが、後にしてもらえませんか」

　と、殺さつ伐ばつとした空気を察したのか、宗一が「あー」と声を出した。

「何にせよ、殺人事件の解決などモントラの仕事ではありません。素す直なおに警察なり探たん偵ていなりに連れん絡らくすることをおすすめいたします。あ、毛布ありがとうございました」

　モーラが宗一から毛布を押し付けられる。そのまま彼は軽く手を上げた。

「それでは私は帰らせていただきます」

　宗一はそう言い残して、すたすたと客間の出入口であるドアへ歩き始めた。

「た、辰たつ巳みくん、ちょっと待って。こういうのはどうかな？」

　颯さつ爽そうと帰ろうとしている彼に、アイシャが声をかけた。

　だが宗一の歩みは止まらない。そんな彼の背中にアイシャは慌あわてて続ける。

「事件を解決してもらうんじゃなくて、二に階かい堂どうさんを殺した犯人をボク達に教えてもらいたい。ほら、これなら指導ってことにならない？」

「……」

　その提案に宗一がドアの前で立ち止まった。それから話を聞く気になったのか、彼はその場で振ふり返る。その様子にアイシャはやや安あん堵どした表情で続けた。

「それにさ、この頼たのみを聞いてもらったら君と顧こ問もん契けい約やくを結んでもいい」

「それが報ほう酬しゆうということですか」

「うん。実は前々から人間社会への事業拡かく大だいは考えてたからね、遅おそかれ早かれ経営指導者は欲しかったんだ。犯人を教えてくれたら、君の実力を認めて顧問契約する。どうかな？」

　機き嫌げんを窺うかがうようなアイシャの問い。それに連動して他ほかの者も宗一を見やる。

「……ふむ」

　一同の視線を集めたモントラは、とても悩なやましそうな思案顔で押し黙だまっていた。
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「こちらがさや子様の私室でございます」

　結局モーラは宗一を現場に案内する運びとなった。

　モーラが先導して室内に入る。宗一達四名はその後に続いた。

　部屋の中央には発見当時から変わらず二に階かい堂どうが倒たおれている。

　……これ以上、主あるじをこのままにしておくのはあまりにも忍しのびない。

　早く事件を解決してほしい。そして二に階かい堂どうをどうか安らかに眠ねむらせてやりたい。

「事件当時、この部屋には鍵かぎがかかっていました。そこに落ちている鍵がさや子様の所持していたものに違ちがいありません。そして合い鍵はわたくしが──」

　万感の思いを胸に秘ひめ、しかし冷静に説明しながらモーラが振ふり返る。

　と、

「ちょっ、た、たた辰たつ巳みくんっ！　いきなりどこ触さわって……ひゃんっ」

「ふむ。見事なおみ足ならぬ、おみ蔓つるですね。手入れを欠かしていないようです」

　部屋のドア付近で宗そう一いちとアイシャがいちゃいちゃしていた。

　しゃがみこんだ宗一がアイシャの花弁に包まれた下半身から伸のびる蔓をいじっている。

「ちょっ、止やめ……あっ、く、くすぐった……あひっ!?」

　握にぎってみたり、さすってみたり、つまんでみたり……彼の手つきは優やさしげながらも激しいようで、アイシャがトロンとした表情で熱い吐と息いきを漏もらしていた。

　そしてそんな二人の人目憚はばからぬプレイを、冬とう香かとリンリーがやや頰ほおを赤らめて見守っている。

「…………」

　何やってんだこいつらは。

　そう言葉にせずとも、モーラは絶ぜつ対たい零れい度どの視線で宗一達を睨にらみ付ける。

　何な故ぜこの二人はベッドイン前の桃もも色な雰ふん囲い気きを出しているのか。

　そして何故それを見ている冬香とリンリーはちょっと期待した感じで眺ながめているのか。

「……宗そう一いち様。おふざけがすぎます」

「ふざけてませんよ。私は至って真ま面じ目めです」

　モーラの戒いましめに宗一が蔓を触るのを止めて立ち上がる。アイシャは「えっ、もう終わり？」と何故か残念そうに彼を見やっていた。

　それから彼は顎あごに手をやりながら、部屋のドアを眺め始めた。

　ドアと床ゆかの隙すき間まを確かめるように床に這はい蹲つくばったり……かと思うと立ち上がってノブを回したり、鍵穴を見たり、内側がわから鍵をかけるための捻ひねりをいじったりしていた。

「ふむ、落ちている鍵の形状から察するに、ピンタンブラー錠じようで間違いありませんね」

「ぴ、ピンタ……何それ？」

「シリンダーの内部に長さの違うピンを並べて、それに合う凹おう凸とつがついた鍵で開ける一番オーソドックスなタイプの錠です。つまり何の変へん哲てつもない普ふ通つうの錠ってことです」

　アイシャの問いに、宗一がドアに視線を固定したまま答える。

「内側から鍵をかけるには捻りを回すだけ、か」

　頭の中で状じよう況きようを整理しているのか、宗一が独ひとり言ごとを呟つぶやいている。

　そんな彼の様子に、モーラがやや苛いら立だちを覚えて言う。

「宗一様。こちらがわたくしの主あるじ、二階堂さや子様でございま……」

「見ればわかります。確かに亡なくなっているようですね」

　声をかけても、宗そう一いちはドアに注意を向けたままだった。見ればわかると言いながらも、二に階かい堂どうの遺体には目もくれていない。

　そこで、とうとうモーラは自覚した。

　──自分はこのモントラという少年を信用できない。

　まるで死者を軽かろんじているような彼の言動がどうしても好きになれなかった。

「あれは通つう風ふう口こうで間ま違ちがいありませんね」

「え？」

「あれです。部屋の隅すみの天てん井じよう付近にある、あれ」

　その時だ。宗一がドアに目を向けたまま壁かべを指差した。

　彼が指し示した廊ろう下か側がわの壁には、ステンレスのカバーに覆おおわれた通風口がある。目立たない位置にあるが、モーラは館の掃そう除じをしているので位置を把は握あくしていた。

「はい、そうですが……？」

　答えてから、ふと思う。

　彼は部屋をじっくり見た素そ振ぶりもなかった。それなのにあの通風口をすぐ見つけたのか。

「ふむ」

　と、宗一がドアへの興味をなくしたのか、つかつかと部屋の奥へ歩き出す。

　そのままモーラと二階堂の遺体の横を通り過ぎ、窓際ぎわへと足を向けた。

「採光用のはめ殺し。パッと見、細工をした様子もない」

　今度は部屋の窓を眺ながめる。外側に突つき出すような構造の出窓になっているため、窓下は棚たな状になっている。そこに置かれた花か瓶びんや小物に彼は触ふれなかった。

「会食中は皆みな一度だけ、それぞれお手洗いで席を外している。モーラさんは給仕のためにキッチンと会場を行き来していたため何度も姿を見せない時間がある」

　すると彼は一いつ旦たん検分を止やめてブツブツと呟き始めた。どうやらモーラが説明してある一同のアリバイや当時の状じよう況きようを確かく認にんしているようだ。

「それ以外はお互たがいに顔を合わせていた。席を立っていた時間は短いが、一応会場と二階堂氏の部屋を往復できるだけの時間はあるか。アリバイはあってないようなものだな……」

「……ちょっと、何であたし達のアリバイを確認してるのよ」

　そんな彼の言葉に、今度は冬とう香かが苛いら立だたしげに問うた。

　それに宗一が窓から視線を外して振ふり返る。

「何な故ぜと言われても、二階堂氏を殺害した犯人がこの中にいるかもしれないからですが？」

「あんた、ちゃんと話聞いてたの？　来る前に説明したでしょ。モーラとアイシャがここに来た時、部屋は鍵かぎがかかってて密室だったって」

「ええ、聞きました。だからまずそれを確認したんですが……確かに密室だったようですね」

　そこで冬とう香かが呆あきれ混じりのため息を漏もらした。

「なら何であたし達を疑うのよ。この部屋の合あい鍵かぎをモーラが持ってた。だから一番疑わしいのは彼女であって……」

「いいえ、それは違ちがいます」

　冬香の言葉を、宗そう一いちが即そく否定した。

「確かに事件当時ここは密室だったらしい。しかしだからといって密室を作るのが難しいわけではありません」

　一同の驚きよう愕がくの視線が彼に集まる。

「それはどういうことでしょうか？」

「そうですね……例えば」

　皆みなを代表してモーラが尋たずねると、宗一はやや言い淀よどんでからアイシャに目を向ける。

「アイシャさん、貴女あなたはアルラウネだ」

　いきなり名指しされ、アイシャが「えっ、ボク？」と目を丸くした。

「その花弁から延びる蔓つるは伸縮自在。例えばこの部屋の通つう風ふう口こうの外側がわから蔓を侵しん入にゆうさせ、部屋の鍵を内側がわからかけることだってできる」

「……確かに、できるかもしれないけど」

「それに冬香さん」

　一通り説明し終えて、宗一は次に冬香へ顔を向けた。

「雪ゆき女おんなの貴女ならピンタンブラー錠じようの合い鍵なんて氷で簡単に作れます。使った後はトイレか流し台にでも捨てればいい。氷の鍵は水に溶とけて証しよう拠こ隠いん滅めつってわけです」

「な、何よそれ。あたしが犯人だって言いたいの？」

「そしてリンリーさん、貴女の場合はもっと簡単だ」

　冬香の抗こう議ぎをスルーして、宗一がリンリーを見やる。

「一いつ般ぱん的にはあまり知られてませんが、キョンシーは神じん通つう力りきを備えています。貴女は神通力の一つ──念動力で廊ろう下か側から内側の鍵をかければいい。捻ひねりを回すだけなので、ドア一枚隔へだてて見えなかったとしても、貴女なら楽勝でしょう」

「……」

　リンリーは何も言わず、しかし否定もせずに宗一を睨にらみ付ける。

「つまりこの密室が密室として成立するのは、貴女方が何の魔法も特とく殊しゆ能力も持たない人間だった場合のみだ」

　一気にすべてを説明した宗一が大きく息をつく。

「合い鍵を持っていたからといって、モーラさん一人が疑わしいわけじゃありません。容易に密室を作れる皆さんは、等しく一番疑わしい容疑者です」

　そして彼はモーラを見やった。

「ですから、彼女を執しつ拗ように責め立てるのは止やめてください」

　沈ちん黙もくに包まれる中、宗そう一いちがそう締しめ括くくった。

　名だたる事業主達を前にして、怯ひるむ素そ振ぶりはまったくない。

「……これが」

　一連のやり取りを見ていたモーラが、思わず声に出してしまった。

　──これがモンスターインストラクターなのか。

　モンスター達の特性を完かん璧ぺきに理解し、部屋をざっと観察しただけでここにいる一同の『仮想の犯行手口』を瞬しゆん時じに推すい測そくする。

　そんな宗一の計り知れない実力にモーラが驚おどろいていると、

「……ま、それと同時に外部の者の犯行である可能性もあります。だとしたらまだ館やかたにいるかもしれないので、これから探してみようかと思っています」

　気まずさを払はらうように彼が告げた。続けてアイシャ達にてきぱきと指示を出す。

「皆みなさんは先ほどの客間で待機していてください。お手洗いなどの時は必ず三人で行動するように。お互たがいの監かん視しだとはわかるでしょうが、外部の犯人が潜ひそんでいた場合の安全措そ置ちも兼かねているのを忘れないでください」

「……わかったよ」

　アイシャが頷うなずくのを確かく認にんして、宗一はモーラに顔を向ける。

「モーラさんは私と一いつ緒しよに館を探してもらえますか。館内に通じている方がいれば、人が隠かくれそうなところを見落とさずにすむので」

「……かしこまりました」

　今後の方針が決まり、一同は二に階かい堂どうの部屋を後にする。

「宗一様」

「はい？」

　最後に部屋を出たモーラが声をかけると、宗一が立ち止まって振ふり返った。

「初めに密室かどうかを執しつ拗ように確かめていたのは、わたくしの疑いを晴らすためですか」

「晴れてませんよ。依い然ぜんとして貴女あなたは容疑者の一人です」

　宗一が素っ気なく答える。

「ただ皆さんが状じよう況きようを正しく理解してなかったようなので、それを指し摘てきしたまでです」

　そう言って、彼は歩き出してしまった。

　その言葉の真しん偽ぎは、他者を気き遣づかう術に長たけたモーラでもわからない。

　けれど──最初の頃ころに抱いだいていた彼への不信感は、不思議となくなっていた。
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　広大な館内を二時間ほど探たん索さくした後、宗そう一いちとモーラは一いつ旦たん客間に戻った。

「寒い寒い寒い、さーむーいーッ！　床ゆか暖だん房ぼうとかついてないんですか、この館やかた！」

　客間に入るなり宗一が大声で文句をつける。

　空気が冷え切った館内を二時間も歩き回ったからだろう。彼の体はマナーモードの携けい帯たい電話もかくやというほどバイブレーションしている。

「そんなものがなくても冬は越こせます」

「何で貴女あなたはそんなにケロッとしてんですか……キキーモラが寒さに強いなんて話、聞いたことないんですがね」

「？　わたくしがキキーモラだと明かしましたか？」

「いいえ。しかし見ればわかります」

「よくおわかりになりましたね。初対面ではよく人じん狼ろうに勘かん違ちがいされるのですが」

「確かに一見すると人狼種です。ただ、耳は狼おおかみのそれですが、尻尾しつぽはよく見ると犬のボルゾイのものだ。その他ほかにも魔ま力りよくを解放すればハーピーのように腕うでが翼つばさになったり、熊くまのごとく怪かい力りきを発揮したりできるでしょう。こんな闇やみ鍋なべキメラみたいなのはキキーモラしかいません」

「……わたくしはおろかキキーモラ種全体への悪態のように聞こえますが」

「空そら耳みみでしょう」

　モーラの不満は、宗一にしれっと受け流される。

　そんな彼女らに反応したアイシャ、冬とう香か、リンリーの三名が視線を向けてきた。

「おかえり、どうだった？」

　アイシャが首しゆ尾びを尋たずねてくる。それに宗一が寒さに震ふるえながら答えた。

「モーラさんの手を借りてくまなく探しましたが、誰だれもいませんでしたね」

「……そっか」

「まあ犯人がいつまでも館の中に残っている理由もありません。外部犯の可能性は捨てずに考えてみます」

　宗一の説明にアイシャが暗い表情でうつむく。冬香やリンリーも似たようなものだった。

　館には誰も隠かくれていなかった。

　彼は即そく座ざにフォローを入れていたが、それはつまり二に階かい堂どう殺害がこの客間にいる誰かの犯行という可能性が高まったことを意味する。それを察して一同は揃そろって沈ちん痛つうの面おも持もちだった。

「あーダメだ、寒い！　我が慢まんならん！」

　その時だ。宗一が突とつ然ぜんアイシャの横を通って暖だん炉ろまでダッシュした。

　誰もが何事かと驚おどろく中、彼は火の前で手を擦こすり合わて暖を取り始める。しかも「あー、生き返るわぁ」と爺じじ臭くさく呟つぶやく始末だ。

「……」

　相変わらず緊きん張ちよう感がない彼の行動に、モーラは慣れ始めている自分に気付いた。いや、どちらかといえば諦あきらめに近い。内心で肩かたを落としつつ、宗そう一いちの後に続いて暖だん炉ろに向かう。

「さっきは悪かったわ」

　と、宗一の下もとへ向かう前に、冬とう香かに話しかけられた。

　彼女はソファーに座ったまま、気むずかしそうな顔をしている。

「……疑って、ごめん」

　そんな冬香に続いて、リンリーまで謝罪してくる。

　彼女らの唐とう突とつな発言にモーラがきょとんとしていると、冬香が続ける。

「殺人犯だと疑われるのがこんなに気分が悪いものだと思わなかったの。ごめんなさいね」

「……いえ、構いません。このような状じよう況きようですから」

　やや躊躇ためらった後、モーラがそう言葉を濁にごす。

　彼女達は本気で謝っているように見える。だからこそ反応に困ったのだ。

　──この中に二に階かい堂どうを殺した者がいるかもしれない。

　まだ外部の犯行という線は捨てきれないと宗一は言っていたが、それでも犯人は冬香かもしれないし、リンリーかもしれない。

　ならば彼女らの謝罪は演技なのか。

　そんな考えが脳をよぎり、冬香達の言葉を素す直なおに受け取れなかった。

「……っ」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている自分に嫌いや気けが差す。

　だからモーラは冬香達の視線から逃のがれるように、宗一の隣となりに歩み寄った。

　彼は暖炉の火に手をかざしながら、すぐ横の壁かべにある鳥の絵画を眺ながめている。

「宗一様、何かおわかりになりましたか？」

　その問いが自然に口から出たのは、何な故ぜだろうか。

　主あるじを亡なくして余よ裕ゆうがなくなっている自分に耐たえられなかったからか。それとも主の客人達を疑ってしまうことへの申し訳なさか。

「──カッコウですね」

　と、モーラの問いには答えず、宗一がぽつりと呟つぶやく。

　彼は暖炉横の絵画を指差した。

「この絵です。カッコウが描かかれているので、ちょっと気になったもんですから」

「カッコウだと何か問題があるのですか？」

「いえ、問題があるわけでは」

　ただ、と宗一が言った。

「客が来なくなるという意味で『閑かん古こ鳥どりが鳴く』という成句があります。あの閑古鳥とはカッコウを指してまして、事業者が飾かざる絵としては縁えん起ぎが悪いなと」

「それはさや子様が自ら描いたものでございます」

「ほう？」

　宗そう一いちが絵画から視線を外して、モーラを見やる。

「絵を飾かざる時、さや子様は仰おつしやっておられました。この鳥は自分のようだと」

　彼が興味を持ったのがわかったからか、モーラはやや饒じよう舌ぜつに語り出す。

「それはどういう意味ですか？」

「わたくしには測りかねます。しかし何か特別な想おもいがおありだったことだけはわかります」

　言って、モーラは絵画を見やる。

　そして思い出す。絵を飾っている時に二に階かい堂どうが浮かべていた、優やさしげながらも哀あい愁しゆうを帯びた微笑ほほえみを。もう見ることが叶かなわなくなった主あるじの表情を。

「だから縁えん起ぎが悪くても、こうして飾っておられたのかと」

「──ふぅん？」

　宗一が再び絵画を見やる。その思わせぶりな頷うなずきに、まさかと期待する。

「どうかなされましたか？　何か気付いたことでも？」

「そうですね、気付いたことといえば……」

　彼は思案顔で殊こと更さら重大そうに、こう告げた。

「私はお腹なかが減っていると気付きました」

「──はい？」

「もう深夜ですからね。何か夜食になるものをいただけませんか？」

　オチをつけるように、ぼーん、と深夜０時を告げる時報。

　事件解決なんてそっちのけ、苛いら立だつくらいのマイペース。

　モーラが少しずつ彼に抱いだき始めていた好意的な感情が、一気に吹ふき飛んだ瞬しゆん間かんだった。
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　事件解決を頼たのんでいる手前、断ることができなかった。

　アイシャ達を客間に残し、宗一とモーラの二人は食事会が行われていた広間へ移った。

　モーラがキッチンと広間を行き来し、作った料理を運んでいる間、テーブルについている彼は露ろ骨こつにウキウキしていた。

　しかしテーブルに料理が揃そろっていくうちに、宗一の顔から笑えみが消え、徐じよ々じよに曇くもり出し、やがて眉まゆをハの字にした。

「……見事に野菜ばっかりだ」

　テーブルの料理を見てしょんぼりしている宗一。

　そんな彼の反応にモーラがむっとする。自分の料理に不満でもあるのか、と。

「さや子様は菜食主義でございました。故ゆえに肉や魚などの生なま臭ぐさ物ものはありません」

「菜食主義？」

　宗そう一いちが目を丸くした。

「だとしてもモーラさんにもその主義を命じてたわけじゃないでしょう？　貴女あなた用の食材とか冷蔵庫にないんですか？」

「確かに強制はされていません。しかしわたくしは主あるじのスタイルに従います」

　宗一のすがるような視線に対して、材料はないと暗に伝える。

「むぅ……てっきり金持ちなので豪ごう勢せいの限りを尽つくしたものを食ってるのかと」

　おそらくそういう『いかにもな料理』にありつけると思っていたのだろう。宗一は渋しぶ々しぶといった手つきでフォークを手に取り、前菜を頰ほお張ばり始める。

「お口に合いませんか」

「いえ、驚おどろくほど美お味いしいです。しかし育ち盛りの男子としてはもっとこう、ジャンクフード的というか、肉っ気が多い方が好ましいので」

　宗一は何度も『美味しい美味しい』と言いながら食を進めていく。

　だがその表情は常にむすっとしている。料理を作らせておいて不満そうに食うとは、厚かましいことこの上ない男である。

「宗一様。何かおわかりになりましたか？」

　そんな彼に、客間でもした質問をする。

　その問いに宗一はもごもごと口の内容物を急いで飲み込んでいた。

「ぶっちゃけ外部の者の犯行だと思ってましたが、その可能性が消えそうで困ってます」

「何な故ぜそう思われたのですか」

「皆みなさんには二に階かい堂どう氏を殺す動機がありません。少なくとも俺にはわからない」

　アイシャも舌した鼓つづみを打った豆とう腐ふのハンバーグを食べながら宗一が言った。

「アイシャさん、冬とう香かさん、リンリーさん。彼女らは二階堂氏の事業に大変世話になっている方々だ。二階堂氏を殺すメリットが考えられません」

「個人的な怨えん恨こんの可能性はないのですか？」

「あるかもしれないが、わざわざ自分を恨うらんでいる者を食事会に呼ぶほど二階堂氏が他者の悪意に鈍にぶいとは思えません。彼女だってやり手の事業主だ。それくらい見極きわめられるでしょ」

「これを聞くのは変かもしれませんが、わたくしに動機がないと思われた理由は？」

「皆さんより単純です。キキーモラが己おのれの主を殺すとは考えにくい」

　その指し摘てきに当人であるモーラが呆あつ気けに取られた。

「……貴方あなたはキキーモラのことをどこまで知っているのですか」

「幼少期は好こう奇き心しん旺おう盛せいな妖よう精せいとされます。成人するとその性格はなりを潜ひそめて大人しくなることが多い。しかも成人前は妖精種、成人後は幻げん獣じゆう種に分類される珍めずらしいモンスターですね」

　さすがモンスターインストラクターだけあって、宗一はすらすらとその知識を口にする。

「生来の人間好きからか成人した後は人間に仕える職に就つく者が多い。その忠誠心は騎き士しさながら、己おのれの主あるじを一国の王とばかりに誠心誠意仕える」

　宗そう一いちはそこで一いつ旦たん言葉を切る。

「そんなキキーモラが主を手にかけるとは思えません」

「────」

　それを聞いたモーラは、くすぐったさに似た何かを感じた。

　彼はキキーモラである自分を理解し、信じてくれている。

　それが嬉うれしかったのか。それとも会ったばかりの彼にいきなり信用されて困こん惑わくしているだけなのか。ここにきてモーラは自分の気持ちがわからなくなってくる。

「ふむ。ご飯を食べ終わったらもう一度、現場に行ってみますか」

　宗一がぽつりと言った。

「またですか？」

「ん？　何か問題でもありますか」

「いえ、宗一様は一度現場に赴おもむいたので、もう行く必要がないかと」

「買い被かぶられては困ります。私はインストラクターですよ？　名めい探たん偵ていみたいに一度現場を見ただけで全部把は握あくできるわけないでしょ」

　苦笑する宗一の言葉に、モーラが口をつぐむ。

　確かにそうだ。自分はいつの間に彼の洞どう察さつ力をそこまで絶対視していたのだろうか。

「それに一度目とは得ている情報が違ちがいます。情報が変われば見えてくる事こと柄がらも変わる」

「？」

　モーラが首を傾かしげる。彼が得た情報とは一体何だろうか。自分が知る限り、事件解決に有益な情報など得ていないように思えたが。

「何か根本的な情報のズレがあるっぽいので、それの確かく認にんも兼かねてね」

　意い味み深しんに告げながら、宗一は最後の一切れとなった豆とう腐ふのハンバーグを口にした。
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　再び現場に訪おとずれると、宗一は一度目とは打って変わり真っ先に遺体を観察し始めた。

「随ずい分ぶんとやつれていますが、二に階かい堂どう氏は何か持病でも患わずらっていたんですか？」

　宗一がなるべく遺体を動かさないように調べながら尋たずねてくる。

「いえ、特に持病の類たぐいはありません。少なくともわたくしは存じ上げておりません」

「死因は何だと思いますか？」

「わかりません。ただ外傷が酷ひどいのでその内のどれかだと。もしくは失血死では？」

「ふむ。確かにそう見えますね」

　宗そう一いちの引っかかるような物言いに、モーラが尋たずねる。

「違ちがうのですか」

「さあ？」

「…………」

「そう苛いら立だたないでください。ただ腕うでの傷がどうも不可解でして」

　苛立っていませんと答える前に、宗一が続ける。

「初めて遺体を目にした時から気にかかっていたのですが、傷口が抉えぐられたようになってます……これ、私には嚙み千切られたように見えます」

「嚙かみ千切られた……？」

「ええ。誰だれかと争ってこんな傷がつくとは私には想像できない。誰かと揉もみ合あいになった時、モーラさんは相手の腕に嚙み付きますか？」

　そんなわけないだろう、と咄とつ嗟さに言い返しそうになる。

　その言葉を飲み込み、モーラは宗一の発言を吟ぎん味みしてから己おのれの考えを言った。

「では争った際についたのではなく、犯人が意図的につけたということでしょうか？」

　何かの理由があって、意図して不可思議な傷をつけた。

　例えば……そう、犯人に繫つながる何かしらの証しよう拠こを隠かくすために。

「故意につける理由もわかりませんがね」

　モーラの推すい測そくに対して、宗一は気がなさそうに言った。

　彼は二に階かい堂どうの遺体を調べるのを止やめて立ち上がった。そのまま例の通つう風ふう口こうの下まで歩む。

「モーラさん。通風口を調べたいので、何か台になるものはありませんか？」

　その申し出にモーラは隣となりの部屋を開ける。そこから木製のアンティーク椅い子すと机を二人で二階堂の部屋に持ち込んだ。

　机に椅子を載のせ、宗一がその上に乗って通風口のカバーを調べる。

「むっ、カバーを外すにはドライバーが必要ですね。度たび々たびすいません、モーラさ……」

「こちらをどうぞ」

　モーラがエプロンのポケットから取り出したドライバーを渡わたす。

　それを受け取った宗一が、ぽかーんと口を開けっ放しにした。

「……いつも持ち歩いてるのですか」

「いいえ。しかしこんなこともあろうかと、ここへ来る前に持ってきていました」

「その台詞せりふをリアルに聞く日が来るとは思いもしませんでした」

　宗一が顰しかめっ面つらでカバーを取り外しにかかる。ここに来て初めてこのモントラに一ひと泡あわ吹ふかせてやった、とモーラは胸中でちょっぴり勝ち誇ほこった。

　カバーを取り外し、宗一は携けい帯たい電話のカメラのライトで中を照らす。

「ふむ、埃ほこりだらけですね」

「そこまではさすがに掃そう除じはいたしません」

「や、モーラさんの職務怠たい慢まんを責めてるわけじゃありません。むしろ毎日掃除してたら逆に困ってたところです」

「どういうことでしょうか？」

「埃ほこりが溜たまってるので、何かが通れば跡あとが残ります」

　モーラが目を丸くする。彼の言葉の意味を察したのだ。

「アイシャさんが蔓つるを通わせたのならその跡があるはずですが、見たところありませんね」

「つまりアイシャ様は犯人ではないと？」

「その可能性は高いでしょうね」

「何な故ぜそれを初めに確かく認にんしなかったのですか」

「言ったでしょ、外部犯がいると思ってたと。だから確認するまでもないと踏ふんでました」

　モーラの非難にもどこ吹ふく風といった調子で、宗そう一いちが通つう風ふう口こうのカバーを戻もどす。

　それから宗一は台の上から下りて、ツカツカとドアの前まで歩く。

「っと」

　すると彼は懐ふところから何かを取り出した。

　細いチェーンの先に菱ひし形がたの水すい晶しようがついた道具だ。

　彼はチェーンをつまむように持って水晶を垂たらす。そのまま部屋と廊ろう下かを行ったり来たり。さらには部屋の中をくまなく歩き回る。

「何をされているのですか」

「魔ま法ほうが使われたかどうかを調べています」

「？」

「これは魔力の残ざん滓しに反応する簡単な魔法具です。ダウジングと同じ要領ですね。例えばこんな感じに──」

　と、宗一が魔法具を持っていない方の手を前に出す。

　瞬しゆん間かん。カッと赤黒い閃せん光こうが部屋中に広がり、彼の手に変化が表れた。

　──赤黒い光で形成された手が、彼の手を覆おおっている。

　指の一本一本が鉤かぎ爪づめのようになっている悪魔のような掌てのひら。

　驚おどろくモーラをよそに、宗一がその魔手を水晶に近付けた。すると彼がつまんでいるチェーンを支点として、水晶がくるくる回り始めた。

「こんな感じになるわけです」

　言って、宗一がパッと悪魔の掌を消した。それでも回り続ける水晶を彼は懐ふところにしまう。

「私が魔法を使うまで水晶は無反応だった。つまりこの部屋では魔法は使われてません」

「……ということは」

　さすがにそこまで説明されれば誰だれでもわかる。

「冬とう香か様が魔ま法ほうで鍵かぎを複製したわけでもない、と？」

「そうですね。またリンリーさんも同様です。これは神じん通つう力りきの残ざん滓しにも反応しますから」

　先ほどからはっきりしない答えばかりで、だんだんと苛いら立だってきた。

「この部屋以外で使ったという可能性は？」

「ありますけど、まあ結果は同じでしょうね」

　そう言って、宗そう一いちはモーラの追つい及きゆうから逃のがれるように部屋から退出した。もうここでは調べるものはないとでもいうように。

「待ってください。ならば犯人は誰だれなのですか」

　廊ろう下かの先を行く宗一に追いすがって、モーラが問う。

　アイシャでも冬香でもリンリーでもない。外部の犯人かもしれないが、少なくとも館やかたの中にはそれらしき人物はいなかった。

「外部の者がさや子様を殺害し、すでに館の外へ逃にげたということでしょうか」

「考えにくいですねぇ。一いつ緒しよに調べた時にモーラさんなら気付いたはずです。この館には誰も潜ひそんでいないのもそうですが、そもそも誰かが入ってきた形けい跡せきすらなかったことに」

　モーラの推すい理りを、宗一が言げん下かに切り捨てる。

　すたすたと先を歩く彼に、モーラが立ち止まった。

　宗一は振ふり返らない。こちらが足を止めたことに気付いているはずなのに、一いつ切さいの淀よどみがない歩みは思いやりの欠片かけらもなかった。

　そんな彼の背中に、自分勝手だとわかっていても黒い感情が沸ふつ々ふつと煮にえたぎった。




「ッ……いい加減にして!!」




　冷たい廊下に怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

「……」

　モーラの怒声に、宗一が歩みを止めて振り返ってきた。

　視線が合う。酷ひどく冷めていて、何を考えているかわからない少年の目。その目で真まっ直すぐに見られ、モーラは顔を伏ふせた。

「先ほどから人を食ったような態度でのらりくらりと！　いくら会ったばかりのわたくしでも、貴方あなたの態度を見ていれば気付きます！」

　自分より年下の少年に、こうも感情的になるのはみっともないとわかっている。こちらが事件解決を願い出ているのも重々承知している。

　それでも止められなかった。胸中に渦うず巻まく感情が堰せきを切ったように口から出てしまう。

　だって見ていればわかるのだ。彼はもう──

「貴方はすでに、この事件の真相がわかっているのでしょう？」

「────」

「何の意図があるかは存じませんが、どうして真実を明かしてくれないのですか！　わたくしは……わたくしは、さや子様を……っ」

　亡なくしているのですよ。そう続けることはできなかった。

　真相がわからない自分が情けなくて……主あるじに報むくいることができなくて……。

　それがどうしようもなく悔くやしくて、震ふるえる唇くちびるがうまく言葉を紡つむぐことができない。

「──根本的な情報のズレがあると言いましたよね」

　その時だ。正面から優やさしげな声が聞こえた。

　モーラが顔を上げると、宗そう一いちがどこか所在なさげにそっぽを向いていた。

「そのズレこそが真相をぼかす原因です。しかもその誤情報は事件が発生するずっと前から我々に与あたえられているのでタチが悪い」

　訳がわからず疑問を口にできないでいると、彼は再びこちらへ目を向けた。

「もう少し貴女あなたの気持ちが整理されてから明かそうと思ってたんですがね」

「……わたくしは別に混乱などしていません」

「会ったばかりでも見ればわかります。貴女は自分で気付かないほど動どう揺ようしてる。だから余計な心労は与えたくなかったんですが……」

　宗一は気まずそうに頭をかく。

「どうやら間ま違ちがった方向に気き遣づかってたみたいです。俺もまだまだですね、申し訳ない」

　そう謝罪して、彼はため息をついた。まるで己おのれの至らなさに嫌いや気けが差したかのように。

「客間で説明します。アイシャさん達もご一いつ緒しよに」
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　客間はピンと張り詰つめた空気に満ちている。

　椅い子すに座るアイシャ、冬とう香か、リンリーは神しん妙みような面おも持もちだった。

　彼女らと向かい合って宗一は座っている。そんな彼の背後に、何な故ぜかモーラは自ら進んで控ひかえるように立つ。自分でもそうした理由はわからなかった。

「最初に断っておくと、あの密室は犯人が作り出したものではありません」

　開口一番に宗一があっさりと告げた。

「二に階かい堂どう氏は会食の席を立って部屋に行き、自ら鍵かぎをかけた。そして次にその鍵を開けたのは彼女の様子を見に行ったモーラさんとアイシャさんです」

　その説明に、モーラがわずかに目を見開く。

　アイシャ達も同様だった。そんな皆みなの驚おどろきを代表するように、冬香が口を開く。

「じゃあ犯人はどうやって二階堂さんを殺したっていうのよ」

「いえ、殺してません」

「は？」

「誰だれも殺してないんですよ。二に階かい堂どう氏の死因は他殺ではありません」

　衝しよう撃げきの主張に、一同が言葉をなくした。当然だ。彼が「事件の真相を話します」と切り出した時から、モーラ達はこの場にいる誰かが犯人だと明かされると思っていたのだから。

「じゃあ自殺ってことかな？」

「……でも、誰かと争った形けい跡せきが、あった」

　アイシャに続いて、リンリーが当然の疑問を口にする。

「自殺でもありませんよ。二階堂氏の死因は『餓が死し』です」

　宗そう一いちの言葉に、ちょっと待て、とモーラは思った。

　餓死？　何でそんな単語が出てくるのだ。

「それはどういうことでしょうか」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない説明に、つい口を挟はさんでしまった。

「そのままの意味です。生きるに当たって必要な栄養が足りなくなったから亡なくなった」

「しかしさや子様は毎日食事を取っていました。わたくしが作った料理を……たとえ菜食主義だったとしても栄養バランスを計算して──」

「彼女にとって一番必要な栄養が足りてなかったんです。持病もないのにやつれているのもそれが原因ですね」

　モーラの問いに、宗一がもったいぶるように言う。

　つまり自分の考えが至らなかったから、さや子様が死んでしまったのか。

　ちゃんと栄養バランスを考え、菜食主義者だった彼女に合った食事を作っていれば──

「モーラさんは知らなくて無理もありません」

　そんなモーラの後こう悔かいを察したのか、宗一が小さく息をつく。

「本来ならそんな食材が必要だなんて思いつきもしませんからね」

「……それは、一体何でしょうか」

「人間です」

　宗一があっさり即そく答とうした。

　一同が訳もわからず絶句していると、彼はこう続ける。




「──二階堂氏は食グ人ー鬼ルです」




　その発言に、とうとうモーラの思考が混迷を極きわめる。

　二階堂さや子が食グ人ー鬼ルである。

　そんな真相をいきなり明かされたところで、素す直なおに信じられるわけがない。だって彼女は食グ人ー鬼ルではないかと疑わせる素そ振ぶりなんて今まで一度も見せたことがなかったではないか。
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　このモントラは、ここ数時間で一体何を知ったのか。

　やがて宗そう一いちが「順を追って説明しましょう」と、その沈ちん黙もくを破る。

「皆みなさんは食グ人ー鬼ルについての知識はどれくらいありますか？」

「人間を食べるってことくらいしか……」

「でしょうね。まあそれだけ知ってれば問題ありません。実は食グ人ー鬼ルには奇き妙みような慣習があるのですが、地方の伝承にしか残ってない事こと柄がらなので知らなくて当然でしょう」

　アイシャの返答を受けて、宗一はなおも説明を続けた。

「彼女らは幼い人間の子供をさらって、自らの実じつ子しとすり替かえることがあります。さらってきた人間の子供には自分の母乳を与あたえて食グ人ー鬼ルに変え、実子は人間に育てさせる。似たような生態で、カッコウの托たく卵らんなんかが有名ですね」

　モーラは目を見開き、客間の絵画を見やった。

　二階堂が自ら描かいて飾かざった、思い出の絵。

『客が来なくなるという意味で「閑かん古こ鳥どりが鳴く」という成句があります。あの閑古鳥とはカッコウを指してまして、事業者が飾る絵としては縁起が悪いなと』

　──あの絵を、宗一が興味深そうに眺ながめていたのを思い出す。

　つまり彼はあの時から予想がついていたのか。

「現在では食グ人ー鬼ル内でもその繁はん殖しよく方法は廃すたれていますが、本当にごく一部の地域ではその昔ながらの伝承に従って行う部落があります」

　ただ、と言って宗そう一いちは軽く咳せき払ばらいする。

「この慣習は希まれに厄やつ介かいなことを引き起こしましてね……人間とすり替かえられた食グ人ー鬼ルの子は自らを食グ人ー鬼ルだと知らずにいる、あるいは人間と共に暮らすうちに忘れてしまう場合があるんです。二に階かい堂どう氏もその一人だった」

「……自分の出自を知らなかった、ってこと……？」

「自分を人間だと思い込んでいたのはまず間ま違ちがいないでしょう。何せ人間と食グ人ー鬼ルの外見は変わりありませんから」

　リンリーに対して答えながら宗一が頷うなずく。

「しかし食グ人ー鬼ルは歳としを重ねるにつれて、食人欲求が高まります。二階堂氏も困こん惑わくしたことでしょう。『人間を食べたい』と思ってしまう自分がいたのですから。自分を人間だと思い込んでいたならなおさらです」

　そこで宗一は足を組み替えた。

「人間を食さないと死んでしまうとさえ思ってしまう。そんな自分に混乱し、恐きよう怖ふした二階堂氏は人間と関かかわることを止やめました。人ひと里ざと離はなれたところで生活し、そして人間以外の種族──モンスターと関わりを持つようになった。否いや応おうなく食人欲をかき立てる他者から遠ざかった彼女はモンスター達とは安心して関係が持てたでしょうね」

　宗一が今まで淀よどみなかった言葉を、一いつ旦たんそこで止める。

「そんな二階堂氏を見て、周囲は彼女をこう噂うわさした──『人間嫌ぎらいの世捨て人』と」

　その言葉に、モーラはまたも思い出す。

『──根本的な情報のズレがあると言いましたよね』

　廊ろう下かで真実を明かしてほしいと願い出た時、彼はそう言った。

『そのズレこそが真相をぼかす原因です。しかもその誤情報は事件が発生するずっと前から我々に与あたえられているのでタチが悪い』

　アイシャや冬とう香か、リンリーはおろか……二階堂さや子自身も自分を人間だと思っていた。

　それが、宗一の言っていた誤情報。

　今回の事件が発生する以前から。

　それこそ二階堂が物もの心ごころついた時から起こっていた、致ち命めい的な情報のズレ。

「菜食主義だったのは、肉や魚の生なま臭ぐさ物ものを見ると『人間を食べたい』という欲求が頭をもたげてしまうからかもしれません」

　だから二階堂は肉や魚を食べるのを嫌きらった。

　己おのれの食人欲求を恐怖し、抑おさえ込むために。

「だが今日、限界が来てしまった。長年人間を食さなかった彼女を極度の飢き餓が症しよう状じようが襲おそった。会食中に席を立ち、自室に戻もどった彼女はとうとう衝しよう動どうに負けてしまったんです。その時、部屋には一人だけ人間が──少なくとも彼女自身が『人間だと思っていた人物』がいました」

「……もしかして」

　モーラが震ふるえる声で問う。まさかと思っても、それを最も早はや否定できなかった。

「そう、彼女自身です」

　そんなモーラの躊躇ためらいを知ってか知らずか、宗そう一いちは簡潔に告げた。

「飢き餓が症しよう状じように負けて理性を失った彼女は自分自身を食べようとした。自らの体をかきむしったり、己おのれの両腕うでを嚙かみ千切ったり……といった具合にね」

　体中の傷は、彼女が自分の肉を剝はごうとしたもの。

　嚙み千切られた腕の傷は、他人ではなく自らが付けたもの。

　すべての要素が合がつ致ちする。

　……合致、してしまう。

　今回の事件は、自らを食そうとした主あるじの凶きよう行こうでしかないと。

「だが彼女は食グ人ー鬼ルだ。いくら食グ人ー鬼ルを食べても食グ人ー鬼ルに必要な栄養は補おぎなえない。そうして餓死した彼女の体には他者と争ったような傷が残った」

　宗一がそう説明した頃ころには、もう誰だれも口にする言葉を失っていた。

　疑問を差し挟はさむどころか、相あい槌づちすら打っていない。

　沈ちん痛つうな面おも持もちで押し黙だまる彼女らに対して、宗一が椅い子すから立ち上がる。

「他殺ではないので皆みなさんは『容疑者』ではありません。モンスター界こちらに通じている警察を呼んで事情を説明すれば、二に階かい堂どう氏を食グ人ー鬼ルだと鑑かん定ていしてくれます」

　今後の方針を告げた宗一が「というわけで」と言う。

「これで今回の指導は終わりです。あとは専門家に任せましょう」

　感情が読めない苦笑を浮かべて、モントラはそう締しめ括くくった。

　最後まで人を食ったような態度で。
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　アイシャ達が懇こん意いにしている刑けい事じを呼ぶと、その刑事は鑑識を連れて真っ先に二階堂の遺体を調べた。そして宗一の推すい測そく通り、彼女は人間ではなく食グ人ー鬼ルだと判明した。

　それから一同は事情聴ちよう取しゆでその晩をすごし、解放された時には朝日が昇のぼっていた。

「それじゃ、アイシャさん。契けい約やくに必要な書類は後日郵送するので」

「あ、やっぱり忘れてなかったんだ」

「当然。アイシャさんの企業と顧こ問もん契約なんてうまい話、忘れるわけありません」

「あはは、まあ今回の件で君の実力はわかったしね。ボクの方から是ぜ非ひお願いするよ」

「光栄です。それでは、私はこれで」

　アイシャ達に別れを告げた宗そう一いちは、客間を颯さつ爽そうと出ていった。

「──ぁ」

　何の後あと腐くされも未練もなく去っていった宗一に、モーラは短く声を漏もらす。

　もういなくなってしまった彼の姿に立ち尽つくす。

　アイシャを始め、冬とう香かとリンリー、刑けい事じや鑑識が忙せわしなく動いている客間。騒さわがしいはずなのに、モーラにはその喧けん噪そうがとても遠くに感じられた。

「っ」

　やがてモーラは宗一の後を追って客間を出た。

　廊ろう下かを駆かけて、正面玄げん関かんへと辿たどり着く。

　大きな木製の扉とびらを開けると──外は晴れ渡わたっていた。

　昨晩の吹雪ふぶきが噓うそのように青々とした快晴。降り積もった柔やわらかな新雪が朝日を照り返し、モーラの目を刺し激げきする。

「宗一様」

　そんな中、宗一の背中に声をかける。

「ん？　どうしたんですか？」

　大きく伸のびをして館やかたを歩き去ろうとしていた彼は、モーラの呼びかけに振ふり向いた。

「……さや子様は、何な故ぜわたくしに相談してくださらなかったのでしょうか」

　真相を知ったからこそ、生まれてしまった疑問を口にする。

　彼が答えられるはずもない問い。すでに亡なくなった二に階かい堂どうしか知らない彼女の本心。

「ご自分の正体がわからなくても、苦しいのであれば相談してくだされば……」

　凄せい惨さんな現場を思い出す。極度の飢き餓がに理性を失い、自らを食そうとした最さい期ご。それがどれだけ苦痛を伴ともなったのか、モーラには想像もできない。

　だからこそ後こう悔かいだけが先立って……どうしても誰だれかに聞きたかった。

　何故主あるじはそれだけ苦しんでいたのに、モーラに相談してくれなかったのかと。

　たとえ答えが得られなくても──

「人間でありたかったんだと思いますよ」

　予想に反して、宗一はすんなりと口にした。

「これは私の推すい測そくですが、二階堂氏は自分の正体に薄うす々うす気付いてました」

「その根こん拠きよは……？」

「でなければカッコウを指して『自分のようだ』なんて言いません」

　宗一の指し摘てきに、モーラがはっとする。

「モーラさんにそれを相談したら、貴女あなたは何としても彼女を延命しようとした。キキーモラの忠誠心は計り知れませんからね。凶きよう行こうに走ってもおかしくない」

「それは……」

　否定しきれない自分に口をつぐむ。

　主あるじが食グ人ー鬼ルであると知ったら、自分はどのような行動に出るか……宗そう一いちの言葉がその『もしも』を連想させる。

「自らを食グ人ー鬼ルと察してもなお、彼女は人間として生きることを選んだ。たとえその生き方が自らの命を削けずる結果になろうとも」

　宗一がそこで複雑な笑えみを浮かべる。彼と会ったばかりのモーラには、その笑みが意味するところを察することはできない。

「存在そのものが人間に仇あだなすモンスターでありながら、二に階かい堂どう氏は誰だれよりも人間を想おもっていた。そんな彼女を、私はモントラとして心から尊敬します」

　だがその真まっ直すぐな言葉は、モーラの胸にすっと染しみ渡わたった。

　今までみたいに真意を隠かくすような、まだるっこしい言い方ではない。

　だからそれは宗一の本心なのかもしれない。少なくともモーラにはそう感じられた。

「聞きたいことはそれで終わりですか？」

　宗一に尋たずねられ、モーラが「あ」と小さく声を漏もらす。

　そもそも自分は何な故ぜ、彼を追ってきたのだろうか。

　……そうだ。まだ彼にお礼を言っていなかった。

　今回の事件を解決してくれたことに感謝して「ありがとう」と、

「わたくしは……主あるじを失ってしまいました」

　だが何とか絞しぼり出した言葉は、自分の意思とは異なっていた。

　途と端たん、宗一が痛ましそうに顔を顰しかめる。違ちがう、彼を困らせたいわけではない。自分は二階堂に仕える者として、彼女の死の真相を教えてくれた宗一に礼を言わなければならない。

「どうしたらいいかわからなくて……行き場も、ございません」

　口が勝手に言葉を絞り出す。自分の震ふるえる声を聞いて、そこでやっとモーラは自覚した。

　──ああ。自分は悲しいのだ。

　たとえ仕えていたのが人間ではなく食グ人ー鬼ルだったとしても、慕したっていた主を亡なくして途と方ほうに暮れている。

「わたくしは一体……これから、どうすれば……よいのでしょうか？」

　何て情けないのだろう。早く真相を明かせと求めておきながら、結局は彼の言うとおり気持ちの整理などついていなかった。

　そんな醜しゆう態たいを晒さらしてしまった挙げ句、今日会ったばかりの少年にすがってしまっている。

「俺はピザトーストが好物でして」

　すると宗一が所在なさげに呟つぶやいた。

「俺が先代から継ついだ事務所がここに負けず劣おとらず無む駄だにでかい豪ごう邸ていなんですよ。なので従業員でも雇やとおうかと考えてたんですが……」

　それから宗そう一いちはモーラの様子を窺うかがってくる。

「やっぱりまだ俺は若いのでね。野菜ばかりではなく、若者の舌に合う料理を作れる人がいいと思ってます」

　どうやら今ので伝えたいことは終わりらしい。宗一はそれ以上何も言わなかった。

　彼の言葉の真意を考えてみて、モーラはふと思い当たる。

　……もしかして今のは、彼なりの慰なぐさめなのだろうか。

　どうしたらいいかと問うモーラに「何なら雇ってやるよ」と。

「…………」

　そういう意図で言ったわけではなかったので、思わずぽかーんとしてしまう。

　行き場がないとは働き口のことではなく、もっとこう、心の拠より所どころ的なつもりだった。いや確かに主あるじと共に職場も失っているが……、

「ふふっ」

　そこまで考えたモーラがつい吹ふき出してしまった。

　あれだけ颯さつ爽そうと事件を解決した者とは思えない不器用な慰め。そのギャップがおかしくて、悲ひ嘆たんに暮れていた気持ちが幾いく分ぶんか和やわらいだ気がした。

「──もちろん作れます。とびっきりのピザトーストを」

　しばらくしてモーラが最大限の感謝を込めて、その言葉を贈おくった。

　彼がもたらしてくれた柔やわらかな微笑ほほえみと共に。
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「──といった経緯で、わたくしは宗一様に仕える運びとなりました」

　その思い出話をモーラはそう締しめ括くくった。

　いつの間にか時刻は夕方になっている。キッチンから場所は移ってダイニング。椅い子すに座って話を聞いていた遥はる奈なと美み織おりはぽかーんとしていた。

「？　どうかなさいましたか？」

「え？　あの、何と言いますか」

　モーラに問われて、遥奈はしどろもどろになる。

　何というか、その……モーラには失礼かもしれない感想を抱いだいてしまったのだ。

「その話、本当なの？」

　そんな遥奈と同じ感想を、美織がするっと口にした。

「できるだけ脚きやく色しよくせずにお伝えしたつもりです」

「そうなの？」

「作り話と疑っているので？」

「あ、そうじゃないの。モーラさんの思い出話そのものを疑ってるわけじゃなくて、その……」

「何か引っかかる点がございましたか？」

　モーラが静かに首を傾かしげる。

　すると美み織おりが言うか言うまいか迷うように少し沈ちん黙もくし、やがて意を決して口を開いた。

「その話に出てくる先生、ちょっと格好良すぎない？」

　何な故ぜか美織は不満そうだった。

「登場したとこはいつもの先生っぽかったけど、話が進むと段々クールになってきた感じがするのよね。モーラさんの語りも後半に行くにつれて熱が入ってきてたし」

「…………」

　その指し摘てきにモーラはすまし顔で黙だまっていた。

　だが頭部の獣けもの耳みみがピクピクと動いている。表情には出していないが『痛いところを突つかれた』と思っているように遥はる奈なには見えた。

　と、美織が言う。

「モーラさん、やっぱり主観が入って脚きやく色しよくしてない？」

「していません。ありのままをお伝えしました」

「でもあの先生が難事件を解決する探たん偵ていみたいだったわよ。ありえなくない？」

「ありえなくないよ、美織ちゃん」

　どこまでも疑わしげな美織に、遥奈がむっとして口を挟はさむ。

「宗そう一いちさん、決める時は決めるんだから。わたしの時もそうだったし」

「むっ……そういえば遥奈と先生の出会いもちょっと格好良さげだったわね」

　以前遥奈が話したことを思い出したのか、美織がまたしても不満そうに言った。

　どうして彼女が不ふ機き嫌げんなのかを考えてみて、ふと思い当たった。

「もしかして美織ちゃん……羨うらやましがってる？」

「なっ!?　そ、そんなことないわよ！　ずるいなんて思ってないんだから！」

「なるほど。美織様と宗一様は普ふ通つうに仕事上の出会い……わたくし達のように劇的ではありませんでしたね」

「な、なな、ななな……っ！」

　遥奈達の物言いに、美織がわなわなと震ふるえる。

「ふ、ふん！　でも一番仲良さげに出会ったわ！　喧けん嘩かするほど仲がいいって言うでしょ！」

「「うっ」」

　確かに宗一と美織は初しよっ端ぱなから態度を取り繕つくろったりせずに言い争っていた。

　つまり裏を返せば、それだけ気を許せる状態からスタートしたということだ。

　言葉に詰つまった遥奈とモーラを見て、美織はふふんっと鼻を鳴らす。このダンピールは何な故ぜこんなにも勝ち誇ほこっている姿が様になるのか。

「ほら？　つまり先生と私は元から相性抜ばつ群ぐんだったのよ。これはもうあれね、友達に留とどまらず親友レベルかしら」

「わ、わたしの時はヒーローみたいだったもん！　上から登場したんだよ、上から！」

「確かにそれは熱い登場でございます……しかし探たん偵ていのようにクールに事件を解決する頭脳的な格好良さもまたよろしいかと」

「ちょ、ちょっと！　ヒーローとか探偵とか追加のキャラ属性で語るのはずるくない!?」

　ぎゃーぎゃーと「彼との出会いは自分のが一番素す晴ばらしかった」という何とも下らない張り合いを始める三人。

　モーラは主あるじとしての宗そう一いちを誇ほこり、美み織おりは友達の自じ慢まん話みたいに語り、遥はる奈なは……明言しちゃいけないので、ともかくありのままに感じた宗一の良さを口にしていく。

「あ、申し訳ありません。少し外します」

　その時だ。モーラがピタリと発言を止めて、ダイニングから退室していった。

「モーラさん、どうしたの？」

「あー、えっと。あれはね──」

　突とつ然ぜんのことで不思議そうにする美織に、遥奈が答えようとした直後だった。

　ガチャリと、ダイニングのドアが開いた。

「ただいま……ん？　どうした小こ日向ひなた、そんな素すっ頓とん狂きような顔をして」

　現れたのは帰宅した辰たつ巳み宗一だった。その背後には素知らぬ顔のモーラを引き連れている。

「……といった具合に、モーラさんは宗一さんが帰ってくる気配がわかるみたいだから、いつも玄げん関かんまで迎むかえに行ってるの」

「……本当に謎なぞな万能っぷりね」

　遥奈が苦笑すると、美織は呆あきれを通り越こして感服すらしていた。

「ともかく腹が減った」

　そんな遥奈達のやり取りですべてを察したのだろう。宗一はモーラの万能っぷりには特に言げん及きゆうせずネクタイを緩ゆるめる。

「モーラさん、夕食をお願いでき……？」

　宗一の動きがピタリと止まった。

　彼の視点はある一点に固定されており、続けて難しい顔をする。

「──このテーブルを埋うめ尽つくすピザトーストは何だ？」

　宗一の視線を追って、遥奈がはっとする。

　そこにあるのは、宗一の言葉どおりテーブル一面に広がるピザトーストだ。

　皿の数はゆうに十を超こえ、それぞれに数枚のピザトーストが載のせてある。モーラの教えを請こうて何度も作り直した結果、この尋じん常じようならぬ量になってしまったのだ。

　──宗そう一いちの好物だから作り方を教えてもらった。

　なんて素す直なおに言えるはずがない。だって言ったら『恋愛っぽい行こう為いは禁止しただろ』と説教が飛んでくるかもしれない。いやまず間ま違ちがいなく飛んでくる。

「宗一様がお腹なかをすかして帰ってくるだろうと思い、わたくし達でお作りしました」

　困っている遥はる奈なに代わって、モーラがフォローを入れた。

「今夜は宗一様の好きなピザトーストでございます。お好きなだけ召めし上がってください」

「や、お好きなだけっていうか……」

　宗一が苦々しい顔をした。さすがにこの量はちょっと……と表情に出ている。

　遥奈と美み織おりがお伺うかがいを立てるような目で見やる。

　それに気付いた宗一はやや長めのため息を漏もらした。

「……まったく」

　すると宗一がピザトーストを一枚手に取った。それを無造作に頰ほお張ばりながら告げる。

「ん、美う味まい。これなら客に出しても問題ないな」

「客？」

「さすがに一人では食いきれない。かといってお前らが作ったのを残すのもあれだろ」

　首を傾かしげる美織に対して、宗一が上着のポケットからスマホを取り出す。

「だから客に振ふる舞まう」




　そうして急きゆう遽きよ、食事会が開かれる運びとなった。

「タツミ、今こ宵よいは招待してくれて礼を言おう」

「王女にかしこまられるほどの催もよおしじゃないけどな。太おお田た部べもいきなり呼んで悪い」

「そんなことないよ。同じイデアの婚こん約やく者だもんね」

「そのカテゴリーで括くくるんじゃない」

　最初にやってきたのはエルフの王女様と、その婚約者である人間の男。

　すでに太田部はイデアの国の一いつ夫ぷ多た妻さい、一妻多夫制のことを聞き及およんでいるのか、宗一に対する認にん識しきが「友達」から「同じ婚約者」に変わっていた。

　それを笑え顔がおで受け入れるとは……太田部の器うつわは計り知れない、と遥奈は思った。




「ほう？　この子が例のサキュバスか……ほほう？　ほうほう」

「麗れい子こさん、あまり遥奈を怖こわがらせないでください」

「人を猛もう獣じゆうみたいに言うな。それに聞いたぞ？　お前、小こ日向ひなたの娘むすめも雇やとったそうじゃないか。やはりあれか、上司としては可愛かわいらしい部下が欲しいのか？」

「猛獣っつーより下げ世せ話わな話で盛り上がる親しん戚せきのおっさんですね……待った、グーパンを構えないでください」

　宗そう一いちのお得意様である女弁護士。

　桃もも瀬せ麗れい子こと名乗ったその弁護士は、遥はる奈なの容姿をジロジロと眺ながめて意い味み深しんにニヤニヤしていた。彼女の迫はく力りよく美人っぷりとその視線が少し怖こわくて、遥奈は宗一の後ろに隠かくれた。




「やっほー、辰たつ巳みくん。二時間ぶりくらい？　元気にしてたかな？」

「いきなりの休日会議でグロッキーでしたよ。今度からはホントにアポを取ってください」

「あはは、ごめんごめん。それにしてもピザトーストパーティーなんて斬ざん新しんだねー」

　宗一が経営指導している企業のアルラウネ。

　遥奈はアルラウネという種族を初めて見たが、下半身が花弁に覆おおわれて、さらに蔓つるが触しよく手しゆのようにウネウネしていて……何というか、個性的な外見だった。

　しかしそんな外見とは裏うら腹はらにアイシャはとても気さくな性格で、遥奈はおろか人付き合いが苦手な美み織おりとすらすぐにうち解けていた。




「坊ぼうや、久しぶりね」

「……おひさ」

「お二ふた方かたともお久しぶりです。経営の調子はどうですか？」

「それが最近不ふ況きようでねー。また坊やにお仕事を依い頼らいするかも」

「……儲もうけ話ばなしとか、ない？」

「まあ仕事の話はあとにしましょう。さ、入ってください」

　さらにモーラの思い出話で登場した雪ゆき女おんなとキョンシー。

　どうやら彼女達も、アイシャと同じく宗一と顧こ問もん契けい約やくを結んでいるらしかった。その気き兼がねない会話から、冬とう香かやリンリーともよいビジネス関係を築いているのがわかる。




　あっという間に賑にぎやかになった事務所に、遥奈は呆あつ気けに取られた。

　急な呼び出しにもかかわらずこれだけの人数が集まるとは……これもモンスターインストラクターとして彼女らを救ってきた宗一の人望がなせる業わざなのか。

「ふむ、さすがタツミのメイドだな。料理の腕うでも一級品か」

「世の中ってこんなに人間以外の種族がいたんだね。僕、初めて知ったよ」

「何か二に階かい堂どうさんの食事会を思い出すわ。ね、リンリー？」

「……じゃあ、事件が起きる？」

「そういえば美織、母親の調子はどうだ」

「麗れい子このおかげでお父さんとラブラブ。あの惚気のろけ具合のせいでしばらく家に戻もどりたくないわ」

「あ、ピザトーストがなくなっちゃった。モーラちゃん、追加お願いできる？」

「かしこまりました」

　飛び交かう世間話と笑い声。あれほど沢たく山さんあったピザトーストはあっという間になくなり、追加オーダーされた。それを好き勝手に食べながら、誰だれ彼かれ構わず談笑する。

　ちょっとしたホームパーティーのようだった。

　実に賑にぎやかで、楽しげで、それでいて遠えん慮りよがなくて。

　何より、そこには笑え顔がおが溢あふれていた。

「宗そう一いちさん」

　そんな中、遥はる奈なは応接間にいる宗一に声をかける。

　彼は賑やかな客人達から離はなれてソファーに座っていた。何をしているのかと思えば、その手にはピザトーストが何枚か載のった皿があり、一人で黙もく々もくと囓かじっていた。

「何だ、俺はピザトーストを食うのに忙いそがしい」

「……それって忙しいんですか？」

　彼の悪態に苦笑いを浮かべながら、それでも遥奈の口調に責める色はない。

　だって気付いてしまったのだ。

　彼の皿にあるピザトーストは、客達に出されているのよりも見栄えが悪いものばかりだということに。

「──わたしが作ったのばっかり食べてますね」

「むっ」

　ちょっとした悪戯いたずら心で指し摘てきすると、彼が不ふ機き嫌げんそうに口をつぐむ。

「……適当に取ったらこうなっただけだ」

「そうなんですか？」

「そうなんだよ」

「…………」

「……お前のだけじゃない。上司として、小こ日向ひなたが作ったのもちゃんと食ってる」

　無言で見つめると、宗一が諦あきらめたように言った。

「よくわたし達が作ったものがわかりましたね」

「一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。モーラさんが作ったのと違ちがって、お前らのは手作り感が半はん端ぱないからな」

　そう言って、宗一がピザトーストをぞんざいに囓った。どこか拗すねるような彼の様子がちょっとだけ可愛かわいくて、思わず笑ってしまう。

　おそらく遥奈が彼のために作った、というのを察していたのだろう。難事件すら解決してしまう彼の洞どう察さつ力には、やはり隠かくし事ごとなんて通用しなかったようだ。

　だがそれを指摘せず、しかも無む下げにもしない。

　ただ黙だまってこっちの気持ちをくみ取り、行動に移してくれる。

　そんな言葉にしない彼の不器用な思いやりが──とても嬉うれしかった。

　こういうところがモントラとして人望を集めている理由なのだろう。だからこうして種族を問わない様々な者達が彼の周りに集まっている。

　──だからこそ遥はる奈なも。

　──遥奈も彼のことが。

　大声で伝えたいその言葉を飲み込んで、遥奈は寂さびしげな笑えみを作るのだった。













　　　エピローグ　恋愛禁止のサキュバス







「先生、遥奈がいなくて心配だから探してきてくれる？」

　何な故ぜか部下にそう命じられ、宗そう一いちは遥奈を探すはめになった。

　パーティーを抜ぬけ出した遥奈の捜そう索さく。それに一人駆かり出されたことに、美み織おりの下げ世せ話わな意図を察してしまう。「本当に心配なら一いつ緒しよに探せ」とはさすがに言わなかったが。

　ただでさえだだっ広い事務所を探し回るのは骨が折れる……なんてことはない。彼女が行きそうなところなんて大体見当がついていたからだ。

　宗一が真っ先に向かったのは二階のバルコニーだ。

　折り畳たたみ式のテーブルと椅い子すが畳んで脇わきに置いてあり、天気がいい日はちょっとした日向ひなたぼっこスペースになっている。

　そんなバルコニーの柵さくに手をかけて、何やら乙女おとめチックに夜空を仰あおいでいる者がいた。

「宗一さん？」

　こちらから声をかける前に、遥奈が少し驚おどろいたように振ふり返ってきた。宗一はため息と共に肩かたを落として、彼女に歩み寄る。

「こんなとこで夜空を見上げながら考え事とか、お前は夢見る乙女おとめか」

「むっ……す、少しくらいいいじゃないですか。ロマンチックなことをしても」

「ロマンチックも程ほど々ほどにしとかないと歳としを取ってから修正できなくなるぞ」

　むぅ、と遥はる奈なが頰ほおを膨ふくらませる。だがそれもすぐ笑え顔がおに変わった。

　ただいつもと違ちがって、その笑みはどこかぎこちない。

「ちょっと不安だったんです」

「不安？」

「はい。わたしは本当に人間になれるのかなって」

「……俺の指導を疑ってるのか」

「えっ、いえ！　そうじゃなくて、ですね……」

　わたわたと慌あわててから遥奈が大げさに深呼吸した。

「宗一さんに教えられてるのに、わたし自身は何も進歩しないなーって思っちゃって」

「ほう」

「たまに自分の気持ちに負けそうになって宗一さんの指導を無む駄だにしそうな時もありました。そんなふうに成長しない自分が急に怖こわくなっちゃったんです」

　そこで遥奈は宗一から顔を逸そらし、再び夜空を仰あおいだ。

「人間になってる実感もないし、本当にわたしは前に進んでるのかなって……だから疑っているとしたら、それは宗一さんをじゃなくて、わたし自身をだと思います」

　遥奈はどこか悲しげにその心情を吐と露ろした。

　成長している実感がない。前に進んでいる確証がない。

　それは誰だれしもが持つだろう不安だ。人は停滞している自分に恐おそれを抱いだく。たとえ確たる目標がなくても、その場に留とどまっていることが漠ばく然ぜんと怖こわいのだ。

　それが何か目標がある者ならばなおさらである。

　人間になりたい。そんな願いを持つ遥奈は何か確証が欲しいのだろう。

　進むべき方向がわからない。終着点までの距きよ離りもわからない。そんな道を進んでいると、人はいずれ心が折れてしまうから。

「──だから人は指導者を求める、か」

　いつか教わった言葉をつい口に出してしまった。

　案の定遥奈は「え？」と宗一の唐とう突とつな呟つぶやきに首を傾かしげていた。

「何のことですか？」

「や、何でも……」

　ない、と言いかけて思いつく。目前にいる道に迷った少女を正しく導く対策を。

「……俺は悪あく魔まから人間になった実例を一つ知ってるって言っただろ」

「はい、言ってましたね」

　以前に麗れい子こにもさらっと告げていたが、もちろん遥はる奈なにも依い頼らいを受けた時に教えていた。

　だがその続きは、誰だれにも打ち明けていない。

　成り行きで知っている者はいるが、自ら明かすのは初めてだった。

「あれな、俺のことだ」

「──え？」

「十年前、まだ俺がガキだった頃ころに不運な事故……いや災さい害がいみたいなもんに巻き込まれた。それで俺は悪あく魔ま憑つきなんて半はん端ぱもんに収まらず、純正の悪魔になったんだ。その時に家族も死んだし、行き場も失ってほとほと困り果てたよ」

　宗そう一いちが打ち明ける己おのれの過去に、遥奈はどこか痛ましそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　純じゆん粋すいな性格をしている彼女のことだ。おそらく宗一の過去を悲しんでいるのだろう。

「そんな俺を拾ってくれたのが、この事務所の先代モントラ。シスター・クロエだ」

「クロエさん……モントラなのにシスターさんだったんですか？」

「あぁ、昔はエクソシストをやっていたそうだが、何か思うところがあって辞やめたらしい。俺が拾われた時、すでにクロエはここでモントラをやりながら児童養護施し設せつを経営していた」

　と、そこで遥奈が目を丸くする。

「ここ、昔は養護施設だったんですか？」

「つっても、いたのは俺だけの名ばかり施設だがな。クロエはモントラとしては優ゆう秀しゆうだったが経営者の才能はなかったんだよ」

「そうなんですか？　養護施設を経営するほどだから優やさしくて人が集まると思いますけど」

「あの人、ショタコンの上にロリコンっつー変態シスターだったんだよ」

「しょ、ショタ……!?」

「そんなとこに子供が集まるわけねーだろ？　俺が飯食ってるのを横で眺ながめながら『ご、ご飯を食べてる宗くん、きゃわわ……っ』とか言って涎よだれ垂たらすんだぜ？」

　宗一が自じ嘲ちよう気味に苦笑すると、遥奈は戦せん慄りつしていた。

「そ、その、クロエさんが宗一さんを引き取ったのはやっぱり貞てい操そうを狙ねらって……？」

「お前はホントそういう話が好きだな。まあそのへんは心配するな」

「そ、そうですよね。シスターさんですし、そこらへんの分ふん別べつはちゃんと……」

「しっかり守りきったから」

「狙われてはいたんですか!?」

　愕がく然ぜんとする遥奈の反応が面おも白しろくて、つい口元を綻ほころばせる。

「ともあれ、クロエの指導があって俺は人間に戻もどれた。いわゆる恩人だな」

「クロエさんは今どうしてるんですか？」

「四年前に死んだ。二十六歳って若さで」

　あっさりと告げた宗そう一いちに反して、遥はる奈なは言葉を失っていた。

「仕事中の事故だ。俺が完全に人間に戻もどれたその日だった……ま、そういう経緯で俺はクロエの事務所を受け継ついだ。彼女の信念も一いつ緒しよに」

　宗一は頭上の眼鏡に触ふれる。これといって特別な感かん触しよくはなく、金属フレームの固さだけが指先に残る。

　それは自分が最も世話になった恩人の遺品だ。クロエは読書をする際にこれをかけていた。そうして本を読んでいる時、彼女は決まって微笑ほほえみながらこう言っていた。

「──いつか人間とモンスターが手を取り合い、笑顔ですごせる世界にする」

　託たくされた夢を。受け継いだ信念を。

　それらを嚙かみ締しめるように口にする。

「人間がモンスターに怯おびえず、モンスターが人間から隠かくれずにすむ世界にしたいんだとさ。とんだ聖人君くん子しの理想だが、それがこの事務所の方針だ」

　彼女がいつも願っていた夢を宗一は託された。もちろん客からは金を取るし、慈じ善ぜん事業でやるつもりはまったくないが──その信念だけは揺ゆるがない。

「人間とモンスターの架かけ橋はし。それがモントラであり、俺自身のことでもある」

「────」

「だから安心しろ。お前は俺が必ず人間にしてやるよ」

　力強く言ってやると、遥奈は目を丸くしていた。だがさっきまでの不安そうな表情はない。宗一の慣れない昔話が功を奏したのだろう。

「ほら、さっさと戻るぞ。あんまり遅おそいと小こ日向ひなたがうるさくなる」

　そう言うと踵きびすを返し、建物内に入ろうとする。

「宗一さん」

「あ？　まだ何か……」

　呼びかけられて、宗一が振ふり返る。

　その時だった。ふわり、と優やさしい匂においが鼻先をくすぐった。

「────」

　柔やわらかくて温かい何かにすがりつかれる。避さける暇ひまもなかった。

　遥奈がいきなり抱だき付いてきた。

　さらに背中に腕うでが回され、ぎゅぅと少女らしい非力さで精せい一いつ杯ぱいの抱ほう擁ようをされる。

　宗一の胸に遥奈は顔をうずめる……というのは身長差があまりないのでできない。

　だが事態はもっと深刻だ。

　彼女はこっちの胸ではなく、肩かたから首にかけて顔を押し付けてきているのだ。

　──まるで首筋にキスするかのように。

　しっとりとして柔らかい唇くちびる。そのくすぐったくて気持ちのいい感触に頭が真っ白になる。

「ッ……お、おい」

　きっぱりと拒きよ絶ぜつしようとした自分の声が若じやつ干かん震ふるえているのは、全力で無視した。

　まずい。サキュバスは意中の男性に触ふれるだけで、魔ま力りよくを吸い取ってしまう。

　そして遥はる奈なの想おもい人は──

「おい。勝手がすぎる。すぐに離はなれろ」

「……ぅう」

「いい加減にしろ。お前が俺に触れることの深刻さくらい、わかるだろ」

　宗そう一いちが冷たく言い放っても、遥奈は「うぅ～……」と拗すねるように唸うなるだけだった。

　さすがにやばいと判断し、突つき飛ばしてでも引き剝はがそうとした……その時だ。




「大好きですっ」




　深夜のバルコニーに、少女の必死な声が響ひびき渡わたった。

　あまりに想定外のことに、今度こそ宗一の思考が止まってしまった。

「好きです……わたしは、宗一さんが大好きです！」

「……お前」

「ごめんなさい……いけないってわかってます！　でも我が慢まんできなくて……どうしても知ってほしくて！」

　抱だき付きながらの必死の告白。

　怒おこられるだろうと怯おびえながら、それでも精せい一いつ杯ぱい想いを伝えてくる。宗一の指導に背そむいている罪悪感からか、少しだけ涙なみだ声ごえだった。

「わたしを慰なぐさめるために辛つらいはずの過去を話してくれて……いつもは破は天てん荒こうだけど、それ以上に優やさしい宗一さんが大好きです！」

　止めることを忘れて聞き入ってしまった……いや彼女があまりにも真まっ直すぐ伝えてくるから止めたくないと思ってしまったのだ。

　胸の奥に熱さを感じる。それがどんな感情なのかは明白だった。

「……わかったよ」

　モントラとして明らかな失態をしでかした自分に、自じ嘲ちようめいたため息を漏もらす。

　失態ついでに片手で遥奈の頭をあやすように軽く叩たたいた。

「わかったから離れろ。これ以上は本当にまずいから」

「……はい」

　宗一が腕うでを解とくと、遥奈は一度だけ名残なごり惜おしそうにぎゅっと抱だき締しめてから離れていった。

「あ、あの……あの……っ」

　それから彼女は今にも泣き出しそうな顔でうつむく。まるで叱しかられることを悟さとった子供だ。怒おこられるとわかってるなら最初からやるな、と叱しかりつけるのはさすがに野や暮ぼだろう。

　だから代わりに皮肉っぽく笑ってやる。

「俺の指導にここまで背そむいた奴やつは初めてだ」

「うっ……ごめんなさい」

「うむ。反省してるならいい」

　長いため息を漏もらす。だが不思議なことに自分でも驚おどろくくらい悪い気分ではなかった。

「遥はる奈なの気持ちは受け取った」

　だからはっきりと告げる。思ったことをそのまま素す直なおに。

「お前が人間に戻もどったら、恋人っぽいことをしよう」

「──ぇ」

　遥奈がきょとんとした目で見つめてきた。

　その視線に気き恥はずかしくなり、ふいと顔を逸そらす。そのままバルコニーから中に入って廊ろう下かを歩いていると、背後から呼び止められた。

「ちょ、ちょっと待って……待ってください！」

　足を止めて振ふり返ると、焦あせっているのか取り乱しているのかわからない遥奈が混乱した様子で宗そう一いちを追ってきていた。

「あ？　何だよ、文句でもあるのか？　悪いが人間になるのが先決だぞ」

「そ、そうじゃなくてっ。さ、さささっき、こ、恋人とかって……」

「言ったろ、気持ちは受け取ったって」

「…………っ！」

　瞬しゆん間かん、カアァァと彼女の顔が真っ赤に染め上がった。

　それを見て内心で安あん堵どする。彼女が普通に頰を赤らめられることにほっとしたのだ。

「そ、そそ、空そら耳みみ……っ！　ま、またいつもみたいに空耳なんじゃ!?」

「空耳じゃない」

　ろれつが回っていない遥奈にきっぱりと告げてやった。

「俺も遥奈のことは嫌きらいじゃないしな」

「うっ……お、教えに背いたわたしが言うのはあれですけど、そんな言い方じゃなくて、もうちょっと……ね？　ほら、あると思うんですよ……？」

　胸の前で手と手を握にぎりながら、遥奈がねだるような上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

　……この娘むすめ、自分から禁を破っておいて図ずう々ずうしいにも程ほどがある。

　これは成せい敗ばいせねば、と宗一は深く息を吸う。

「──俺も遥奈のことが大好きだ」

「ふにゃっ!?」

「ころころ表情が変わるのが実に可愛かわいらしい。冷たくあしらっても懐なついてくるところなんか子犬みたいでラブリーだ。清純でありながら頭の中はえっちなことでいっぱいなんて男にとっちゃ夢のようだね。言うことを聞かないもどかしさも恋愛の醍だい醐ご味みだな。青あお肌はだヒロインは世の中じゃ需じゆ要ようが確立されてないが、俺からすれば些さ細さいな問題だ。むしろ心の底から愛いとおしいね。総じて俺は遥はる奈なのことが好きで好きで仕方がない。恋愛禁止という制約がなければ、こうして愛を囁ささやかれて顔を真っ赤にしているお前を今すぐにでも抱だき締しめてやりた……」

「きゃ～っ！　ごめんなさい、いいです！　もういいです！」

　宗そう一いちのマシンガンラブトークに遥奈が悲鳴を上げ、両腕うでで自分の顔を必死に隠かくす。

　まるで今の顔は見られたくないとでもいうように。

　しかしながら残念なことに、宗一はその顔をばっちり拝んでいた。

「嬉うれしさにニヤつきながら頰ほおを赤らめて、恥はずかしそうに顔を隠すな。ややこしい」

「だ、だってだってぇ！　本当に言ってくれるとは思わなかったからぁ……っ」

　うぅ～と恨うらめしそうに唸うなられる。

　要望通りにしてやったのに威い嚇かくしてくるとは……この娘むすめ、とんだ我わが儘まま少女である。

「……あれ？」

　と、遥奈が小首を傾かしげる。その視線は今まで自分の顔を隠していた手に注がれていた。

「宗一さん、恋愛っぽいことしたのに肌が青くなってませんよ？」

　ほらほらとその可愛かわいらしい両手を見せてくる。今いま頃ごろ気付いたのかと宗一が呆あきれた。

「だから心配するなって言っただろ。徐じよ々じよにだが人間になりつつあるんだよ」

「そ、そうなんですか？」

「ああ。第一関門は突とつ破ぱってところだ」

　ただし、と宗一が強めの語調で補足する。

「今以上のこと……例えばキスとかやっちまうと、これまでみたいにサキュバスの外見になるからな。油断はするな」

「ふ、フレンチキスもダメですか？」

「……むしろ何な故ぜ許されると思った？」

　毎回のごとく遥奈の発想は斜ななめ上うえすぎて驚おどろかされる。

「ま、今の段階までくれば、もう言葉ぐらいじゃ変異しないだろう」

「じゃ、じゃあ進歩はしてるんですね？　人間になれる日はすぐそこってことですよね？」

「や、俺に抱だき付いて魔ま力りよくを吸い取った分、期間は延びてるな」

「えッ!?」

「予定では遥奈が高三に進級する頃には終わるはずだったが……今はざっと目算した限り、高校卒業あたりまでかかる」

「えぇ──っ!?」

　愕がく然ぜんとする遥奈。相当ショックだったのか目め尻じりには涙なみだすら浮かべている。

　そんな彼女を宗そう一いちは鼻で笑ってやった。

「抱だき付きに告白。俺の指導を無視して恋っぽいことのオンパレードをしでかしたんだ。それなのに延びたのがたった一年、むしろラッキーだと思え」

　指導を無視した罰ばつだ、と言い捨てる。

　告白の予約ならまだしも、教えに背そむいてまで一気に関係を縮めてきやがったのだ。指導者としてこれ以上、生徒を甘やかすわけにはいかない。

「うぅ……卒業って、それまでデートも我が慢まんですか？」

「当然だ。我慢すれば燃え上がる恋もある。それを楽しみにしておけ」

「な、なるほど。しばらくオ○禁すると、とっても気持ちいいって言いますもんね」

「うるせーよ、恋愛カメレオン。少しは自重しろ」

「カメレ……ッ!?」

「興奮すると肌はだが青色になるんだ。今時の流は行やりっぽく言うならお前なんか『カメレオン系女子』がお似合いだっつーの」

「お、女の子にカメレオンと言うのは激しくバカにされてる気がします！」

「空そら耳みみだろ」

　むぅ、とむくれる遥奈を宗一が一言で切り捨てる。一連の告白騒そう動どうはどこへやら。彼らはいつも通りの雰ふん囲い気きに戻もどっていた。

　その時だ。廊ろう下かの向こうからモーラと美み織おりがやってきた。その足取りはどこか慌あわただしい。

「先生、探したわよ」

　美織が急せいた様子で声をかけてくる。

「どうした？　そんなに慌てて」

「先ほど新しい依い頼らい人の方がいらっしゃいました」

　宗一の問いに、モーラが淡たん々たんと答えてきた。

「はぁ？　こんな夜遅おそくにですか？」

「はい。どうやら急を要する案件のようです。いかがなさいますか？」

　モーラにお伺うかがいを立てられ、宗一は顰しかめっ面つらのまま言った。

「……ま、とりあえず話だけでも聞きましょうか」

「？　先生にしてはやけに物わかりがいいわね」

「こんな時間帯にやってくるんだ。今回の依頼人はよほど急いでるんだろ。なら足あし下もと見て報ほう酬しゆうをふんだくれるかもしれない」

「……少し見直してたのに。ともかく早く応接間に来てよ、お客さん待たせてるんだから」

　そう言い残して美織はたたーっと先に行ってしまった。

　やけに元気いっぱいなその背中に宗一が眉まゆを顰ひそめる。

「……何張り切ってんだ、あいつ」

「美み織おり様にとってはここに来てから初めての依い頼らい人です。張り切るのも無理はないかと」

　モーラの答えに、なるほどと納なつ得とくする。

　瞬しゆん時じに頭を仕事用に切り換かえる。そのままモーラを連れて歩き出し……ふと気付いた。

　立ち止まって振ふり返り、少し遅おくれて来る遥はる奈なに声をかける。

「遥奈、何ぼさっとしてんだ。行くぞ」

「あ、はいっ」

　すると彼女は小走りで駆かけ寄ってきた。

　遥奈が隣となりに並ぶまで待ってから、宗一は気を取り直して歩き出す。

　モンスターと人間の架かけ橋はしになるために、新たな依頼者の下もとへと。
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　　　あとがき




　この度たびは拙せつ作さくを手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　新シリーズです。いやシリーズになるかどうかは大人の事情的なアレ次し第だいなので……新作？　ともあれ新しい感じです。

　この話を思いついたのは駅前にあるスポーツクラブの横を通りかかった時です。

　インストラクターと聞いて真っ先に思い浮かべるのは、やはりスポーツインストラクターではないでしょうか。少なくとも私はそうです。

　そして「スポーツクラブに勤めるインストラクターって客に『理想的な肉体』とか『理想的な体重』を与あたえているとも考えられるよなー」とか思った次の瞬しゆん間かん、私の頭にはこんな言葉が思い浮かびました。

　──人々に理想を与える彼らは、ヒーローなのではないか。

　や、何か意味不明なことをのたまってるぞと思われるかもしれませんが、その時の私は本当にそう思いました。

　そんな感じで生まれたのが今回のお話です。

　インストラクターはヒーローなのでは、と前述しておきながら本作に登場する《モンスターインストラクター》の主人公はあまりヒーローっぽくありません。

　金に汚きたない、口が減らない、手段を選ばない。己おのれの実力を疑わない自信家でありながら、トラブルに巻き込まれるとすぐに取り乱すヘタレ。

　そんな辰たつ巳み宗そう一いちと、彼を取り巻くヒロイン達の日常を楽しんでいただければ幸いです。




　この本を形にできたのは多くの方々の助力があってのことです。

　再び組ませていただくことになりました、さくやついたちさん。魅み力りよく的なキャラクターを描かいてくださってありがとうございます。いつもイラストをいただく度に興奮しております。

　担当さん、編集部の方々、出版に携たずさわるすべての皆みな々みな様。この度も大変お世話になっております。この場を借りて御おん礼れいを申し上げます。

　そしてこの本を手に取って最後まで読んでくださった皆様に、改めて感謝を申し上げます。

　今回も長々とお付き合いいただき、本当にありがとうございました。





哀あい川かわ譲じよう
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哀あい川かわ 譲じょう

カップラーメンを作っている時、電気ポットから注がれるお湯が途中で止まった瞬間の著者の心象風景。
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イラスト／さくやついたち

エビフライとスパゲティと試験管とカレーが好きです。世界のはじっこで机にかじりついてひっそりと生活しています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「哀川 譲先生」係

「さくやついたち先生」係











本書は書き下ろしです。
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モンストラクター




やればできる人じん外がい娘むすめの調ちょう教きょう指し導どう








哀あい川かわ 譲じょう
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